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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　十一月も終わりに近付いた、日曜日のお昼前。

「ついに…………来たのじゃ……！」

　駅のすぐ近くにつけたリムジンから降り立ったピナ＝スフォルムクラン＝エストーは、情感たっぷりの声でそう呟つぶやくと、

「一いち日にち千せん秋しゆうの想いで待ち焦こがれ、夢にまで見た──」

　ふるふると肩かたを震ふるわせた後、続いて何な故ぜかガッツポーズを決めて、目の端はしには涙なみだまで浮かべる始末。

　それでようやく打ち止めかなー、と思いきや、

「記念すべき、初はつ上陸の日が来たのじゃ！　とうっ！」

　全身のバネを利かせて、スカートの裾すそがふわっと大きく捲めくれ上がるくらいに高々とジャンプをして、喜びを露あらわにしていた。

　この姿を見て、このツインテールの銀ぎん髪ぱつ少女が一国を代表する王女様だと信じてくれる人はどれくらいいるのかちょっと気になる。

　そんな初しよっ端ぱなから飛ばしまくりの後こう輩はいの姿に、続いて降りた日ひ野の秋あき晴はるは脱ぬいでいたブルゾンを着ながら素直な感想を漏もらした。

「なんっつーか、初めて月に降り立った人みたいな反応するなぁ」

「当然じゃ！　ここは妾わらわ達にとっての聖地……感動するなと言う方が無理な話じゃ！」

「随ずい分ぶんと近代的な聖地もあったもんだ」

「ぬうっ、アキハル！　そなたはちと淡泊過ぎじゃぞ!?　もっと妾達と、この感動を分かち合うのじゃ！　ミミナもそう思うじゃろ?!」

　そう言うとピナはツインテールを揺らして振り返り、どことなくぎこちない動きで車から降りた小学生サイズの先せん輩ぱいを見やる。

　白はく麗れい陵りよう高等部の中で『実年ねん齢れいと外見年齢に差がある人部門』があったらダントツトップ間違いなしの桜おう沢さわみみなは、急に振られて驚いたのか目をパチパチさせて、

「ぅ、ええと……確かに、凄すごいかも」

「そうじゃろう、そうじゃろうっ」

　ほら自分が正しかったと言わんばかりにピナは大満足で頷うなずいているが、秋晴としてはちょっと待てと言いたい。

　この場にいるのが三人なら折れてやってもいいけど、残念ながらもう一人いる。全員の意見を訊きいておかないと不公平だ。

「ちびっ子二人はああ言っているけど、鳳フオウはどう思うよ？」

「那そ个の……ワタシは来るの、初めてじゃ無いデスカラ」

「あー、そういやそうだっけか」

　今にも頭を下げそうなくらい申し訳なさげな態度の鳳に、秋晴は気にするなと軽く手を上げる。

　無効票が入ったので、残念ながら少数派で確定か。まあそれは別にいいけど、だからってピナのテンションに合わせるのはちょいと辛つらい。

　ただ──聖地と言われてもまるでピンと来ない秋あき晴はるは、改めて街並みを見渡しながら、

「思っていたより小こ綺ぎ麗れいなんだな。イメージでは、もっとごちゃごちゃしてる感じだったんだが」

「駅前のこの辺りは再開発されてそう経たっておらぬからな！　しかしいつまでもこうしてはおれぬ。アキハル、早はよう参まいるのじゃ！」

「おっ、ちょっと待て?!　あんまりはしゃぐと転ぶぞ!?」

　両腕うでを広げてダッシュで街中へと向かうピナの背に声を掛け、秋晴は慌あわてて後を──追おうとして、寸前で踏み止とどまる。

　そして振り返り、状況についていけずにぼーっとしている鳳フオウとみみなに、

「二人はゆっくりでいいから付いてきてくれ！　初めに行く店の場所、大体は分かるか?!」

「う……みみなは、ちょっと……」

「ぁ、是ハイ。分かりマス」

「じゃ、先せん輩ぱいは鳳とはぐれないように！　また後でなっ」

　それだけ言って、今度こそ秋晴は走り出す。

　早くも見えなくなりそうなピナの背中を追って──秋あき葉は原ばらの電気街へと。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　そもそもの発ほつ端たんは二日前──従育科試験が行われる前日のことだった。

　奉ほう仕し活動の予定がなかった祝日の午後、翌日の試験に備えて自室でのんびり過ごしていたところ、不意に秋晴の携帯が鳴り始めた。

　読んでいた本に栞しおりを挟はさんでから携帯を手に取り、メールが届いていたので内容を確認し……秋晴は思わず眉まゆを顰ひそめて、首を傾げる。

「……んー？」

「どうした、日ひ野の？」

「いや、ちょっと……まあいいか、出かけてくる」

　机に向かって予習をしていた大だい地ちに声を掛け、秋晴は上着を取って部屋を出た。

　メールには簡単な指示が書かれていたので、指定されたカフェテラスへと足を運ぶ。するとそこには小柄な下級生が、バナナジュースを飲みながら待っていた。

「ぬ……遅いぞ、アキハル」

　こちらの姿を見つけたピナはストローから口を離して、『待たせおったな』と言わんばかりに腕うで組みをする。メールを受け取ってすぐ来たっていうのに、なんだろうこの尊大な態度は。

　まあ年下の小さな女の子相手に揉もめるのも大人おとな気げないし、秋あき晴はるは「悪い」と謝って向かいの席に座った。注文を伺うかがいに来た従育科の同級生にホットココアを頼んで、秋晴は改めてピナの顔を見て、

「それで、何だよ？　用件も書かずに『特命！　可か及きゆう的てき速すみやかにカフェテラスに馳はせ参ぜよ』なんてメール寄越して。俺おれじゃなかったらスルーしててもおかしくないぞ」

「ぬぅ、言葉が刺とげ々とげしいのじゃ。それでも妾わらわの家け来らいか」

「これでも相当甘あまく緩ゆるく喋しやべってるんだけどな……」

「むー……まあ、よい。呼び出したのは他でもない、蔑ないがしろにされていた約束を果たして貰もらう日が来たからじゃ！」

　ドン、と小さな拳こぶしでテーブルを叩たたくピナは、興奮したように目を輝かせている。

　早くも置いて行かれた気分になりつつ、秋晴は右耳に付けた安全ピンを触さわり、

「蔑ろって随ずい分ぶんと人聞きが悪いが、身に覚えないぞ？」

「前々から約束しておったじゃろうっ!?　その上、ようやく果たされると思った矢先に、従育科の合宿とやらに潰つぶされたのを忘れたとは言わせないのじゃ！」

「合宿…………あー、あれか！　メイド喫きつ茶さに行くってヤツな」

　そこまで言われて、秋晴はようやく思い出した。

　以前からピナが『メイド喫茶に行きたいのじゃ』と言うので、最近須す野の原はらの街にもオープンしたらしいからそこに連れて行ってやる約束をしたことを。

　ただしピナの言った通り、急に従育科雪山合宿が行われることになって延期、また今度と日を改める約束を、確かにした──ような気はする、が……

「でもお前、あれって遊園地に連れて行くことにしなかったっけか？」

「それはそれ、これはこれじゃ！　妾は確かに遊園地に連れて行くよう約束したが、メイド喫茶を諦あきらめるとは一言も言っておらぬぞ」

「…………まあ、別に良いけど。じゃあこれから須野原に行くのか？」

　まだ二時を回ったところだから、行って帰って来ても夕食の時間には余よ裕ゆうで間に合う。試験前日とはいえ、まあ問題はないはずだ。うっかり機き嫌げんを損ねて、文句を言われたり泣かれたりされる方が堪こたえるし。

　一度寮りように戻って財さい布ふと携帯を取ってこないとなー……と考える秋晴の耳に、どういう訳だか不敵に笑うピナの声が聞こえて来た。

「フフン……ところがどっこい、それは早とちりというものなのじゃ！」

　思わず秋晴は眉まゆを顰ひそめ、目の前にいる小さな王女の顔を覗のぞき込む。というか、『ところがどっこい』なんてセリフ、生なまで聞いたの初めてだ。

　違和感バリバリな状況の中、ピナは残っていたバナナジュースを一息に飲み干してから、

「多た忙ぼうな妾わらわを痺しびれが切れるまで待たせたのじゃ、ただメイド喫きつ茶さに行くだけでは済まさぬ。それ相応のランクアップを要求するのじゃ」

「ランク、アップ？」

　意味が全く分からず、聞き返しながら秋あき晴はるは首を傾げる。もしかしてメイド喫茶にランクとかあって、須す野の原はらの街に出来た店より格上の所に連れて行けってことなんだろーか？　それともメイド喫茶じゃなくてメイド関連の他ほかの店に予定変更ってことか？

　どうにも正解が分からず秋晴が降参してピナを見ると、得意気に腕うでを腰こしに当てた小さな王女様は意気揚よう々ようと立ち上がり──

　そして、大きな声で宣言した。




「つまり、妾達の聖地……秋あき葉は原ばらに連れて行くのじゃ！」




「…………」

　無い胸を精一杯張ってのオーバーな言動に、カフェテラスにいた数人の生徒が何事だろうとこちらへ視線を投げかけてくるが、精神衛生上無視を決め込む。

　……とりあえず、その『妾達』の中に自分が含まれているのかどうかが気になるところだけど、それ以外にも突っ込みどころは満まん載さいだ。どこからどう訊きけばいいのやらと迷いつつ、秋晴は順当なところから攻めていこうと口を開いた。

「まあいいけど……いつ行くんだ？」

「早い方が良い。明後日あさつての日曜の予定は空あいておるか？」

「確か空いてるな。前日の試験次第ではぐったりしてるかも知れないが」

「聖地の空気を吸えば即時回復するに決まっておる。大丈夫じゃ」

　そんな多忙な人御ご用よう達たしの高級栄養ドリンクみたいな効果があるなんて、十六年間生きていて初めて聞くよ。何だその気軽に奇跡が起きそうな場所は。

　突っ込みたいのは山々だったが、目を輝かせている少女の夢を壊こわすのもアレなので、秋晴は諦あきらめて次の質問に移る。

「……で、秋葉原に行って、メイド喫茶を満まん喫きつするのか？」

「それだけではないぞ。マジカルディーバのコスプレが出来る店に、作中に出て来たカレー屋、そして漫まん画ががたくさん置いてある店……他にもディーバ関連を中心に、時間が許す限り色々と回るのじゃ。何しろ、妾も行くのは初めてだからの」

「え、そうなのか？　てっきり来日一発目に行ったとか、暇ひまな休日に理事長と通ってると思ってたのに」

　意外な発言に目を丸くしながら訊くと、ピナは唇くちびるを尖とがらせてストンとイスに座り、

「行きたいのは山々だったのじゃが……別に妾一人でもちっとも問題無く、面おも白しろおかしく遊べたというのに、国の者が危険だから一人では行くなと言うのでな……だから今まで行くに行けなかったのじゃ」

「なのに行っても平気なのかよ？　というか、別にそんな危険地帯じゃなかったと思うが」

　ついさっき『聖地』とか言っていたのにどういうことなのか。確かピナの祖国のスフォル王国はアニメや漫まん画がが好きな人が多いって言っていたから、むしろ喜んで一緒に行ってくれそうなものだと思うのに。

　イメージとのギャップに苦しむ秋あき晴はるに、ピナは不満そうにテーブルへ視線を落とし、

「口うるさい爺じいやが、『姫ひめ様さまを含め、我々が行くのは危険です。主に理性が持つかどうかという意味で』などと言って許してくれなかったのじゃ」

「あー、そういうことか……って、そこまでの事態になるのか？」

「分からぬ。恋い焦こがれ夢にも見たが、何しろ未体験ゾーンじゃ。舞い上がってしまうのは間違いなかろうが、どの程度かまでは不明じゃな」

「…………や、それだけ分かっていれば十分だろ……」

　というか、そんな状態のピナに連れ回されることになるのか。試験明けで体力が持つのか、ちょいと不安になるなぁ。

　でも、それ以上に──これまで行きたくても行けずにいたんだから、ちょっとくらいの無理は承しよう知ちで叶かなえてやろうとも思う。また朋とも美みに『秋晴ってば相変わらず年下の子には甘あまいわよね』なんて冷やかされそうな考えだけど。

「カエデはカエデで『イベントは白はく麗れい陵りようとゲームの中だけで十分ですよねー。や、興味自体はあるんですけど、出かけるのは面めん倒どうで〜』などと宣のたまいおるし……当あてにならんのじゃ」

「まあ、あの人は当てにするだけ無む駄だだろ。というか、白麗陵の外で問題起こしたら、今度こそ深み閑かんがぶち切れそうだ」

　脳のう裏りに浮かぶ、これまでの短い人生で接した中で最も残念な大人おとなの笑顔に秋晴が苦笑していると、会話が切れるタイミングを計っていたように注文していたホットココアが届いた。

　同じ従育科生の気安さで届けてくれたメイド服の女生徒に軽く手を挙げて礼をして、秋晴はココアの入ったカップを手元に寄せながら、

「それじゃ、明後日あさつてに秋あき葉は原ばらへ行くんだな？」

「おお……一緒に行ってくれるのじゃなっ」

「ま、どうせ奉ほう仕し活動も入れてないしな。それより、行く足の伝つてはあるのか？」

「うむっ、妾がリムジンを用意しよう。ミミナは車酔いし易やすいと言っておったから、格別運転の上う手まいメイドに送らせるつもりじゃ」

　……メイドが運転するリムジンで秋葉原に行くって、何かがおかしいような……

　それよりもう一つ、聞き捨ておけない部分があった。

「みみなって、先せん輩ぱいも一緒に行くのか？」

「うむ。実はついさっきまで食堂で一緒に昼食を摂とっておったのじゃが、ミミナも行きたいと熱弁しておったのじゃ！」

「へー……先せん輩ぱいが、なぁ……」

　呟つぶやいて、秋あき晴はるはホットココアに口を付ける。

　あの内気な小動物みたいな先輩が熱弁を振るう姿はあんまり想像が出来ないので、ピナの言葉は話半分程度に聞くとして、だ。

　……それにしたって、割と人見知りで人混みの苦手そうな先輩が秋あき葉は原ばらに行きたがるなんて、かなり意外に思える。何度もコスプレさせられている内に、その手の趣味に目覚めたって可能性は捨てきれないけど。

「……先輩も一緒か……となると……」

「なんじゃ、アキハル。まさかミミナが一緒に行くのは嫌いやなどと言わぬじゃろうな？」

「んなこと言わないって。ただ……」

「ならどうしたと言うのじゃ？　ひょっとして、わ、妾わらわと……あれじゃ、二人きりでデートの方が良かったとか……そういうことかっ？」

「や、別に、全然そんなことは無いんだが──って、おいっ!?　お前今噛かみつこうとしなかったか?!」

　どういう訳かテーブルの向こうから飛びかかるようにして襲ってきたピナに、秋晴は咄とつ嗟さにココアのカップを持って待たい避ひする。

「……………………っ！」

　それでも獲物を諦あきらめないワニの如ごとく、ピナはテーブルに上半身を乗せた状態でガチガチと歯を鳴らしていた。見た目が幼いからあんまり怖こわくは無いけど、それでも焦あせる。奇き襲しゆうかけてきた理由も分からないから余計にだ。

　突然平和なカフェテラスがアマゾン奥地の未開発地帯並みに危険になり、秋晴はいつでも本格的に逃げられるよう腰こしを浮かせつつ、空あいた片手を上げて降参の意を示し、

「お、落ち着け。俺おれが言いたいのは、お前がどうとか先輩がどうとか、そういうことじゃなくてだな……」

「ならば何だと言うのじゃっ!?」

「だから、あれだ──その、三人だと人数が半はん端ぱだから、もう一人追加しないかって提案をしたかっただけなんだよ」

「…………………………………………むぅ？」

　すぐにもリトライで噛み付いて来そうな雰ふん囲い気きだったピナだが、こちらの言葉に多少は興味を引かれたのか、どうにかイスに座り直してくれた。そのことに秋晴はホッと息を吐はいて、カップをテーブルに戻す。

　なんだか言い訳みたいな説明だったが、事実言い訳だった。

　本当に問題なのは、自分一人だけだと小さな二人のフォローは困難だってことだ。

　積極的に行動するピナと消極的で逃げがちなみみなが揃そろっていても、普通に行動する分には問題無い。でも万が一アクシデントが起きた時、離ればなれになってしまう可能性は非常に高いはずだ。となると、自分の他にフォローをしてくれる人材が必要になる。

　こういう時に頼りになるのは朋とも美みだけど……明後日あさつてはフランス語の検定試験を受けに行くとか言っていたから、今回ばかりは無理。

　他ほかの面子メンツとなると……四し季き鏡かがみ姉妹は論外だから、消去法でセルニアか大だい地ちになるけど……大地は人混み、嫌きらいだしなぁ。それからあのドリルさんは、昨日きのう体調悪そうだったのが不安だ。明日あしたの試験までに治るのかどうかも分からない。

　ちなみに轟とどろきと三さん家けは元より除外。頼りにならないとかじゃなくて、二人も日曜は出掛けると言っていたので。

　白はく麗れい陵りようにいる知り合いで頼りになる人物なんて、もう当あては──

「…………一人だけ、いたか」

「ぬぅ？　何がじゃ？」

「一緒に来てくれそうで、頼りになるヤツだよ」

　あまり自己主張をしないタイプだからすっかり忘れていたけど、一人だけいた。

　気が利いて、背が高いから人混みでも目立って、いざという時は自己防衛くらい簡単に出来そうな、とても頼りになる上育科生が。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──よもや到着して一分で鳳フオウを連れてきて良かったと心底思うことになるとは、流石さすがに想像していなかった。

　人混みに紛まぎれる前に何とかピナを確保することに成功した秋晴は、改めて鳳の存在に感謝する。でなかったら今頃、見た目小学生組のどちらかとはぐれていたに違いない。

　既すでにみみなと鳳の二人とはかなり距離が離れてしまったので、ちゃんと目的地に到着してくれることを祈いのりながら秋晴が歩いていると、傍かたわらから不満げな声が聞こえてきた。

「ぬぅぅっ……こらっ、アキハル！　妾わらわを子猫ねこと同じ扱いにするとはどういうつもりじゃっ!?」

「あの脱走っぷりを見せられた直後じゃ仕方ないだろ？」

　言い返しながら、秋晴は視線を落として現状を再確認。

　隣となりを歩くピナはフード付きのパーカーに、かなりミニなプリーツスカートに白いニーソックスという、王女様らしくない軽装だった。

　また逃げられるとアレなので、秋晴はピナが着ているパーカーのフードを掴つかんでいたのだが、どうやらそれが不満らしい。

「これでも気を遣つかって、一番掴つかみやすい髪かみは避さけたつもりなんだけどな」

「気の遣い方が明らかにおかしいのじゃ！　目が離せぬというのであれば、もっと別のやりようがあるじゃろっ?!」

「…………」

　今にも自由を求めて暴れ出しそうな気配を漂ただよわせるピナを、秋あき晴はるは無言で見つめる。

　確かに、手頃な位置だったからついやっていたけど、こんな人前でやられた方はかなり恥ずかしいか。他ほかからすると乱暴働いているように見えるかもだし……下へ手たすりゃ国際問題にまで発展する。

　ある意味じゃ治外法権な白はく麗れい陵りようの中ならともかく、国際情勢に精通した善意の一般人が騒さわいだり警察や大使館に連絡したりすると、困るどころの話じゃない。

　かといって、やっぱりつかまえておかないとどこに行くか分からない相手に対し、秋晴が取れる手段といったら──これくらいしか思いつかなかった。

「よしピナ、ちょっと左手挙げてくれ」

「ぬ……なんじゃ、一体……」

　不満と疑心の目を向けてくるけど、ピナは素直に左手を挙げてくれた。

　なので秋晴は掴んでいた服を離して、空あいたばかりの右手で持ち上げられたピナの手を軽く握にぎった。

「うぬっ……これは……！」

「これなら間違っても通報とかされないだろ。はぐれることもないし……って、どうした、ピナ？　何でいきなりフードを被かぶる？」

「うっ、うるさいのじゃ！　さっきからやろうと思っておったのに、そなたが服を押さえていたから出来ずにいたからであって、別に急でも何でもないぞ!?」

　不思議なことにキレ気味に言われてしまった。すっぽりと頭を隠かくしたフードからちらりと覗のぞく頬ほおの辺りなんて、ムキになったせいか赤くなってるし。相変わらず威勢が良いというか、感情の起伏がヨーヨーみたいに上がったり下がったりするヤツだ。

　まあ、秋晴としては握った手を振り払われない以上、別にとやかく言うつもりはない。

　ただし、フードを被ろうとする理由には一つ思い当たるところがあるので、それを確認しようとピナの耳元で話しかけた。

「やっぱり、さっきからやけに視線集めてたのって、俺おれの勘かん違ちがいじゃなかったんだな？」

「む、う？　何の話じゃ？」

「だからほら、向かいから歩いて来るヤツとか横を追い抜いて行くヤツとかから、随ずい分ぶんと視線を感じたからさ。……え、ピナもそれが気になってたんじゃないのか？」

　てっきりそうだと思っていたので、意外な展開に秋晴がピナの反応を窺うかがっていると、

「妾わらわが注目されるのも当然じゃろう。ただでさえコーカソイドと一目で分かる顔立ちは、この国では大いに目立つ。さらにこの髪かみじゃ、注視されぬはずが無い」

「あー……まあ、そうだよなぁ」

　白はく麗れい陵りようにいるとそれなりに多国籍の人達を見たり接したりするから違和感が薄うすれるが、それでもやっぱりピナの銀ぎん髪ぱつは目立つ。

　秋あき葉は原ばらの街も外国の人が多いけど、確かにこの人混みでも……いや、人が多いからこそ余計に目立っていたのかも──

「妾わらわ自じ慢まんの、絵に描いたように見事なツインテールじゃぞ！　滅多に見られぬもの故、注目の的になるのも無理はあるまい」

「いや待て、色じゃなくて髪かみ型がたかよ!?」

「無論じゃ。この長さになるまで何年かかったと思っておる。ウィッグに頼らず、ボリュームにも気を遣つかったツインテールじゃぞ？　いわば天然物なのじゃ！」

　いやそんな鰻うなぎや真しん珠じゆみたいな自じ慢まんされても。

　当然のように言う辺り、たぶんボケた訳じゃ無い。だからこそ余計に突っ込みたくなるが、今は自じ重ちようしておく。相変わらずどこかズレた感性のピナだけど、ひょっとするとこの街では同意見の人間の方が多いのかも知れないし。

　歩道から溢あふれそうなくらいの人混みに秋晴はやや辟へき易えきとしつつ、時々振り返って鳳フオウとみみなの二人の姿も探す。そこらの男より背の高い鳳は目立つからいればすぐに分かるだろうが、残念ながら見当たらない。

　まあそのうち追いつくだろうと思い、周囲を見渡しながら歩いていると、

「ぬう…………手て繋つなぎなど、何年ぶりになろうか……」

　いつもの底抜けに明るい声とは違い、どこか戸と惑まどったような感じの口く調ちようでピナが呟つぶやいた。

　独り言なら聞き流そうかと思いはしたものの、秋あき晴はるは結局、

「日本に来る前は、こういうの無かったのか？　人混みではぐれないようにする以外にも、女同士だと結構手を繋いでいるヤツがいるけど」

「妾の国にこのような人口密度の高い街は存在せぬ。それにあちらでは仮にも王女じゃ、下しも々じもの者は、例え侍じ女じよ頭がしらでも軽けい々けいに触れたりせぬぞ」

「へー……ということは、両親か？　あとは兄弟……って、お前兄弟っているのか？」

　よく考えてみたら、その辺りのことは全然知らない。ピナが自分から話すのは趣味のことばかりなので、家族構成すら把は握あくしていなかった。

「歳としの離れた兄上が一人おるが、ろくに遊んだこともないぞ。妾が物心ついた頃には既すでに成人しておったし、一年の多くを国外で過ごす人だったからの」

「じゃ、あんまり仲良くないのか？」

「というより、よく知らぬのじゃ。たまにコスプレした画像は送られてくるのじゃが」

　割と良い年ねん齢れいのはずなのに……親愛の情を示す行動が、なんだか異次元方向に飛んでいるような。

「……む…………兄妹……」

「どうした？　軽いホームシックにでもなったか？」

「そうではない。その、あれじゃ、こうして手を繋つないでいると、傍はた目めからは妾わらわとアキハルも兄妹のように見えるのかと思っただけじゃ」

「ん……それは無いんじゃないか？」

　フードで隠かくれているとはいえ、髪かみと目と肌はだの色が全すべて違う男女が兄妹っていうのは、余程の想像力がないと思い付かないはずだ。しかも顔は全然似てないし。

　となると、どう見られているのか──

「………………………………………………下へ手たすると誘ゆう拐かい犯はんとかかなぁ……」

　少なくともピナの保護者とは思われて無さそうっていうのがヘコむ。ピナがフードを被かぶって目立たなくなったと思ったら、向かいから歩いて来る連中があからさまに目を逸そらすようになった。白はく麗れい陵りようのお嬢じよう様方とは違って気絶とか悲鳴とかは無いけど、凄すごく居心地が悪い。

　……やっぱり、目つきが悪い人間がブルゾン＆ダメージジーンズにインナーで赤いシャツなんて着たらまずかっただろーかと、今更ながらに思う。寮を出る前に『これにサングラスを掛けたら立派な不良に見られそうだなー』なんて自じ虐ぎやく気味な感想を抱いだいたけど、どうやらそんな小物が無くても十分に危険人物っぽく映るらしかった。なんだろう、右耳の安全ピンが悪いのか。それとも左眉まゆに掛かっている傷が原因だろーか？

　せめて通報だけは勘かん弁べんして貰もらえないかと秋晴がネガティヴに願っていると、何な故ぜかピナが嬉うれしそうに自分を見上げてきて、

「のう、アキハルっ。折せつ角かくの秋あき葉は原ばらじゃ、特別サービスでそなたのことを『お兄ちゃん』と呼んでやっても良いぞ？」

「何が折角でどこをサービスされたのかさっぱり分からないが、頼むから通報率が上がりそうなことはしないでくれ……」

「ノリが悪い奴やつじゃな。まあ良い、そろそろ目当てのメイド喫きつ茶さじゃ」

「お、マジか？　もう看かん板ばん見えるか？」

「そこの角を曲がったらすぐに見えるはずじゃぞ！」

　自信たっぷりにそう言うと、ピナはぐいぐいと秋晴の手を引っ張って先に行こうとする。流石さすがにインターネットで情報収集を重ねたと行きの車内で言っていただけあって、今日はえらいやる気と頼り甲が斐いがある。

　小こ柄がらな体で人波を押し退のけるようにしてピナは右手に曲がり、秋晴も一歩遅れで大通りから外れた路地へ入り……そこで、予想外の光景を見た。

　確かにお転てん婆ば王女の言った通り、目的のメイド喫茶はすぐに見つかったが──注目は店じゃなくて、その前にいる二人組。

　表に出されたメニューらしき板の前に立っている、白いニットの上にもこっとしたピンクのカーディガンを着たちょっとお洒落しやれな小学生っぽい女の子と、その横にいる黒いジャケットを羽は織おりライトベージュのスリムパンツを穿はいたモデル体型の女子は、

「…………なっ、なっ……!?」

「鳳フオウと先せん輩ぱい……いつの間に……」

　大おお袈げ裟さに驚くピナには負けるものの、秋あき晴はるだって十分に驚いていた。

　身長差がえらいことになっている二人組を見間違えるはずがない……けど、いつの間に抜かされたのか、ちっとも気付かなかった。

　呆あつ気けに取られたまま秋晴が二人を眺ながめていると、向こうもこっちを見つけたようで、鳳が小さく手を挙げてくる。

　隣となりのみみなも表情を明るく……したかと思ったら、何な故ぜか見る見る内に不満が詰まっているみたいに頬ほおを膨ふくらませた。キュロットスカートの裾すそを握にぎって、ご機嫌き斜げんめなのが有り有りと分かる。

　どうして先輩があんな反応をしているのかは分からないが、このまま待たせているとより酷ひどいことになりそうなので、秋晴はピナの手を引いてメイド喫きつ茶さへと急ぐ。

　そして待たせてしまった二人に、

「悪い、助かった。いきなり世話掛けたな」

「ァ……不是イイエ、とんでもないデス」

「そっか。しかし、えらく早かったな？　いつ抜かされたのか気付かなかったぞ」

「近道、知ってマシタ。近くで親族が商売してマス、カラ」

「あー……それでか」

　ほんのり照れたようにもじもじしながら言われた言葉に、秋晴は納得して何度か頷うなずく。リムジンで話していた時に『秋あき葉は原ばらには何度か来たことがある』と言っていたのは、親しん戚せきが暮らしているからか。

　あの時はもしかしたら仲間なのかと思い込んだピナが矢継ぎ早に『どんなアニメが好きか』とか『購入する漫まん画が雑誌は何か』と訊きいていたから詳くわしい説明まで聞けなかったけど、ようやく腑ふに落ちた。

　一体全国にどれだけ親戚がいるのかは気になるところだけど、初めて来る秋晴達にとって、鳳の存在はこの上なく有り難い。

　……はずなのに、どうしてこの小さな先輩は不機嫌な目でこっちを見上げているんだろーか？　頼りになる後こう輩はいの恩恵をいの一番に受けたはずなのに。未だに口も開かないし。

　さっぱり理由が分からず、秋晴は腰こしを屈めて目線を合わせ、みみなに問い掛けてみた。

「どうした、先輩？　いきなり置いてきぼり食らわせたから、怒ってるのか？」

「…………そんなことないけど……」

「……？」

　じゃあどうしたんだろうと思いながら秋あき晴はるが続きを待っていると、みみなはちらちらと視線を下げて、

「……お手々繋つなぐなんて、二人は随ずい分ぶんと仲が良いんだね？」

　そう言われてようやく、自分がまだピナと手を繋いだままだったことに気付く。やや気温が低いせいか、小さくて指もやたらと細いのに不思議なくらい熱を持っているから、無意識に大事な熱源として確保していたくなったのかもだ。

　でも目的地に着いた以上、このまま手を繋いでいる理由も無いので、秋晴はすっかり馴な染じんでいたピナの手を離し、

「捕まえておかないとすぐに暴走してどっか行くからなー。人混みに紛まぎれたらほぼ迷まい子ご確定だから、ここまでリード付けて来た」

「わっ、妾わらわが犬ころと同じ扱いじゃと?!　ええいっ、アキハル取り消すのじゃ！」

「や、事実だから。取り消して貰もらいたいなら、今日はもう大人おとなしくしていろよ？」

「ぐぬぅ…………しかしじゃ、この滾たぎるような衝しよう動どうを抑おさえられるかどうかなど……」

「努力しろって。もし迷子になったら、秋あき葉は原ばら全域に聞こえるようなボリュームで呼び出しかけて貰うからな？」

　たぶん警察にでも頼めば、一発でやって貰えるはず。一国の王女様が行方ゆくえ不明になったら大おお事ごとだから、素早い対応が見られるに違いない。

　自分の責任問題にもなりそうだけど、いざとなったらやる。絶対にやる。

「………………じゃが…………その…………」

　──その気き概がいが伝わったのか、反論しようとしかけていたピナはもごもごと口を動かすに留とどまり、仕舞いにはふて腐くされるように爪つま先さきで地面をグリグリとやり始めた。

　よし、教育的指導は無事成功だ。これで少しは落ち着いて回れるはず。

　一段落着いたところで、改めてみみなを見てみると、

「…………なあ、先せん輩ぱい」

「……なぁに？」

「どうしてそんな、遊園地で遊ぶ予定を近所のスーパー行きに変更された子供みたいなふくれ方してんだ？」

　不ふ機き嫌げんそうな表情では無くなったけど、代わりに不平不満を丸呑のみしてお腹なか一杯みたいな顔になっていた。具体的に分類すると、今のピナがしている表情と同じ種類に属しそうだ。

　でも今度こそ原因の心当たりもヒントも無い。そもそも手を繋いでいたのだって不機嫌の理由には繋がらないだろうし……どうすりゃいいんだ、この場合は。

「……もうっ、何でもないんだからっ。お腹空すいたし、早くお店に入ろ！」

　会話を強制終了させるようにそう言うと、先輩は珍しく先せん陣じんを切ってメイド喫きつ茶さのドアを開けて、

「はぁい、お帰りなさいませ〜！」

「……………………」

　出迎える店員の声に、硬直し──

　店内に入ることなくドアを閉めて振り返り、かなり気まずげな顔を見せる。

「……あ、あの……やっぱり一番目は、他ほかの人にお願いしたいな……？」

　勢いに任せきれず、おどおどと上うわ目め遣づかいでそう言ったみみなの姿に、秋あき晴はるは苦笑混じりで頷うなずいた。




　メイド服の店員に案内されて席に着いた秋晴は、何となく落ち着かない気分になって店内を見回して、

「……なんというか、カラフルな内装だなぁ」

「か、壁がピンクのお店って、初めてかも……」

　完かん璧ぺきに店の雰ふん囲い気きに呑のみ込まれて縮こまっているみみなほどでは無いけど、秋晴もほぼ似たような心境だ。

　喫きつ茶さ店というと大抵は落ち着く雰囲気があるはずなのに、ここはピンクの壁紙にメイドさんの絵が描かれていたり、メニューも丸字なだけでなく一いち見げんさんお断りな勢いで『えみりの愛情入りオムライス』とかそんなのばっかで、物凄すごいアウェー感がある。というか、誰だえみりって。厨ちゆう房ぼうにいる料理係のことなんだろーか？

　秋晴がそんな益やく体たいもないことを考えていると、向かいの席に座っているピナが何やらしたり顔で頷いていた。

「ふむふむ……やはり前情報通り、今日は客が少ないのじゃな。流石さすがは妾わらわ、ここを一番目の目的地に選んで大正解じゃ」

　確かに、店内には自分達以外に二組しか客がいない。でもそれは昼前だからだと秋晴は勝手に思っていたが、今の口振りから察するに理由は別にもあるらしかった。

「人が少ないのは、何か理由があるのデスか？」

　同じことに気が付いたのか、隣となりの席でメニューに目を奪われていた鳳フオウが顔を上げて、最年少のピナへと問い掛ける。

　それに対しちびっ子姫ひめは自じ慢まん気げに胸を張って、

「うむ、今日は昼から声優の出るイベントが二件、格闘ゲームの大会が一件、更に他よ所そのメイド喫茶では『猫ねこ耳ふぁんたじぃ』のコスプレイベントをやるのじゃ！　主な濃こい連中は今頃各地に集結しておるはずじゃな」

「へぇ……というかお前、そんなに詳くわしくチェック入れてるのか？」

「当然じゃ。有り難いことに秋葉原で行われるイベントや店の情報を取り扱うブログが多いのでな、大した手間にはならぬ」

「そんなもんか……っと」

　ゲーム大会というのがちょっと気になったものの、メイド服の店員がお冷やを持ってくるのが見えたので、秋あき晴はるは後回しにしようと口を閉ざす……が、ついまじまじと店員の着ている制服を見てしまった。

　髪かみをアップにした店員が着ているメイド服は、従育科の制服に比べるとファッション性重視といった感じで、やや胸元を強調するようにフリルをあしらってある。それにプラスしてかなり際どいミニスカートに、腰こしには正面からでも見える大きなリボンを付けていて──まあ、うん、普通に可愛かわいい。そりゃあピナも目をキラキラさせるって話だよ。鳳フオウもみみなも、ちょっと羨うらやましそうな目で服を見てるし。

　そんな秋晴達の視線を受けながら、店員さんは明るい笑顔で手際よく水をテーブルに置いていき、全員分をセットしたところでトレーを胸元に抱かかえ込んでペコリと頭を下げ、

「お嬢じよう様さまに旦だん那な様、もうご注文はお決まりになりました〜？」

　白はく麗れい陵りようじゃ絶対に有り得ないような、フランクな口く調ちようで訊たずねてきた。従育科でこんな訊ね方したら、間違いなく深み閑かんの万年筆が飛んでくるよ。

　しかも何だろう、この甘あまい声は。服装にはやたらマッチしているからそんなに違和感は無いけど、ちょっと背筋がこそばゆくなる。

　落ち着かない気分が二割増しになりつつ、秋晴は慌あわててメニューに目を走らせた。

　折せつ角かくだから三人とは違う物を頼もうと思って、

「あー、ピナはどれにするんだ？」

「妾わらわはオムライスじゃ！　ランチセットのオムライスを頼むぞ！」

「ワタシは麺食パスタの、中飯組ランチセツトを」

「ええっと……みみなは、ふわふわパンケーキ」

　それぞれが違う物を頼んでいくので、その都つ度ど自分の選択肢しから消していく。次いでセットのドリンクまで全員が注文し、いよいよ残された時間は僅わずかになった。

　結局、秋晴はランチメニューの中から適当に選んで、

「じゃあ俺おれは、このスパイシーカレーで。飲み物はここから選ぶんだよな？」

「そうなりますねー。でも、ゆーなのお奨すすめはこちらの『とびきりラブリーなカプチーノ』になってます」

「……いやそれ、セットメニューじゃないから別料金な上に、『店内にいる好きなメイドがフーフーしてくれます』っていうのは……」

「えっ、旦那様分かりませんか？　熱々なカプチーノを、こう、フーッと吹いて冷ますサービスですよ？」

「や、ちょっと吹いたくらいじゃ冷めないだろ。それにそんなことされても……って、ピナ、お前どうしてそんな羨うらやましそうな顔してるんだ？」

　何な故ぜそれが当たり前のようにサービスとして成立しているのか不思議に思う秋あき晴はるとは違い、向かいにいるピナは今からでも注文を変えそうなくらい羨せん望ぼうの目でこちらを見ていた。

「どうして、じゃと!?　アキハル、そなたはメイドの献けん身しん的な奉ほう仕しが受けられるというのに、どうしてなどと宣のたまうかっ?!」

「……いやでも、冷めないぞ？」

「温度の問題ではないっ。そこに込められた愛情とファンタジーの問題じゃ！」

　……何故にここまで力強く怒られてるんだろうなー？　しかもメイドさんと店内にいる数少ない客が、こっちを見ながら何度も頷うなずいてるし。自分の味方は同じくきょとんとしている鳳フオウとみみなだけらしい。

　アウェーな空気に攻せめられながら、秋晴はテーブルの中央に置かれていたメニューを端はしにやりつつ、キッパリと言った。

「セットのドリンクはアイスコーヒーを──とりあえず、注文は以上で」

「うーん、残念ながら交渉失敗だね。じゃ、注文承うけたまわりましたので、しばしご歓談などしつつお待ち下さいな〜」

　店の奥へと消えていくメイドさんの揺れるリボンと短すぎるスカートを見送って、秋晴はやれやれと息を吐はき、

「なんっつーか、思っていたのとちょっと違うんだな、メイド喫きつ茶さって」

「ふふん、何を分かったようなことを言っておるのじゃ、アキハル。ここだけで全すべてを理解したつもりになるなど、水すい槽そう育ちのミドリガメより世間知らずと言われかねぬぞ？」

　高いテンションを保ったままのピナは、ちょっと偉えらそうに腕うで組みなんかをして、出来の悪い生徒に教えるように話しかけてくる。

「ここは正統派のメイド喫茶とは、ちと違うのじゃ。可愛かわいらしい制服と内装に似合った、客に対して親しみやすい接客をするのが売りとなっておる」

「へえ……んじゃ、他の店はどうなんだよ？」

「一言では伝えきれぬ程、多た岐きに渡っておる。スカート丈たけの長く落ち着いた雰ふん囲い気きのメイドが給仕してくれる正統派に、メイドとの触れ合いや語らいがメインの店、中にはメイドとゲームを楽しむ店もあるのじゃぞ」

「…………」

　……まあ、うん、常連客と店員が会話するような喫茶店も、結構あるし……触れ合いっていうのも、きっと会計の際にちょっと手が触れてしまうとかそんなレベルだろうし……いやでも、ゲームって何するんだ……？

　色々と理解が追いつかず、想像するにも限界がある。

　なので秋晴は当面その他諸もろ々もろな喫茶店のことはおいておくことにして、ストレートな質問をピナにぶつけてみた。

「それで、どうして数ある中からこのメイド喫きつ茶さに来ることにしたんだ？」

「勿もち論ろん、ここの制服が最も妾わらわの好みと合致したからというのも大きいのじゃが、それだけではないぞ。この店にも一つ、大きな特徴があるのじゃ！」

「特徴って何だよ？　メイドのテンションが高いことか？」

「ふふん、まあ見ておれ」

「見ておれって、おい？　どこ行くんだよ？」

　意味ありげなことを言ってイスを降りたピナに声を掛けるが、返事もせずにレジの方へと行ってしまう。

　そしてさっきとは別の店員に何やら話しかけ──一緒に、店の奥へと消えていった。

　……見ておれとか言ってたからトイレとかじゃないんだろうけども、せめて説明してから行けと言いたい。外で単独行動されると対応に困るし。

　まあ店から出た訳じゃ無いし、暴れ出したら物音ですぐ分かるだろうと、秋あき晴はるは観念してピナの帰りを待つことにした。

　テーブルに残ったのがどちらかというと自分から話すタイプじゃない二人なので、何か話題を振ろうと隣となりを見てみると、

「…………」

　フロアにいる店員に視線を向けていて、何やら微び妙みように暗く羨うらやましげな表情をした鳳フオウの姿が目に入った。

　この中ちゆう華か美人な同級生がこんな顔をするのを見たのは初めてで、しかも悩ましげな吐と息いきまで漏もらしている。

「もしかして鳳、羨ましいのか？」

「……那そ个の……少しだけ、デス」

「へぇ。ああいう格好したいとか思うのか？」

「不イ是エ、ワタシには似合わないデスカラ。でもエストーサンや桜おう沢さわサンは、似合いそうデス」

「みっ、みみなはあんな格好……！」

　急に振られてあわあわと手を振って否定する先せん輩ぱいの姿は、いつもながら微笑ほほえましいものがある。しかもあれ、恥ずかしくはあるけど満まん更ざらでも無いんだろうし。

「あ、あんなの無理で…………ふぇ？」

　断固拒否のポーズだったみみなだけど、最後の辺りでちょっと慌あわて方がおかしくなった。不意にしゃっくりをしたみたいな固まり方をして、視線も話を振った自分では無く店の奥へと向いている。

　どうしたんだろうと眉まゆを顰ひそめ、秋晴はみみなの視線を辿たどって振り向き……たぶん、先輩と似たような表情になってしまった。

　何な故ぜならそこに居たのは──

「どうじゃっ、妾わらわの艶あで姿すがたは！　とても似合っておろうっ!?」

　他ほかの店員さんとは色違いのメイド服に身を包んだピナが、不ふ敵てきに仁に王おう立だちしていた。
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　トレーを小こ脇わきに抱かかえて、元気の良さはともかくちっともメイドっぽさは無いが、問題はそんなところじゃない。

　思わぬ事態に立ち上がった秋あき晴はるは、自じ慢まん気げに小鼻を膨ふくらませている王女様に、

「お前……どうしてメイド服着てるんだ……？」

　シンプルかつ最も重要な質問をすると、ピナはにんまりと笑顔を作った。

「これがこの店を選んだ最たる理由じゃ！　女性客は希望すれば店員と同じメイド服を着ることが出来る、素す晴ばらしいサービスじゃろ？」

「へぇ……野や暮ぼなこと訊きくけど、金は？」

「無論、多少かかる。しかしこれだけ可愛かわいいメイド服が着られるとなれば安いものじゃ」

　そう言って、ピナはくるりとその場で一回転してみせる。

　確かに可愛いし、従育科制服と違ってスカートも短いから、活動的なピナにはよく似合っていた。ただし残念なことに、胸の辺りはスカスカで余ってるっぽいけど。

「うう〜……一人だけずるい……」

「…………とても極好すてきデス……」

　メイドスタイルにドレスチェンジしたピナを、みみなも鳳フオウも羨うらやましげに見つめていた。でもこの二人の場合、ならやってみればと促うながしても絶対やらないだろうなぁ。白はく麗れい陵りようならともかく、知らない人の目がある店でやるには勇気が足りなさそうだ。

　……というか、仮にも一国の王女様がメイドの格好ってどうなんだろうな？　お国柄ってことで許されるのかも知れないけど、一庶しよ民みんとしてはえらく反応に困る。

　複雑な状況に、秋あき晴はるが素直に褒ほめられないでいる中、上じよう機き嫌げんのピナは鼻歌でも歌い出しそうな雰ふん囲い気きでこちらを見やり、

「折せつ角かくじゃ、妾わらわがアキハル達に飲み物を運ぶとしよう！」

「いやそんなことまでしないでも。その辺は、ほら、本職に任せておけば──」

「あ、お客様の要望なら構いませんよ？」

　さくっと許可を出しやがったのは初めに注文を取りに来た店員で、秋晴が『お前ちょっと空気読め』と軽く睨にらんでも、どこ吹く風の笑顔でいる。

　止めるべき人がゴーサインを出したのを受けて、いそいそと厨ちゆう房ぼうの方へ引っ込んだピナは、すぐにトレーの上にグラスを載のせて戻って来た。

　中身の色からして秋晴が頼んだアイスコーヒーのようで、かなり慎しん重ちような足取りで運んで来たピナは──何な故ぜかちらりと、こちらの立つ場所を確認する。

　一いつ瞬しゆんのことだし、気のせいかも知れないなー……と、秋晴が思い直す前に。

　すぐ近くまで来ていたピナが、

「おおっと、手が滑すべったのじゃ！　──えぃやっ」

　物凄すごくわざとらしいことを言いながら、豪ごう快かいにトレーを投げ出して転ぼうとした。

　当然のようにアイスコーヒーは秋晴を直撃するコースで、大だい惨さん事じに──なるところだった。何もせずにいたら、実際酷ひどいことになっていたはず。

　けど現実には素早くピナとトレーに置かれていたグラスを押さえることに成功し、秋晴はホッと安あん堵どの息を吐はく。

　今のは危なかった。嫌いやな予感がしたからそれを信じて動く準備をしていたのと、立ったままだったのが幸いした。でなければ今頃、頭からコーヒー塗まみれで着替え必ひつ須すになってたし。この場で着替えられるのって、メイド服だけかもしれないから……うん、本格的な大惨事だよなぁ、それは。

　ともあれ、秋晴は抱だき止めたままだった元げん凶きようのピナをじろりと睨にらみ、

「……お前なー。今の、わざとだろ？　どういうつもりだ？」

「ぬぅ、何故分かったのじゃ？」

　相手の位置を確認して、おまけに転ぶ時に掛け声までやれば誰でも分かるっての。

　しかしバレていてもピナは悪びれることなく、むしろ企くわだてが止められたことを不服そうに秋晴を見上げてきた。

「今のはお約束というヤツじゃ。やはり新しん米まいメイドはドジなくらいが可愛かわいいじゃろう？」

「リアルにドジって災害撒まき散らすのが身近にいてその発想はあり得ないっての！　というか、コーヒー掛かったらちょっとしたお茶目くらいの損害じゃ済まないだろ!?」

「むしろ役やく得とくじゃろっ!?　その後には妾わらわが謝罪と共に丹念に拭ふくサービスまでがセットなのじゃぞ！」

「いやそれのどこがサービス──って、どうしてそっちの店員と客は頷うなずいてやがる?!」

　理解不能な暴論をかますピナに同意するようにしきりに頷く連中を睨にらみ付けると、さっと目を逸そらしてくれた。なにそのこっちが加害者みたいな反応。誰が真の被害者か一いち目もく瞭りよう然ぜんな状況のはずなのに。

　おまけにピナは全く懲こりずに目をキラキラと輝かせて、

「ええいっ、放さぬかアキハルっ。ドジっ子新米メイドが気に食わぬというのであれば、セクシー系世話焼きメイドで対応してやるのじゃ！」

「いやお前がセクシーってその前提がもう無理──うわ暴れるなって!?　その体勢で蹴けりとか無茶するんじゃねぇ！」

「フ─────────ッ！」

　真実を告げただけで小さな王女様は気が立った猫ねこのように暴れ出し。

　ちっとも手に負えない状況はちゃんとした店員が他ほかの注文を運んで来るまで続き、その間に秋あき晴はるは四回くらい『もう二度とこの店には来れないなぁ』と思った。
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「全く、酷ひどい目にあったのじゃ！　アキハルは戯たわむれというものが分かっておらぬ」

「いやいや、それは俺おれのセリフだからな？　第一お前、オムライス来たときはあんなに喜んでただろ？」

「それはそれ、これはこれじゃ！　……見ておれ、次こそは妾わらわが完かん璧ぺきな萌もえメイド像を体現してやるからの」

　また行くつもりらしかった。懲りてないのか、もしくは癖くせになったのか。どちらにしても、本気で気分を害しているのとは違うらしいので、秋晴としては安心だ。

　メイド喫きつ茶さに入る前と変わらず人の多い秋あき葉は原ばらの街を、ぶつくさ言っているピナの声に耳を傾けながら次の店を目指して歩き……ふと、あることに気が付いた。

「……なあ、ピナ」

「ぬぅ？　なんじゃ、妾は今機き嫌げんが──おおっ、あれはマジカルディーバのコスプレじゃな!?　何かのキャンペーンでもしておるのか?!」

「さあ、どうだろうな。それより訊ききたいことがあるんだが」

「くぅ、人ひと垣がきでよう見えぬ……して、何じゃ？　コスプレイヤーより大事な用件であろうな？」

　むしろコスプレイヤーがどのランクに位置しているのか訊ききたいが、本題からずれるので止やめておく。

　秋あき晴はるの腕うでを掴つかんで支えにしたピナは、歩きながら器用にピョンピョンと飛び跳はねて道路を挟はさんだ向こう側にいるらしいコスプレイヤーを見ようとする。

　そんな頑がん張ばっているところを邪じや魔まするのはなんだが、秋あき葉は原ばら初心者としてはどうしても気になるので質問を投げた。

「さっきから同じ店がいくつもあるんだけど、こんな密集してて意味あるのか？　というか、電化製品を売っている店と、玩具おもちやとかＯＡ製品とかを売ってる店がやたらたくさんあるように見えるんだが……」

「ここは秋葉原じゃ。別におかしくも無かろう」

「……競合しまくりで意味あるのか？」

「ならば訊くがの、アキハル。日本に『ラーメン横町』と言われるようなラーメン屋ばかり集まっている一角があるのには疑問を抱いだかぬのか？」

「…………」

　そう言われると、なかなか返す言葉に困る。そしてラーメン横町なんて言葉がさらっと出てくるって、どれだけ日本に詳くわしいんだよ、この銀ぎん髪ぱつ娘むすめは。

　まあ、何となく言いたいことは分かった。『そういう場所』として認識されているんだから、似たような店が多くあるのにも意味はある、と。

　でも、秋晴の疑問はそれだけじゃない。

「同じ店が多くある利点は分かるが、他ほかの業種からしたら競合店が少ないチャンスゾーンって考えはしないのか？　飲食店はそこそこ多いみたいだけど、服売ってる店なんて全然無いから穴場っぽいのに」

　素人しろうと考えだろうなー、と思いながらも、とりあえず口にしておく。何しろ質問する相手はピナで、ただのオタク系お嬢じよう様さまじゃない。ガチで二次元産業で国くに興おこししようと目論もくろんでいる王女様なんだから、答えてくれそうな期待が持てる。

　実際、ピナは特に考える素そ振ぶりもなく、人垣の向こうに気を取られたまま、

「需要が無いところに供給しても意味などなかろう。すぐに閑かん古こ鳥どりが鳴いて切ない思いをするだけじゃ。先の喩たとえで言うなれば、ラーメン横町にイタリアンレストランをオープンしたところでどれだけの客が来ようか」

「……美う味まければ来るんじゃないか？」

「その理屈で言えばどこにオープンしても同じじゃろう？　要はじゃな、目的を持った客が来るというのに、そこから外すことも無かろうという話で──ええいっ、見えぬ！　こうなったらアキハル、肩かた車ぐるまをするのじゃ！」

「いやしねぇよ！　こんな街中で肩かた車ぐるまって、どれだけ俺おれを辱はずかしめる気だお前は?!」

　割と為ためになる話をしている最中にとんでもないことを言い出す王女様に、秋あき晴はるは思わず人目を忘れて全力で突っ込みを入れてしまう。落ち着き無くジャンプしていたのはスルー出来ても、ダイレクトに自分へ被害がきそうなので唯い々い諾だく々だくとは頷うなずけない。

「そんなことより、これから行く店ってどこにあるんだ？　店名も場所もお前しか知らないんだから、うっかり通り過ぎてたなんてことになっても俺おれ達には分からないぞ」

「むぅ、言われてみれば……そろそろ見えてもいい頃合いじゃな」

「次は何の店なんだ？　出来れば人が少ないところだと助かるんだが」

　それは自分がじゃなくて、同行しているみみながだ。今日はやたらとキョロキョロしている先せん輩ぱいは人混みが苦手だから、下へ手たをすると人ひと酔よいしかねない。興味深そうにあちこち見ている今はまだいいけど、疲れてきたら一気に体調悪化の懸け念ねんもある。

　相手は年長者だけど、とりあえず今日は保護者のつもりで来ているので注意を払はらう秋晴に、ピナは辺りを見回しながら、

「……うむ、やはりこの辺りじゃ。アキハル、近くに暖簾のれんの掛かった店は無いか？　確か藍あい色いろの生き地じだったはずじゃが」

「ァ、有りマス。すぐ先に、暖簾の店デス」

　秋晴よりも背の高い鳳フオウがいち早く見つけて、件くだんの店がある場所を指差してくれた。

　見れば確かに、幾人もの人の向こうに藍色がかった暖簾が覗のぞいていて、そこには白い字ででかでかと店名が書かれている。

「えーと……『武器屋・十じゆう兵べ衛え』ってあるけど……？」

「うむ、正まさしくそこじゃ」

　否定か説明を求めての呟つぶやきは、軽く頷うなずかれて行き場を無くしてしまった。

　……いや、武器屋って。現代日本で、しかも電気街で、電器屋とカレー屋の間に武器屋があるって……！

「ここが宝の山と噂うわさに名高い……ぐずぐすはしておれんっ、疾とく入るぞ！」

　ゲームの中でしか馴な染じみのない存在に混乱する秋晴の見ている前で、唯ゆい一いつ説明が出来そうな王女様は待ちきれないと言わんばかりに、一足先に店へ突入していく。

　仕方がないので秋晴はピナを追って店へと入り、それにみみな達も続いて来る。

　暖簾をくぐって敷居を跨またいだ先には、

「…………本当に武器屋って感じだなー」

　思わずそう呟いてしまうくらい、店内は様々な武器で埋うめ尽くされていた。

　日本の刀や西洋の分厚い剣、槍やりに弓矢にボウガンに、楯たてや鎧よろいもたくさん飾ってある。

　雑多に並べてある訳じゃ無くて、見やすいようにキチンと壁に掛けられたりショーケースの中に並んだりしているので、ちょっとしたコレクションルームみたいにも感じられた。

「わー……」

「…………」

　みみなと鳳フオウもこの光景にはびっくりなようで、目を丸くして店内を見回している。

　四方に様々な武具が飾られているからというのもあるけど、店自体はあんまり広くない。白はく麗れい陵りようの教室半分以下──というか、秋あき晴はる達の暮らしている寮りようの部屋くらいのサイズかもしれなかった。ただし『奥も御ご覧らん下さい』と書かれた紙が貼はられたドアがあるから、ここ以外にも商品はあるらしい。

　幸いなことに自分達以外の客はいなくて、店の奥にあるカウンターには四十歳さい前後に見える男がエプロンを付けて座っている。……にしても、どうして売り子の頭に兜かぶとが載のっているのか。まあ刃物持たれるよりはいいけど。

　一方、真っ先に突入していたピナはというと、

「おおっ……これじゃ、これっ！　本物のマジカルディーバ愛用小こ槌づち、一期のラストウエポンバージョンじゃ！」

　早さつ速そく目を輝かせて飾られている、でかいハンマーを手に取っていた。ただし本物とか言ってるけど、他ほかに陳ちん列れつされている刀とかと同じく、どう見てもレプリカだし。

　一いつ瞬しゆん、触さわってもいいものかと思いはしたものの、良く見れば『ご自由に手に取って御覧下さい』『武器を振り回さないように』といった案内と注意書きがあちこちに貼られていたので、させたいようにしておく。

　……にしてもこの注意書き。日にち英えい中ちゆう韓かんの四ヶ国語で書かれているってことは、日本人以外の客も多いってことか？　ひょっとしてこの小さな店、ワールドワイドで有名だったりするんだろーか？

　少なくとも現在二人は異い邦ほう人じんがいるし、しかも日本人のみみなより明らかに喜んでいる様子。子供のように分かり易やすく次から次へと得物を手にしては検けん分ぶんしていくピナに対し、鳳はじっと天てん井じようから吊つられた特大サイズの馬上槍やりを眺ながめてうっとりしていた。

　白けてつまらなそうにしているよりは全然いいけど、あの恋する乙女おとめみたいな表情はちょっと問題がある気がする。

「……なあ、鳳。もしかして、こういうの好きなのか？」

「是ハイ。とても好スキデス。極好すてきだと思いマス」

「…………ちなみに、どの辺りが？」

「一いち撃げきの破壊力が高そうデス」

「…………」

　いつもはちょっと考えてからとか、たどたどしい感じで受け答えするっていうのに、今回に限ってノータイムで返してきたし。しかも視線は固定されたまま、こっちを見る気配なんてどこにも無い。

　ひょっとすると、自らの手に武器を持って白はく麗れい陵りようで飼かっているあの大きな黒毛の馬に乗っている姿を想像しているのかもしれないが……やっぱりどうなんだ、乙女おとめとして。そしてお嬢じよう様さまとして。

　まあでも、楽しんでいるようなら邪じや魔ましちゃ悪いし、男としてはやっぱり武器だらけの空間は心躍おどるものがある。なので自分も面おも白しろそうなアイテムを探そうと、秋あき晴はるはカウンターに近い場所に並ぶ変な形の剣を手に取ってみた。

　西洋風の短剣だけど、ちょっと形状が面白い。両刃のうち片方は刃のところにギザギザの溝みぞが入っていて、櫛くしみたいな形をしていた。値段と一緒に『ソードブレイカー』と書かれた文字があるので、たぶんそれが名称だと思う。

　持ってみるとやや重いものの、本物の鉄製ならこの倍はありそうだ。刃のところもよく見ればほんのり丸みを帯びていて切れないようになっているし、模造刀──というより、よく出来た玩具おもちやみたいな感じがする。

　こうして実際に触さわっているとやっぱりわくわくするなー。男なら大半の人間が理解出来るだろうけど、武器を持っていると軽く興奮して楽しくなる。これはあれだ、中学の修学旅行で木ぼく刀とう買ってたヤツと同じ心境なのかもだ。

　持っていると段々欲しくなるが、一万四千円という高校生にはちょいと厳しい値段なので諦あきらめて壁掛けに戻し、さて次は何を見ようかと秋晴が腕うで組ぐみをしていると、

「アキハルアキハルっ！　どうじゃこれはっ、エクスカリバーと草くさ薙なぎの剣つるぎという夢のコラボレーションじゃぞ?!」

「ん、どれだ……って、待て待て危ないから動くなっ?!」

　声に反応して振り向けば、一メートルは軽く超えそうな長い剣を二本、両手に構えてよろよろしているピナの姿が。

　今にもバランスを崩くずして剣を落としそうな状況に、秋晴は慌あわてて側へ行き、ふらついていた武器を支える。これが本物なら掌てのひらがスパッと、もしくは刀身に手の脂あぶらが付くと店員に激怒されるところだろうが、そこは模造品なのでセーフ。

　ホッと一息つける状況になって、秋晴は改めてピナを見下ろし、

「お前なぁ、いくら偽にせ物ものだからってサイズと重量を考えろよ。あと自分の体格も。無理すぎるだろ、どう見ても」

「ぬう……おかしいのじゃ。手に取った瞬しゆん間かん、秘められたパワーが解放されたように重みを感じなくなったのじゃが……」

　それは思い込みによるプラシーボ効果か、ナチュラルハイになっただけだ。

「そんなことより、ほれっ。どうじゃ、この重じゆう厚こうな拵こしらえと鋭くも雄お々おしい刀身という聖剣っぷりは！　日本の神剣も負けておらぬぞ、シンプルながらヤマタノオロチから出て来たというだけあって雰ふん囲い気きがあるじゃろう!?」

「……俺おれの記き憶おくが確かなら、どっちも現物は無かった気がするんだが」

「そのような小さなことに拘こだわるでない。……ううむ、どちらも味があって甲こう乙おつつけ難いのじゃ。ここに飾られてあるデュランダルは既すでに持っておるから、やはりフォルムの全然違う倭わ刀とうにすべきかのぅ……」

「持ってるってお前、通販か何かで買ったのか？」

「そうではない。妾わらわが留学する前に現地調査をした爺じいが、土産みやげにとくれたのじゃ」

「…………」

　役職は言わなかったけど、ピナが馴なれ馴れしく『爺』と呼ぶくらいだから、きっと要職に就ついている人だろうに……日本の武器屋で、聖剣買って土産にしたのか……

　というか、西洋風の剣なら、ヨーロッパで普通に手に入りそうなんだけど、その辺りはどうなんだろーか？　ピナの国にもありそうだし……いやでも、流石さすがに聖剣は無いだろうから、そこは別腹な感じなのか……？

　国際情勢と現代における武器の流通情報に乏とぼしい秋あき晴はるが考え込んでいると、

「──お嬢じようさん、ひょっとしてスフォル王国の子かな？」

　不意にカウンターに座っていた店員が話しかけてきた。

　いきなり声を掛けてきた上に出身地まで当てるなんて、このおっさんは何者なんだろうと、秋晴はピナと顔を合わせてしまう。

　驚いたように眉まゆを上げていたピナは、何度か大きな瞬まばたきをしてから、

「確かに妾わらわはスフォルの人間じゃが？」

　ちょっとは警けい戒かいしているのか、素す性じようには触れずに答えた。もしピナが王女様と知られたら、やっぱり色々と厄やつ介かいだ。というか、一国の王女様が聖剣と神剣のどっちがいいか悩んでいることをスクープされるだけでも、あんまり宜よろしくないし。

　どうにしろ慎しん重ちようになるに越したことはないと、表情には出さないように警戒する秋晴に対し、店員のおっさんは兜かぶとを落とさないように頷うなずいて笑い、

「やっぱりそうだったかぁ。いやあ、銀ぎん髪ぱつで白い肌はだなんて目を惹ひく上に、達者な日本語を喋しやべるからそうだと思ってたんだよ」

「……ふむぅ？」

「有り難いことに、ウチの店に来て色々と買ってくれる外国の人がたくさんいるんだけど、中でもスフォル王国の人達は上客でねぇ。日本語も上じよう手ずだしアニメにも詳くわしいし、常連さんだっているんだよ」

「なるほど……そういうことであったか」

　言われてみれば、確かにピナの国のヤツらは特徴的過ぎる。銀髪に赤みがかった目をした白人さんが、ペラペラと日本語でマニアックな会話をするんだから、そりゃあ国も分かるって話だよ。

　更に店員はレジの横の壁を指差して、

「ほら、この人なんて月に一度は来てくれて、新商品と掘り出し物をよく買ってくれるんだけど──本人が『国ではちょっと知れた顔だ』って言ってたんだが、俳優さん？」

「うぬ？　どれじゃ、見せて…………」

「同じようにスフォルから来たお客さんにも訊きいているけど、皆口を揃そろえて『知らない。見たこともない人だ』って首を横に振るから、爺じいさんが調子良いこと言っただけだとは思うんだよ。やあ、別に誰でもいいんだがね、いいお客さんってことには変わりないし」

　相手の反応が乏とぼしいせいで一人喋しやべる形になった店員だけど、ピナの様子を見るとその声は耳に入ってなさそうだった。

　じっと、レジ横の壁のたコルクボードに飾られたいくつもの写真を──その中の一枚、白っぽい銀髪の爺さんが両手に剣を二本、腰こしに二本、しかも口にクナイを咥くわえて満面の笑みというとてもアレな写真を見つめている。

　秋あき晴はるじゃなくても『浮かれ過ぎだろこの爺さん』と思うような一枚に、ピナは凝ぎよう視ししたまま、わなわなと肩かたを震ふるわせて……

「……………………うちの、爺やじゃ……」

　ぽつりと、秋晴だけにしか聞こえないような小さな声で、呟つぶやいた。

「はぃ？　お前のって……ああ、さっき言っていた？」

「…………スフォルの…………前大臣で………………テレビにはよう出ぬが、国民なら誰でも顔くらい知っておる……」

「……………………そりゃまた、ビッグな……」

　言ってから、もう一度写真を見る。

　四本の剣を持って、クナイを咥えてポーズを決めているこの人が、元大臣と。

　国の偉い人で、今でも現地調査なんて国こく事じに関わることをやっている人だと。

　…………スフォル王国って、えらい平和な国なんだなぁ……

　そんなしみじみとした感想を抱いだきつつ、秋晴は隣となりにいるピナを見る。

　強く握にぎった拳こぶしと小さな肩を震わせた王女様は、キッと鋭い目で写真を睨にらんで、

「……レーヴァテインにグラム、腰に差しておるのはミスティルテイン……それによくは見えぬが大だい典でん太たじゃと……！」

「それ、剣の名前か？」

「そうじゃっ。しかも毎月来ておるとは──おのれ爺やめ、妾わらわには内ない緒しよで楽しみおって！　アキハルっ、妾達も負けてはおれぬぞ！」

「いや負けてはおれぬって、どうする気だよ？」

　憤ふん慨がいしたままこちらに振ってこられても、さっぱり意図は掴つかめない。

　もし大量に武器を買い込もうとするなら流石さすがに止めるべきだろうかと秋晴が考えていると、ピナはカウンターにいる店員に向かって、こう訊たずねた。

「そこの店員！　奥のスペースを使用希望するが、構わぬなっ!?」

「え？　ああ、そりゃあ勿もち論ろん。ただ、撮影は別料金になるよ？」

「それで構わぬっ。さあアキハル、それにミミナもスイランも、疾とく参まいるぞ！」

　言うが早いか、ピナは手に持っていた剣を棚たなに戻して、店の奥へと歩き出す。そして西洋甲かつ冑ちゆうの横にあったドアを開け、中へと入って行ってしまった。

　秋あき晴はるは呼ばれた他ほかの二人と顔を見合わせるが、後を追う以外の選択肢しは見つからなかったので、三人でピナに続いて店の奥へと向かった。

　なんかこの店に入った時と同じで既き視し感かんあるなー、とぼんやり思いながら秋晴はドアを開けて──やっぱり、立ち尽くすことになった。

「うっわ……こりゃ凄すごいな……」

「服が、とってもたくさん……」

「……照片しやしんの場所、デスか？」

　三者三様のコメントになったが、唖あ然ぜんとしたのは一緒のはず。

　ドアの向こうに広がっていたのは、両サイドをハンガーに掛けられた衣服で覆おおわれ、奥には白い背景といくつかの照明、それとカメラを置く三さん脚きやくが設置されたスペースだった。

　武器とはまた別のインパクトがある部屋の様子に秋晴が二の句が継つげなくなっていると、腕うで組みして得意げな表情で口を開いた。

「どうじゃ、驚いたじゃろ？　情報に拠よれば、ここは元々倉庫として使っておったそうじゃが、今年の春に上の階に空あきが出て以来、こうして衣装を着て写真撮影出来るよう改装したらしいのじゃ」

「へー……お前の所の爺じいさんが写ってた写真も、ここで撮とったものか」

「恐らくはの。だから妾わらわも負けてはおれぬ。マジカルディーバのコスプレをして、思う存分写真を撮るのじゃ！　勿もち論ろん、ミミナとスイランもじゃぞ！」

「……ふ、ええっ!?」

「ワ、ワタシもデスか？」

「当然じゃ。希望のコスプレが無いなら妾が見み繕つくろう故、安心せよ」

　驚く二人を他よ所そに、ちっとも安心出来ないことを言い出す。

　とはいえ、秋晴は特に賛成も反対もしない。だって自分は含まれてなかったから。余計なことを言って巻き込まれたら面めん倒どうだし。

「店の物なんだから、衣装は丁てい寧ねいに扱えよー？　あと、向こうに更こう衣いスペースあるから、ちゃんとそこで着替えるように」

　お守もり役として最低限の注意だけすると、ピナはこくりと頷うなずき、両手でみみなと鳳フオウの手を握にぎり締めた。

「うむ、分かっておる。それでは二人共、出しゆつ陣じんするのじゃ！」

「ぅ、えっ、待って……!?」

「……ァ…………那そ个の……」

　助けを求めるようにこちらを見てくる二人にはひらひらと手を振り、期待には全く添わない応援をして。

　珍しく巻き込まれなかったことに、秋あき晴はるは安あん堵どの息を吐ついた。




「待たせたの、アキハル！　妾わらわ達の艶あで姿すがた、篤とくと見るがいい！」

「ん、終わったのか？」

　衣装を選ぶのに十分、そして着替えるのにもう五分ほど掛かったのだろうか。

　その間、壁に掛けられたコルクボードに貼はってある、過去に撮影した人達の写真を見て過ごしていた秋晴は、威勢のいいピナの声で振り返り……もう少しで、感嘆の声を漏もらすところだった。

　ピナが着ているのは出会った時と同じくマジカルディーバの衣装で、そういう意味だと新鮮味は無い。ただ、ちょっとだけデザインが違う気がするし、手にはしっかり巨大ハンマーを手にしていた。あれを小こ槌づちって言い張るのはちょっと無茶だと思う。

　問題は残る二人で、みみなはというと、

「……うう〜……は、恥ずかしい……」

　顔を真まっ赤かにしてもじもじしているけど、ピナと違って殆ほとんど肌はだの露ろ出しゆつは無かった。でも幼稚園児が着るポンチョみたいな形のナース服という、なんだかよく分からないデザインの衣装を着ていて……普段より更に幼く見えて、下へ手たすれば小学校低学年でも通用しかねない。

「…………………………す……裙子スカートが……」

　そして一番普通で、ある意味だと一番問題なのが鳳フオウだった。

　どこかのファミレスで採用されてそうなウエイトレス姿だけど、上はともかく下がまずい。スカートの丈たけが、ちょっと大きめの短パンくらいの長さまでしか無くて、下へ手たに動くと簡単に中が覗のぞいてしまいそうな危うい状況だった。

　だから前を押さえる手が離せないようで、そのせいで胸は強調されてるし、惜しげもなく晒さらされた脚線美も相当なものだし……良く着ているチャイナドレスとはまた別の破壊力に溢あふれている。たぶん轟とどろきがいたら、死を覚かく悟ごで飛びついていたに違いない。

　ともあれ、三人とも元がいい上にキャラクターを強調するようなチョイスがされているので、秋晴はつい見入ってしまう。特に目を引くのは初代ミス白はく麗れい陵りようさん。他ほかの二人も似合ってるけど……なんというか、色々とボリュームが違うので。

　しばしぼーっとしている内に、普段と変わらず活発なピナが軽いフットワークで武器のある部屋へ行き、いくつかの武器を手に戻って来て、

「ほれ、ミミナはこれを、スイランはこっちを持つと良いぞ」

　そう言って渡した武器は、何な故ぜかみみなに巨大ブーメラン、鳳フオウには死神が持っているような大きな鎌かまだった。何か元ネタがあるんだろうけど、これだけ見るとさっぱりだ。

　手にした当人もそうらしく、みみなは微び妙みような顔つきになっていた。鳳はというと実用性を確かめるように軽く振り回していて、ちょっと怖こわい。刃はついてないはずだけど、当たったらかなり痛そうだ。

　万が一を考えて秋あき晴はるは鳳から少し距離を取りつつ、自分の仕事に満足するよう頷うなずいているピナへと問いかけた。

「ところで写真撮とるんじゃなかったのか？」

「うむ。今、店員に用意させておる。準備が終われば即撮影会じゃ！」

　ということは、やっぱり記録に残る訳か。十数年後に発掘したら恥ずかしくて死ねる写真になりそうだけど、それも一つの良い思い出ってことに……まあうん、ピナ以外にはならないだろうなぁ。内気組は秘密の黒箱に永久封印したくなるに違いない。

「あの二人が着ている衣装が何のアニメのキャラかは知らないけど、ピナの衣装もなんか前に見たのと違うよな？　２Ｐカラーみたいなもんか？」

「あれは一期の時のデザインなのじゃ。これは二期バージョンで、以前の物より洗練されたデザインでセクシー度も上じゃろう？」

　そんなことを言い出したので、秋晴は改めてピナの着たコスチュームを見る。

　レオタードを基調とした、相変わらず露ろ出しゆつの多いもので……確かにセクシーと言えなくは無いが、正直なところ、

「……どこがどう、セクシーさがアップしてるんだ？」

「むっ、分からぬのか。ほれっ、以前よりも際どい造りになっておろう？」

　自分の言葉を証明するようにピナは近付いて来ると、

「どうじゃ？　まだ分からぬか？」

　秋晴に見せつけるように背伸びをするが、そんなことをされてもやっぱり分からない。というか、近すぎて衣装も良く見えないし。

「…………悪い、降こう参さん。正解は何だ？」

　きっと目め端はしの利かない自分には分からないような細かいポイントなんだろうなと予想しながら秋晴が訊たずねると、やや気分を害したようにピナは頬ほおを膨ふくらませて──思いも寄らなかった正解の言葉を口にした。

「どうして分からぬのじゃ。胸元のデザインが変わって、胸の谷間がハッキリと見えるようになっておるじゃろう？」

　確かにピナの言う通り、鎖さ骨こつのやや下辺あたりの生き地じがくり抜かれていて、素す肌はだが覗のぞいていた。

　それでようやく得とく心しんがいったと秋晴は大きく頷うなずいて、




「あー、そうか。ピナじゃ谷間が出来ないから気付かなかったんだな」




　……思ったままの言葉を口にした直後、自分がどれだけ危険な発言をしたかに気が付いた。

　だがもう遅い。恐る恐る視線を落としてみれば、今まで見たことがないくらい据すわった目をしたピナの顔があって、震ふるえた唇くちびるから底冷えするような声が聞こえてくる。

「…………妾わらわの……妾の、身体的特徴を悪あし様ざまに……っ！」

「ぁ、や、違くて……そんな、悪く言うつもりは全然無いって！　ただ、なんだ、自分に素直に思ったままの感想が出てしまったというかだな」

「ええいっ、最も早はやこの件に関して語る舌したなど持たぬ！　大人おとなしく天てん罰ばつを食らうのじゃ！」

　秋あき晴はるが『天罰？』と聞き返す前に、ピナは持っていたステッキ状ハンマーを大きく振りかぶって──いやそれはまずい、いくら模造品だろうと玩具おもちやだろうと、フルスイングでやられたら頭か武器かどっちか壊こわれる……！

「ちょおっ、落ち着けって！　謝るから！」

「謝罪など要いらぬ、裁きを受けよ！」

　目を血走らせたピナに迷いは無いようで、頑がんとして受け付けようとしない。

　こうなると秋晴は逃げるか覚かく悟ごを決めるかの二択になるが、物が多くて狭い店内なので、下へ手たに逃げたら周りに迷めい惑わくが掛かってしまう。

　焦あせりながらも被害を最小限に抑おさえる術すべを必死に探す秋晴に、無情にもピナは横殴なぐりの一いち撃げきを放とうとしていた。目を見れば分かる、あれは威い嚇かくなんて一切考えていない、本気の攻こう撃げきが来る。

　実際、ピナは怨おん敵てき必殺の気合いを込めるように、大きく口を開けて、

「戯ふざけたことを抜かす輩やからは、太陽系の向こうまで吹っ飛んで星になるが良いわっっっ！」

　絶対に無理なことを言いながら、持っていたハンマーを思い切り振るう。

　かなり危険だけど、大振りなだけに見て避さけるのは簡単で、秋晴は慌あわてながらもバックステップでそれをかわし……次の瞬しゆん間かん、口の中で小さく「うげ」と呟つぶやいた。

　何な故ぜかというと、見事に攻撃を空から振ぶった姫ひめ様さまが大きくよろめいて、自分の方へ倒れ込んで来るのが見えたので。

「にゃっ、ぬ!?　と、止まらんじゃと?!」

　その一言で自力回復は不可能と判断、秋晴はかなりの勢いでこちらへと迫ってくるピナの体を受け止めようと腕うでを広げる。

　肩かたからぶつかってきたピナを胸に抱いだくようにして受け止めた──まではいいものの、困ったことに勢いまでは止められない。秋晴自身も後ろに避けた直後だったのもあって、まるで踏ん張りが利かなかった。

　……これは無理だ、大人おとなしく倒れるしかないと諦あきらめるのとほぼ同時に、せめて痛みは少なく済むよう尻しり餅もちを着くように自分から姿勢を崩くずす。

　その甲か斐いもあって、秋あき晴はるは殆ほとんど痛みもなく背後へと倒れ込むことに成功した。

　ピナの体は軽いものだし、衝しよう撃げきもまるで大したこと無い。たぶん持っていた武器も床ゆかにぶつけずに済んでいるはず。

　……とまあ、ここまでは良かったものの。

　秋晴の前には、一つの大きな問題が発生していた。物理的な意味でというか、どちらかといえば視覚的な意味で。

　そもそも後ろに避さけたところを倒れる羽は目めになった、その結果、




　離れていた鳳フオウの足下……じゃなくて、足の間に頭が滑すべり込むような形になっていた。




　目の前には見上げるまでもなく鳳のスラッと長く綺き麗れいな足があって、それを上へ辿たどっていくと、いくら内うち股また気味にしていても隠かくし切れずに覗のぞいてしまっている白の──
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　……と、そこまで見てしまった直後。

　更に上の方に位置する呆ぼう然ぜんとした表情の鳳と、バチッと目が合った。

「………………」

「………………」

　物もの凄すごく気まずい沈ちん黙もくの後で、秋あき晴はるは冷や汗を流しながらも精一杯の笑顔で、

「………………………………じ、事故ですよ？」

「……………………………………………………ァ」

　明確な返事は無い代わりに、反応が二つ。

　驚いていた鳳フオウの顔が、見る見るうちに羞しゆう恥ちで真まっ赤かに染まり。

　そして両手に持っていた大きな鎌かまを、それこそ死神のように構える。

　向けられているのが刃の部分でなく石突きの部分だっていうのは不幸中の幸いなのかどうなのかと現実逃とう避ひしている内に、かなり重めの一いち撃げきが放たれてしまい……

　──店にあったのが軽めの模造品で本当に良かったと、秋晴はズキズキ痛む額ひたいを押さえながら思った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……まさか、ここまで予想を上回ってくれるとはなぁ……」

　声にやや疲れが出てしまったのが自分でも分かったが、本気で疲れているからもうどうしようもない。体力にはそこそこ自信があるし精神的にもタフになってきたはずなのに、まさかここまで疲れるなんて。

　ため息を吐つくのだけはかろうじて堪こらえ、秋晴は携帯電話を握にぎったまま、隣となりで不安そうに自分を見上げるみみなに口パクで『見つかった』と伝える。

『うう…………妾わらわも、その……すまぬとは思っておるのじゃ。あのマジカルディーバを見た瞬しゆん間かん、気が付けばふらふらと……』

「それはもう分かったから。んで、そこから戻るのにどれくらいかかる？」

『うむ……恐らくは、五分くらいで戻れるはずじゃ』

「分かった。焦あせらなくていいが、もう寄り道はするなよ？　俺おれと先せん輩ぱいは本屋の外で待ってるからな」

　ちゃんと釘くぎを刺さしておいてから、秋晴は通話を打ち切った。

　──色々ありながら撮影を済ませて武器屋から出た後も、ピナの暴走っぷりは留とどまるところを知らない勢いのままだった。

　同人誌しの売っている専門店ではマジカルディーバ関連を片かたっ端ぱしから買おうとするし、たまたま通りかかった所でやっていたインターネットラジオの公開録音では、背が低いからブースが見えないと街中で再び肩かた車ぐるまを強要したし。

　そしてこの大型書店では、各自見回って集合時間には一階にいるよう言っておいたのに、五分十分と待っても姿を見せず、電話を掛けても繋つながらない始末だ。

　……というか、店の外に行っているなんて思ってもみなかった。たまたま鳳フオウがピナの出て行く場面を目もく撃げきして追いかけてくれたからこうして連れん絡らくがついたものの、そうでなかったら本気で迷まい子ごの案内を街中にすることになっていたよ。

「あのちびっ子、三階で漫まん画が本を物色中に、昼過ぎに……メイド喫きつ茶さを出た後に見たマジカルディーバのコスプレをしている人がエスカレーターで降りていくのを目撃したんだと」

　こちらを見ているみみなに説明しながら、秋あき晴はるは苦笑を抑おさえられなかった。

　どうやら件くだんの魔法少女が活躍するコミック版の最新刊が出たとかで、そのキャンペーンの一環らしい。

　で、そのコスプレイヤーというかキャンペーンガールを見かけたピナは、待ち合わせのことをすっかり忘れて、

「店から出て行く彼女を追いかけて、何度か見失いそうになりながらも無事追いついて、一緒に写真撮とって貰もらったんだとさ」

「そうなんだ……なら、ここで待っていればいいの？」

「ああ。鳳が連れて来てくれることになってる。でも先せん輩ぱいが疲れたっていうんなら、そこの店に入って休んでもいいぞ？」

　言って、秋晴は近くにあったコーヒーショップを手で示す。一応、ジュースやアイスクリームも売っているみたいだから、甘あま党とうでコーヒーの苦手なみみなでも大丈夫だ。

　なんだかんだでもう四時間以上も秋あき葉は原ばらをうろついているし、座って休めたのはメイド喫茶だけだから、疲れはあると思う。秋晴でもちょっとくたびれているんだから、体力が少ない先輩はもっとしんどいはずだ。

　事実、白はく麗れい陵りようを出た時に比べるとやや元気の無い顔色だし、痛むのか、さっきからもじもじと足を動かしている。ちなみに数分前、勘かん違ちがいして『トイレなら本屋の二階フロアにあったぞ』と余計な案内をしたところ、グーで殴なぐられたりもした。

　なのですぐにこの話に乗ってくると秋晴は思ったが、みみなはちらりとコーヒーショップを見て、

「うー……大丈夫、我が慢まん出来るよ」

「我慢って……別に無理することでもないだろ？」

「うう……でも、大丈夫なんだもん」

　まず『でも』の意味が分からない。そして何な故ぜに無理しようとするのかはもっと分からなかった。

　思わず眉まゆを顰ひそめる秋晴に対し、みみなは地面に視線を落として、

「……休んだら、もう動きたくなくなるかもしれないから。次のゲーム屋さんで最後って言ってたし、そこまで頑がん張ばるの」

　あまり言いたくなさそうに、ぽつぽつと呟つぶやく。

　どうやら秋あき晴はるが思っていた以上に、この小さな先せん輩ぱいは疲れているらしかった。文化系な上に元病人で体力が無い人だから、もしかしたらこの場に座り込みたいくらい限界が近いのかも知れない。

　なのに辛つらいのを我が慢まんして遊びたいと言うみみなが、秋晴には少し不思議だった。

　……というか、そもそも疑問に思っていたが、

「なあ、先輩。ずっとピナの行きたい所にばっか行ってたけど、先輩はどこか行きたい店とか場所とか無いのか？」

「…………ふぇ？」

「いやだって、先輩も秋あき葉は原ばらに来たかったんだろ？　なのに何も買ってないし……目当ての物があるんじゃないのか？」

　どの流れでそういう話になったのかは知らないが、ピナは『みみなも行きたいと言っていた』と話した。

　でも実際来てみると、目新しい物や普段馴な染じみのない物に驚いたり興味深そうにしてはいても、ピナのように積極的に遊び尽くそうという感じはない。あまり街自体にも詳くわしく無さそうな感じもする。

　かなり人見知りで、おまけに微び妙みように人嫌ぎらいなところもあるのに、どうしてわざわざ──と秋晴は疑問に思ってしまう。

　答えを期待して見つめると、先輩はもじもじと指を絡からませたり離したりしながら、

「みみなは、その……一度、行ってみたかったの」

「秋葉原にか？」

　頷うなずくんだろうな、と思いつつも秋晴が訊きくと、意外なことにみみなは首を横に振った。

　しかも疲れが滲にじんでいた顔が、ほんの少しだけ頬ほおが赤く染まる。

　予想外の展開に秋晴がポカンと口を開けていると、みみなは大きめの瞳ひとみでちらちらとこちらを見上げて、

「だから…………その……」

「…………？」

　言いにくそうだから察してやりたいけど、ちょっと無理。そんなに勘かんが良いならそもそもこんな質問してないし。

　首を捻ひねるだけしか出来ない秋晴に、諦あきらめたのかみみなは耳まで赤くして──




「……お、お友達と、遊びに行ってみたかったの！」




　ある意味衝しよう撃げきの、聞いてしまったこっちの顔まで赤くなりそうな発言が来た。

「えーっと…………友達と遊びに……？」

　聞き間違いではないと分かってはいるものの、秋あき晴はるはついそう訊たずねてしまう。赤面して、恥ずかしそうに両手で鼻から下を覆おおっている先せん輩ぱいには酷こくな質問かもしれないが、どうしても気になる。

　だって友達と遊びにって……テーマパークにとか観光地にとかなら分かるけど、それ自体が目的のような言い方だった。

　額面通りに受け取るなら、つまり先輩は──

「……友達と遊びに行ったこと、無かったのか？」

「…………………………」

　沈ちん黙もくと共にこくりと頷うなずいて、みみなは伏し目がちに話し出す。

「……小さい頃から入院が多かったし……お見舞いに来てくれていたお友達も、大きな病院に移ったら来られなくなっちゃって…………は、白はく麗れい陵りようでは、殆ほとんどひとりぼっちだったし……」

「…………あー」

　そう言われれば納得だ。心臓に病を抱かかえていたっていうなら、軽々しく遊びに行く許可が下りるかどうか微び妙みようだし、友達も──当人はともかく、親は責任があるから反対するに違いない。しかも病院を移れば子供の行動範囲からも外れてしまって、縁も遠くなって……そりゃあ一緒に遊びに行くなんてこともないまま育つか。

「つまり先輩にとっては大事なイベントだったから、どうしても行きたかったと？」

「そうだよ。秋あき葉は原ばらにもちょっとは興味もあったし……こういうの、初体験だもん……」

　ならまあ、疲れを押してでも付き合いたいって気持ちも、分からなくはないなぁ。初めて友達の家に泊まりに行った時とか、自分だってかなりわくわくした覚えがあるし。

　……というか、この先輩……外見だけでなく、一々やることと考えることが可愛かわいいよなぁ。これで年上っていうのが信じられないレベルで。

　なんだか微笑ほほえましい気分になった秋晴は、ついポンポンとみみなの頭を撫なでるように叩たたいてから、

「そっかそっか。よく考えたら、先輩が気兼ねなく話せる同性の友達って、白麗陵ではピナくらいだもんな」

「ほ、他ほかにもいるよっ。大体ね、みみなが来たのは、キミにも問題があるからなんだよ！」

「へ？　俺おれ、なんかしたっけ？」

「中学生のピナちゃんと、その……ふ、二人きりでお出掛けなんて……」

「いやでも、あいつ一人で行かせる訳にもいかないだろ。それに従育科生としては本業に近い役割だし……何か問題あったか？」

「問題なのっ。そんなの絶対良くないんだよっ。いくら相手が中等部の子でも、デートみたいで、不純に見えちゃうんだから」

　顔を赤くしたまま、今度は怒ったようにそんなことを言ってきた。

　ぷくっと柔やわらかそうな頬ほおを膨ふくらませて、説教のつもりみたいだけど……秋あき晴はるとしては、笑いそうになるのを堪こらえるので大変だ。

　自分とピナが一緒にいて、付き合っていると思うヤツなんてどれだけいるんだか。デレデレした態度なら多少はそれっぽく見えるかも知れないけど……あのちびっ子お姫ひめ様さまが、しおらしくしたり、頬を赤く染めて腕うでを組んできたり、そんなことするはず無いしなぁ。いやまあ顔は赤くするだろうが、原因は怒りでだし。

　妙みような心配をするもんだと思いながら、それも友達のことが好きだからこそだろうなと、秋晴は微笑ほほえましい気分になった。

「先せん輩ぱいの気き遣づかいには感謝するよ。今後は誘さそう時、気を付けることにする」

　デートとか恋人に見えるとかより、犯罪と結びつけて考える人がいるかもしれないので、そこはリアルに注意しないと。

「むー……本当に、ちゃんと考えないとダメなんだからね？　その……み、みみなだったら、もう大人おとなだから二人きりでも大丈夫だけどっ……」

「先輩とかぁ……」

　むしろ犯罪に見られる可能性が上がりそうだが、そこは突っ込まない方が賢明だろう。

　でも、まあ、

「今日来てくれたことにはマジで感謝してるし、礼になるかは分からないけど、今度先輩の好きな所に連れて行ってあげるな」

「…………本当に？」

「ああ。あんまり遠くとか凄すごい金がかかるとかは無理として、大体の所なら大丈夫だ」

　任せてくれという感じで軽く胸を張って、秋晴はみみなに笑いかける。

　すると、こちらを見上げていた大きめの瞳ひとみが、潤うるおいを帯びるようにキラキラと光った。一いつ瞬しゆん、泣いているのかとびっくりするが、涙なみだは流れなかったので秋晴はホッと胸を撫なで下ろす。

　けど、ポーッとした様子で一時停止状態になってしまい、自分が何かおかしなことでもやらかしたのかと不安になっていると、

「……ん？」

　不意に駅方面から、チリンチリンというベルの音が聞こえて来た。

　振り向けば歩道を自転車が走って来ていて、しかもそこそこスピードも出ている。避さけられない距離でも速さでもないが、ぼーっとしているみみなはまだ自転車に気付いてなさげな様子だった。

　なので秋晴は下へ手たに声を掛けてパニックを起こされるよりはマシだろうと、細い割に柔らかなみみなの腕を取って、

「先輩、こっち」

「ふぁっ……!?」

　やや強引に腕うでを引き、小さくて軽い体を抱だくようにして保護した。

　少し間を置いて空あいたスペースを自転車が通り過ぎ、秋あき晴はるは小さく息を吐はく。なんか今日は羽交い締めにしたり受け止めたりと、妙みように接せつ触しよくが多い気がする。しかも相手は小さい二人だから、下へ手たに見られたら通報されそうだ。

　もう危険は去ったことだし、妙な誤解を周囲に振りまく必要もないので、秋晴は掴つかんでいた手を放す……が、

「…………ん？　先せん輩ぱい？」

「………………あの……えっと……」

　何な故ぜだか、みみなはすぐに離れようとしなかった。抱き寄せた時に反射的にそうしたのか、こちらの服をキュッと掴んでいて、戸と惑まどったような目で見上げてくる。

　若じやつ干かん顔も赤くなっているし、もしかして疲れで熱が出たのかと思い、秋晴はそっとみみなの額ひたいに手を伸ばし──

「ミミナにアキハルっ、待たせて済まなかったのじゃ！」

　詫わびる声と共に、街角からダッシュで駆かけ寄ってくるお姫ひめ様さまの姿に、伸ばしかけていた手を引っ込める。

　後ろから見たらスカートが捲めくれ上がってそうな勢いで駆けて来たピナは、秋晴の前で急停止して、それから改めてこちらの顔を見て……何故か、眉まゆを顰ひそめた。

「……むぅ？　そなたら、何かあったのか？　少し雰ふん囲い気きがおかしい気がするのじゃ」

「いや？　特に何も……」

「なっ、何にもないよ！　何でもないのっ」

　よく分からない勘かん違ちがいをするピナもだけど、過か剰じよう反応するみみなもどうなんだ。まるで何かあったみたいで、冤えん罪ざいの危機まであるよ。

　やや納得いかない顔をしているピナだけど、つい今まで迷まい子ごだった負い目があるのかそれ以上は追及してこなかった。

　なので秋晴はもう一度みみなの顔色を窺うかがって、顔は赤いけどまだ元気はありそうなことを確認してから問いかける。

「それじゃ、お友達も戻ってきたことだし、もう少し頑がん張ばれるか？」

「うん、大丈夫。頑張るから……あ、遊びに行くの、絶対だからね？　約束だよ？」

　いつの間にか関係ないのに交換条件っぽく設定されていたが、野や暮ぼな突っ込みは入れずに頷うなずきを返して、

「おっけ、任せてくれ。エスコートの一つや二つ出来ないと執しつ事じになんてなれないだろうしな」

「……むー…………そういうこととは、別なのに……」

「あれ？　どうしてここで不ふ機き嫌げんになるんだ？」

「…………知らないもん」

　みみなにぷいっと顔を背けられてしまい、秋あき晴はるは訳が分からず肩かたを竦すくめ。

　同じく不思議そうな顔をしているピナと顔を合わせて、二人して首を傾げることになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──ちなみに、この後。

　最後にゲームセンターに寄ってからリムジンでの帰る途と中ちゆうに、秋晴はごく軽い気持ちで「鳳フオウにも世話になったし、今度お礼に買い物の時に荷物持ち役とか引き受けるぞ」と言ってみたのだが。

　それを聞いたピナとみみなの二人から、

「アキハル……そなた、誰にでもそのように甘かん言げんを申しておるのではあるまいな……!?」

「……うー……さっきみみなと約束したばっかりなのに……」

「ミミナともじゃと?!　ならば妾わらわと遊園地に行く約束はどうなるのじゃ!?」

「だ、ダメだって言ったのに！　ピナちゃんと二人きりは良くないって、みみなはちゃんと言ったよねっ？」

「むう？　……ミミナ、それはどういうことじゃ？　妾がアキハルと二人で出掛けてはいかんと言うつもりか？」

「……だって、良くないもん。大人おとなのみみなはいいけど、まだ子供のピナちゃんはダメなの。もっと大きくなってからにするんだよ」

「……ほほう。既すでに妾の方が身長は高いはずじゃがな。それに、バストも……むしろ大きくなる必要性があるのはミミナの方じゃろう？」

「そっ、そんなことないよっ！　きっと二は十た歳ちの誕生日を迎える頃には、鳳フオウさんみたいになってるもん！」

「それを言うならば妾こそスイランに負けぬ背と乳になっておるはずじゃ！　何しろ可能性に満ち溢あふれた中等部生じゃからなっ」

「…………うー……！」

「…………フーッ！」

「…………………………………………」

「…………………………………………」

　猛もう烈れつかつ聞いていてかなり恥ずかしい内容の口論が繰り広げられ、密室な車中で秋晴と鳳は、とんでもなく気まずい思いをし。

　初めての秋あき葉は原ばらは、白はく麗れい陵りように帰り着くまで波乱と混乱続きの、ドタバタなままで終わることになった。

　──まあ、でも。

　たまにはこんな風に、騒さわがしく振り回されるのも悪くないと、言葉には出さずこっそりと思った。
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　色々あった十一月も終わり、外に出る時にはすっかり上着が手放せなくなった、十二月のある日。

　四時限目の授業が終わり、さあこれから昼休みだ──と席で伸びをしていた日ひ野の秋あき晴はるは、目の前に現れた人物を見て、そのままの体勢で固まった。

　机を挟はさんで正面に立ち、空色の強気な瞳ひとみでこちらを見下ろして来るのは、

「少しよろしくて？　貴方あなたに訊きいておくことがありますのよ」

「……セルニアが、俺おれに？」

　豪ごう華か絢けん爛らんって感じでボリュームたっぷりに巻いた金きん髪ぱつを撫なで付けるセルニアの姿に、秋晴は思わず首を傾げたくなる。

　別にこのドリルさんが話しかけて来るのは珍しいことじゃない……けど教室で、それもランチの誘さそいが多い昼休みとなれば話は違う。

　普段はないシチュエーションに、興味深げに秋晴が見上げると、セルニアはやや仏ぶつ頂ちよう面づらで眉間みけんに皺しわを寄せながら口を開いた。

「秋晴。貴方、週末の……そうですわね、土曜日は空あいてまして？」

「へ……？」

「空いているかどうかと訊いてますのよっ」

「う、あ、えっと…………空いてる、かな……？」

　キッ、と睨にらむように鋭くなった瞳を向けられ、秋晴は狼狽うろたえまくりで何とか答える。普通、質問する側って下した手てに出るもんじゃなかろーか？　それがどうしてこうも威圧的に、泣く子が引きつけを起こすレベルで怖がらせてくるんだ。

　正解は分からないまま、不ふ機き嫌げんオーラを増しつつあるセルニアが、

「なら、そのまま空けておきなさい。私の用事に付き合って貰もらいますわ」

「はぃ？　……いやまあ、いいけども……」

「……煮え切らない態度ですわね。何ですの、一体!?」

「や、その……どこに何をしに行くのかくらい教えてくれないかなー、って……」

　胸に募つのる蟠わだかまりを抑おさえて、秋晴は小声で訊たずねた。どうして自分がこんなに下手に出なくちゃいけないんだか──って、そりゃもうドリル様が怖いからに決まってるよなぁ。瞬しゆん時じに自問自答出来るくらいの確定事項だよ。

　せめて目を逸そらさないことを最後の抵抗線として頑がん張ばっていると、「……フン」と小さく鼻を鳴らしてからセルニアは答えた。

「場所は須す野の原はらの繁はん華か街がいですわ。半日もあれば十分でしょうし、お昼からですわね」

「須野原で何やるんだ？　つーかメシは？　向こうで食うのか？」

「……貴方、前にした約束をもう忘れていますの!?　自分の都合で中止にしたものを、私の方から切り出したというのに……！」

「や、それは覚えてるけど」

　約束というと、あれだ。たこ焼きを食べに行くってヤツだろう。ちゃんと覚えていたし、須す野の原はらの街名が出た時点で一応はピンときた。

　同じくテストで中止になったピナとの約束は少し前に果たしたし、街に出ること自体は全く問題ないけど、

「たこ焼きって、重めのおやつみたいなもんだぞ？　もしくはおかずの一品みたいな扱いで、どちらにしても昼ひる飯めしにするには足りないと思うんだが」

「ならば足りるよう、向こうで適当に考えますわよ」

「お前がそう言うなら任せるが……鳳フオウの意見は訊きいたのか？」

「鳳さんは来られませんわ。残念ですけれど……今回に限っては好都合なのかも知れませんわね」

　独り言のようにそんなことを言うので、秋あき晴はるはびっくりしてまじまじとセルニアの顔を見てしまった。

　話し掛けて来た時からちょっと違和感があったけど、こうなるといよいよ変だ。二人きりで出掛けることになるくらいなら、鳳も来られる日に行くようにするのが普通だろうに……それを都合が良いって、どんな天てん変ぺん地ち異いの前触れ発言だよ。

「……もしかして、なんか企んでるのか？」

　混乱するあまり、思わず直球で訊いてしまった。しかも『企んでるのか？』って、よく考えるまでもなく失言だし。自分なら怒るか機き嫌げん悪くなるかの二に択たくになるのは間違いない。

　言っちゃまずいことを口にしたと、秋晴は一刻も早く謝罪しようとセルニアを見上げ──そのまま、ポカンと動きを止めてしまう。

　だってあの、アルミよりも伝熱率が高い感じのするセルニアが、明らかに暴言と受け取れることを言われたっていうのに、涼しげな表情でいた。

　これは最早事件になるレベルだ。現に視界の端はしでは、興味なさそうなフリしてこっそり聞いていた朋とも美みが、演技を忘れてキョトンとしてるし。

「企むとは心外ですわね。私は単に、お礼をするには良い機会だと言っているだけですわよ」

「…………お礼って？」

　正直、心当たりなんてどこにも無い。いやまあ、いつの間にやら厄やつ介かいごとに巻き込まれて被害食らった覚えならいくらかあるけど。今週だけでも、こいつと朋美が食堂で軽い口喧げん嘩かを起こして、その煽あおりで深み閑かんに怒られる羽は目めになったし。

　でも謝罪じゃなくてお礼となると、何のことやら──

「物覚えの悪い庶しよ民みんですわね。先週、試験の時にキチンと言ったはずですわよ？」

「先週の試験？　ってことは、従育科試験の時の……？」

「ええ。試験の課題であったとはいえ、世話になったことには代わりありませんもの。改めてお礼をする──と、あの時に言いましてよ」

　そこまで聞いて、ようやく秋あき晴はるは思い出した。確かにセルニアの口から、そんなセリフが出て来た覚えがある。

　冗じよう談だんで口にしたようには聞こえなかったけど……すっかり忘れていた。何しろあの時のセルニアときたら、風か邪ぜで弱っていたし普段とは全然違う雰ふん囲い気きで……あれだ、長く記き憶おくに留とどめておくとやきもきしてまともに会話すら出来なくなりかねなかったので。

　しかし、そうなると、

「礼ってことは、たこ焼きでも奢おごってくれるのか？」

　一緒に出掛けて礼をするとなると、それくらいしか考えられない。

　とはいえ、気持ちだけで十分なので、どう断ろうかと秋晴が考えていると、

「違いますわよ。私のお礼は、そんなものじゃありませんわ」

　……あっさりと首を横に振られてしまった。

「ええ、食事を奢るような即物的で安あん易いなお礼とは訳が違いますわよ。私が提供するのは、下へ手たな高級車や宝石よりもずっと価値のあるものですわ」

　しかも随ずい分ぶんと話がでかくなってきたし。しかもその発言、前半で『即物的』とか言っている割に、後半の比較で出て来るのが見事に物なのはどういうことなのか。

　一体何なんだと痺しびれを切らした秋晴が訊きく前に、セルニアは空色の瞳ひとみを細め──




「お礼というのは──私とのデートのことですわ」




　とんでもないセリフに、教室から一切の音が消えた。

　それが錯さつ覚かくなのか現実なのか、秋晴には判断出来ない。……というか、今のって自分の聞き間違いとかそういうのじゃ無くて、マジで言ったんだろーか？　ある意味、富ふ士じ山さん噴火とか戦争勃ぼつ発ぱつなんかよりよっぽどあり得ない発言だった気がするんだが。

　ただ、あちこちから「セルニアさんが……あの、不良従育科生と……!?」「もしや脅きよう迫はくされているのでは……！」「ああ……なんとお労いたわしい……」って聞こえてくる辺り、どうやら本当にあったことらしい……あと、自分は何も悪いことしてないんだけど、この濡ぬれ衣ぎぬ具合はどうしたもんだかこの野や郎ろうめ。

　でもそれが些さ事じに思えてしまうくらい、セルニアの発言は爆発力と意外性に富んでいた。

　内容もそうだし、言った場所がクラスメイトがたくさんいる教室内っていうこともある。こういうのって、普通ならもっと人ひと気けが無いところでこそっと伝えられるものじゃないんだろーか？　いやまあその手の作法とか知らないけども。

　どうであれ、今現在ドキドキして心臓が大変なことになりつつあるのは間違いない。

　それを認めて、秋晴は改めて問題発言をしてくれた金きん髪ぱつドリルを見上げた。

「……色々と訊ききたいことがあるんだが」

「何ですの？　ランチタイムですから、手短に願いますわ」

「ええと……『デート』って、俺おれの知っている意味のアレのことか？」

　我ながら頭の悪い質問だなこれは、と思いはするけど、まずここを確かめておかないと話にならない。でないと、万が一くらいの確率ではあるが見当違いの意味だった場合、猛もう烈れつに恥ずかしいことになる。それこそ『調子に乗って、自分がモテるとでも思ってるんじゃない？』みたいなことを言われてしまう可能性まであるし。

　慎しん重ちようを期しての質問に対し、セルニアはジャンケンのルールすら理解出来ない相手を見るような目で、

「……確かに、『デート』には日付としての意味もありますけれど、どう考えても今の話題にはそぐわないでしょう？」

「じゃ、マジにあの『デート』なのか……？」

「恋人同士がする、という意味合いで仰おつしやっているので有れば違いますわよ。流石さすがにそこまで図太い勘かん違ちがいをしているとは思いませんけれど」

　まあうん、普通そこまでは思わない。というか、それって勘違いというよりちょっとした病気の域の妄もう想そうだし。

　変なことを言われたおかげか少しだけ平静を取り戻した秋晴は、前にも似たようなことがあったことを、右耳の安全ピンに手をやりながら思い出す。

　夏休みに朋とも美みから『デートしましょう』と誘さそわれて……でも行ってみたらデートというか、単に遊びに行くだけって感じだった。そういえばこの前秋あき葉は原ばらに行った時もピナはデート云うん々ぬんって言ってた気もする。

　……ひょっとして、男と違って女子連中は、異性と出掛けることを『デート』と称するのではなかろーか？　確か朋美もそんな意味合いのような発言してたし。

　ということは、今回のセルニアの発言は──『お礼に一緒に遊びに行ってあげる』、くらいのものなのか？

　そこまで噛かみ砕くだいた解かい釈しやくをしてから、

「……つまり、土曜はセルニアと二人で須す野の原はらに行くってことだな？」

「そうですわね。正しよう午ごに正門前、遅れないよう来るように」

「ああ、了解。……にしてもお前、デートがお礼になるってえらい自信だよな」

「あら、当然ですわよ。この私を誰だと、そして秋晴は自分を何だと思ってますの？」

「えらく高たか飛び車しやな貴族令れい嬢じようの同級生で、俺は従育科の一般人だな」

「……このボンクラ庶民は、随分な即答をしてくれますわね……！」

　こちらの答えの何が気に入らないのか、セルニアは鷹たかのような目で睨にらみつけてきた。慣れていても怖こわいから、そんな簡単に殺気とか出さないで貰もらいたい。

「全く……殿との方がたにとって、女性の方から誘さそわれてデートをすること自体、喜ぶべきことですわよ。それもこのフレイムハート家の息そく女じよたる私とのデートですわ、看かん病びようのお礼としては十分過ぎるご褒ほう美びといえるはずでしてよ？」

「へぇ……そんなもんなのか？」

　どこでそんな相場が作られているんだろうと思いながらの質問に、セルニアはピンと立てた人差し指を軽く左右に振った。

「昔はホームパーティーの時など、日頃の礼も兼ねて家か令れいや執しつ事じは特例として雇やとい主の夫人と踊る権利を与えられたものですわ。貴方あなたも従育科生ならば覚えておきなさい」

　即答内容の半分くらいは合っていたと思わなくもないが、そこは黙だまっておくことにする。たぶん次は視線でなく平手か蹴けりが飛んでくるだろうから。

　それに──ちらりとセルニアの顔を見れば、まあ確かにご褒美と言い切るだけのことはあると思ってしまう。

　澄ましていても怒っていても綺き麗れいな顔は勿もち論ろん、スタイルも抜ばつ群ぐんにいい。その上、自分で言っているように身分も確かなんだから、彼女の出来る気配のない男がデートする相手としては勿もつ体たいないくらいハイレベルだ。

　ただ、まあ……こうして他ほかのクラスメイトがいる所で堂々と言ってくる辺り、セルニアとしても『お礼』以上の意味はないんだろうなって感じがするのは、ほんの少しだけ残念だけど。あくまでもほんの一ひと匙さじ程度だけ。

　ともあれ、断る理由は無いので秋晴は席から立ち、改めて返事をした。

「それじゃ、土曜はデートってことで、よろしくな」

「ええ。期待はしていませんけれど、せめて遅刻しないよう願いたいものですわね」

　誘ってきておいてこの言い様は、流石さすがセルニアとしか言いようがない。これで妙みような期待を持てっていうのは厳しすぎるだろ。

　やれやれと苦笑して、秋晴は立ち去って行くセルニアの後ろ姿を眺ながめ……そして自分も昼食を摂とるべく、まだざわついたままの教室から抜け出した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……まさか、こんな人前でデートの約束を取り付けるだなんて、ね……」

　口の中でぽつりと呟つぶやいた言葉は、誰にも聞かれなかったはずだ。目の前にいる、ついさっきまで気の早いことに放課後のティータイムの件で話をしていた女生徒も、まだ視線は秋晴達が出て行ったドアの方を向いているのだから間違いない。

　──と、気にしていた彼女がパッと振り向きこちらを見たので、彩さい京きよう朋とも美みはゆっくりと口元に自然な笑みを浮かべた。

「驚きましたね。セルニアさんが、秋あき晴はるくんをデートに誘さそうだなんて」

「ええ、本当に！　もしかしてセルニアさん、あの彼のことを……？」

　興味津しん々しん……というより、そんなはずは無いだろうという確認を取るようなニュアンスに、朋とも美みは内心で苦笑する。やっぱり、普通はそんな反応だろう。ゴシップ好きな上育科のお嬢じよう様さまといえど、あまりにも有り得なさそうな組み合わせには、目まの当たりにしたとはいえ軽々しく浮いた話題にはしない。

　けれど、それも当然かもねと朋美は考える。あのセルニアの口く調ちようと態度を見て、淡い恋愛模様を見出せる方が珍しいから。

　そして珍しい側の自分はというと、

「セルニアさんは、お礼……と言っていましたよ」

「やっぱり、ただのお礼ですよね？　そうでなければ、いくらなんでも──あっ、ごめんなさい。日ひ野のさんは彩さい京きようさんの……」

「大丈夫ですよ。秋あき晴はるくんはお友達ですが、わたしも似たような感想ですから」

　そんなことを言ってしまったりする。我ながら酷ひどい二枚舌じただけれど、これも白はく麗れい陵りようで波なみ風かぜ立てず上う手まくやるコツなのだから仕方がない。

　失言を恥じつつ安あん堵どするような彼女の様子に満足すると、朋美はこれ以上話題が発展する前に、

「──ごめんなさい。わたし、昼食の前に済ませないといけない用事があったことを忘れていました」

「まあ、彩京さんもそのような失敗をするのですね」

「気を抜いてしまうと、いつもこうなんです。それではまた、放課後に」

　ご丁てい寧ねいに手を振ってくれる彼女に背を向けて、足取りは乱さず教室を出た。そして今出来たばかりの用事を済ませるべく、朋美は廊ろう下かにいる生徒達を見渡して……

「──いた」

　黒くて目立つ、従育科男子制服であるモーニングコートを着た一人の生徒。

　幼おさな馴な染じみよりもずっと小さな体格をしたその人物に追いつこうと、朋美はお淑しとやかに見えるギリギリの早足で歩く。

　すると近付く気配でも感じ取ったのか、追いつく前にターゲットは振り返り、心しん中ちゆうを読み取るのが難しい醒さめた表情でこう言ってきた。

「……彩京。何か用か？」

「ええ。あなたに用があるんですよ、大だい地ちくん」

「…………」

　訝いぶかしむように微かすかに眉間みけんに皺しわを寄せて、大地薫かおるは真まっ直すぐにこちらの目を覗のぞき込んでくる。それくらいで真意は汲くみ取れないだろうし、自分で言うのも何だけどそんな簡単な性格はしていない。

　ただ、人のいるこの場で話すにはちょっと問題のある内容なので、そこは簡かん潔けつに理解して貰もらうことにした。

「あまり時間は掛かりませんから、少し付き合って貰えますか？」

「……………………分かった」

　いくらか迷っていたものの色好い返事がきたので、朋とも美みはにこりと微笑ほほえむ。

　先導する形で第二校舎へと向かい、ある空あき教室のドアに手を掛けた。すると半ば予想通り、滑なめらかにスライドしてドアが開く。

「使われていない教室ですが、よく理事長が勝手に使用しては鍵を掛けずに出てしまうんです。ですが深み閑かん先生が見回りに来ることも多いので、早めに済ませましょう」

　促うながしてから先に教室に入ると、後から続いた薫かおるがドアを閉めた。そして『早く用件を言え』というようにこちらを見み据すえてくる。

　なので朋美も手て短みじかに、有効な言葉を選んでぶつけていくことにした。

「先程の、秋あき晴はるくんとセルニアさんの話……大だい地ちくんも聞いてましたよね？」

「…………き、聞こえていただけだ」

「ええ、それで十分です。わたしの用件が早く済みますから」

「彩さい京きようの、用件……？」

　緊張の面おも持もちでこちらを見る薫に、朋美は柔やわらかく微笑んでみせる。

　そうしてから、直球で本題を切り出した。




「──今度の土曜日、わたしに付き合って貰えませんか？」
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　白はく麗れい陵りようは噂うわさが広まるのが早いと事あるごとに痛感するけど、今回は特にそう思う。

　というのも、こいつに知られたらうざいだろうなー、と思っていた人物が、わざわざ夕食前に寮りようの自室に訪ねてきたからだった。

「なぁなぁあっきー、フレイムハートの嬢じようさんとデートするんやって!?　お前等らいつからそないな仲になったんや?!」

「いつからも何も、今現在もお前が思うような仲にはなってないっての。とりあえず落ち着けよ、轟とどろき」

「どうしてこれが落ち着いてられるんや！　オレがまだ登っていない大人おとなの階段を、一足先にあっきーが行くなんて……間違っとると思わんか?!」

　そんなこと全力で、目を血走らせながら言われても。どうしてこの似え非せ関かん西さい人じんはここまで真剣に馬鹿をやれるんだろーか？

　……というか……ほぼ分かってはいたけど、悲しい事実をさらっと知ってしまったことに、秋あき晴はるは同情成分で埋うめ尽くした視線を轟とどろきに送る。

「…………お前、平日も休日も、上育科生も従育科生も関係無しに女を誘さそいまくっておいて、一度もデートしたことなかったんだな……」

「そないなこと分かっとったやろ!?　オレが何度、撃げき沈ちんの後であっきーとミケに泣きついたと思っとんのや?!」

「数えてないし、うざいからあんまり聞いて無かった」

「うわ酷ひどっ?!　こ、こんな冷血漢がデート出来て、オレが出来へん理由ってなんや?!　最近は幅を広げて中等部生にも声をかけとるっちゅうのに！」

「いやお前、それギリギリの行動だからな？　逮たい捕ほはされないだろうが、保護者に知られたら深み閑かんでもカバーしきれないぞ？」

「……思えば夏の遊園地の時、あっきー達と一緒に行動しとれば、あれをデートと言い張れなくはなかったんやな……なんたる誤算や……！」

　ぶつぶつと呟つぶやく轟はこっちの話を聞かなくなったので、とりあえず背中を軽く蹴けっておくことにする。

　そして部屋にいるもう一人──じっと黙だまっていた大だい地ちの方を振り向いて、

「まあなんだ、そんなこんなで土曜は出掛けてくるわ」

「…………ああ」

　大地もあの時教室にいたから知っているだろうが、そこはルームメイトとしてのマナーというか、やっぱり直接伝えておいた方がいい。

　そう思って言ったのに、何な故ぜだか大地は硬い声で返してきて、しかもこっちを見ようとしなかった。轟が来る前と同様に、自分の机に向かってノートを広げてはいるけど……教科書も参考書も無く、おまけにペンも持ってない状態で、一体何をしているんだろーか？

　思春期独特な上うわの空状態なのかもしれないが、だとすればいつになれば元通りになるのだろうと考えつつ秋晴は、

「土曜に何も予定が入らなかったら、前に言ってたアレを実行しようと思ってたんだけどな」

「おぅ？　なんやなんや、楽しげな企みの気配やな？」

「いやお前もあの話してた時にいただろ？　大地の冬服を皆で買いに行こうって」

「あー、そないな話もあったなぁ」

「また今度になるけど……早くしないと、もうかなり寒くなってきたからな。いい加減、コートかジャケットを買っとかないとまずいだろ」

　制服扱いで支給されている外がい套とうがあれば防寒具としては足りるけど、普段着の上から着るにはちょいとハードルが高い。

　従育科の授業終了後に男四人で話をしていた時に『今度一緒に買いに行くか』という話になっていたが、あれこれあって結局まだ行けてなかった。

「…………別に僕の服のことなんて気にしなくてもいい」

　自分の話題だからか大だい地ちもこちらを向いてそう言ってくるけど、残念ながらその意見は却きやつ下かだ。本人以外は全員一致で、この際だから色々買わせようって意見だったから。

　問題は実行日だが……土曜は無理になって、日曜は午前から奉ほう仕し活動が入っていて……でも、午後なら空あいている。大地も確か午後はフリーのはずだ。

　頭の中でスケジュールの確認をし、秋あき晴はるはやや強引に約束を取り付けることにした。

「それじゃ、次の日曜に買いに行くか。午後なら大地も、轟とどろき達も大丈夫だろ？」

「おう、オレらは平気やで。ただし突然美女からお誘さそいがあった時には残念ながら──」

「つーことで、決定な。大地もいいだろ？」

「…………………………分かった」

「ちょっ、あっきー!?　そのスルーは酷ひどいで?!　あるかもしれへんやろ、そないな麗うるわしい、夢のような展開が！」

　そーいうことは是ぜ非ひとも夢の中で実現して貰もらいたい。現実だと九割方かた無理なので。ちなみに一割残したのは、美女（深み閑かん）からの強制説教タイムが入る可能性を考こう慮りよした結果だ。

　再度の突っ込みを入れてやろうかと秋晴が口を開きかけた時、コンコンとノックされる音が響いた。

　次いでドアを開ける音と、

「ごめん、インターホン鳴らそうかと思ったんだけど、廊ろう下かまで声が聞こえてきたから。慎しん吾ご君、ここにいるよね？」

　済まなそうに言いながら、普段よりも幾分か強引に三さん家けが部屋に入ってきた。礼れい儀ぎ正しいヤツなのにこんなガサ入れみたいな訪問をしてくるってことは、何か相当なことがあったに違いない。

　秋晴は小さく息を吐はいて、呆あきれつつも横目で容疑者の轟を見る。

「……で、今回は何をやらかしたんだ？」

「全く、あっきーは失礼なヤツやなぁ。オレは単に、ミケの将来の為ためを思ってやな……」

「僕の将来をどう考えたら化け粧しよう道具一式が必要なの?!　それにあれどこで手に入れたのさ!?」

「……言うても怒らへん？」

「……事と次第によるね」

「従育科の女子連中に、『いよいよミケが大だい吉きちに身を捧ささげる覚かく悟ごを決めたから協力して欲しいんや』と言うたら──」

「うわああああああああああぁぁぁぁぁっ!?　なんてことをしてくれるんだよ───?!」

「ジョークやん！　お茶目な悪戯いたずらやんかっ☆」

　本気の悲鳴を上げた三さん家けは轟とどろきに掴つかみ掛かろうとして、容疑者から犯人に確定した馬鹿はするりとその手を逃げる。

　そして狭い部屋の中で追いかけっこが始まってしまい、秋あき晴はるはやれやれだと息を吐はく……が、やっぱり大だい地ちの様子が気に掛かった。

　こんな風になっても、邪じや険けんそうな様子も小言も言わず、机に視線を戻してぎこちなく固まっている。

　まるで大地らしくない態度に秋晴は首を傾げるが、原因は分からないまま。

　騒さわがしい二人をどうにかして落ち着かせた頃には早々にベッドに潜もぐり込まれてしまい、結局問い正せずにその日は終わってしまった。
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　土曜日の天気はやや雲の多い曇り模様で、テレビによると降水確率は10％程度。気温はここ数日に比べて何度か低く、秋晴は長袖そでのシャツの上にダウンジャケットを着て、下も厚めのデニムパンツ、首にはマフラーとバッチリ寒さに対抗した服装で臨んだ。

　……こっちはそんな格好だっていうのに、本日一緒に出掛ける相手はというと、

「お前、それ寒くないのか？」

「別に大したこと有りませんわよ。秋晴こそ、男の癖くせに厚着しすぎですわ」

　その意見は間違っていると断固として言いたい。この気温なら普通だし、男女関係無く寒がりな人はいるし。

　ただ、セルニアの服装を見ていると、ちょっと反論し辛づらい。胸元が大きく開いた白いカットソーの下にキャミソールか何か着ているようだけど、それ以外の上着は無し。しかも膝ひざ上うえというか股また下したから測った方が早そうなミニの黄色いスカートを穿はいていて……これで『大したこと無い』って絶対嘘うそだろ。

　見ているこっちが寒くなるくらい薄着のセルニアは、ハンドバッグを手に持ちながら腕うで組ぐみをして、

「……第一、デートだと言っておいたのに、その服装は何ですの？　もう少し気合いを入れて準備するのがマナーというものですわよ」

「んなこと言われても、フツーのバイトしていない高校生は服にあんまり金かけられないっての。それに──」

「それに、何ですの？」

「……いや、何でもない。忘れてくれ」

　そう言って、秋晴は深くため息を吐ついた。怪け訝げんそうにセルニアが見てくるけど、『女とデートすることになるなんて未来予想図はまるで描いてなかったから』なんて理由、とても口に出来ない。主にプライドと空むなしさの問題で。

　一方、セルニアは流石さすがというかそんなことは無いようで、胸元や手首を普段は付けていないアクセサリーで飾っていて、良く見れば薄く化け粧しようもしているみたいだった。

　改めて言うのもアレだけど……やっぱりセルニアは美人だよなぁ、とつくづく思う。これで大人おとなしめの慎つつましい性格だったら、たぶん緊張して喋しやべれなかったに違いない。

「……フン、いいですわ。こんな所でいつまでも話をしていても益やく体たい有りませんもの」

　だからまあ、こちらとしても、このドリルさんが直情的な性格で良かったのかもしれない。

　付いて来いと言わんばかりに背中を見せて正門を潜くぐるセルニアに、秋あき晴はるはこっそりとそんなことを思った。




　セルニアが用意してくれた車に乗って須す野の原はらの街に辿たどり着くと、既すでに街並みはクリスマスムードに染まっていて、普段より華はなやかな雰ふん囲い気きがある。

　そんな中、車から降りた瞬しゆん間かん、こっちに視線が集まったのは、

「それで、秋晴。件くだんのたこ焼き屋というのは、どこですの？」

　……まず間違いなくこいつが原因だと、秋晴は確信を持ってセルニアを見る。自分だって何も知らずに街中で遭そう遇ぐうしたら思わず見み惚とれかねないし。

　これがマジのデートなら彼女のいない男連中にやっかみで殺されかねないなぁ、と物ぶつ騒そうな感想を抱いだきながら、秋晴は繁はん華か街がいの奥を目で示し、

「話に聞いた感じだと、向こうの図書館前にある駐車場に止まってるらしいな。他ほかにもいくつか屋や台たいあるって聞いてるし、昼飯はそこで適当に済ませるとするか」

「ええ、構いませんわ。案内は任せましたわよ」

「了解。あと折せつ角かくだから何か遊ぶ所か、買う物があるか見ながら行こうぜ」

　言って、秋晴は先導しようと歩き出した……ものの、すぐに後ろから腕うでを引かれて強引に止められてしまった。

「ちょっと、お待ちなさい！　何を一人で先に行こうとしてますのよ?!」

「へ？　だってお前、案内しろって……」

　言われた通りにしたっていうのに、どうして止められたのか。あんな風に目を吊つり上げて睨にらまれる理由はどこにもないはずだ。

　……それなのに、どうしてこの金きん髪ぱつクォーターさんはイラっとした気配を撒まき散らしていやがるんだろうな？

　理解不能と説明を視線で訴える秋晴に、セルニアは使えないバイトを見る頑がん固こなラーメン屋さんみたいな目つきで言って来た。

「……これがデートだと言っておいたはずですわね？」

「……まあ、一応」

　どう考えてもその迫力なガンつけはデート相手のすることとは思えないが。

「ならばどうしてエスコートしようとしないんですのっ？　なってませんわ！」

「………………え、マジで？　デートって、そういうことしないといけないのか？」

「当然ですわ。手を取るなり腕うでを組むなり、それ相応の行動をするものですわよ」

　さも世界の常識のようにセルニアは言うけど……なんというハードルの高いことを言い出すのか。一いつ介かいの高校生にそんなことをやれって、無茶過ぎる。

　自分がそんなエスコートをする姿を想像してしまい、似合わなさの余り背筋にぞっとする感覚が走る。気温とは関係無い寒気に秋あき晴はるは頬ほおを引き吊つらせ、

「ちなみに訊きくが、過去のデート相手はやったのか？」

「ええ、勿もち論ろん。皆、素す敵てきにエスコートしてくれましたわ」

「………………」

　ということは、本当にそんなことをしなくちゃならない世界があるのか。

　……あと、これは別に、どうでもいいことだけど…………やっぱこいつ、デートの経験とかちゃんとあるんだなぁ。まあそうだろうとは思っていたから驚きはしない……けど、何か胸がもやもやするというか、スッキリしない。

　これはあれか、自分はまともにデートしたことが無いからっていう劣等感か。他ほかに原因は無いし、たぶんそういうことなんだろう。

　じゃあどこまで本気でデートっぽいものをするつもりなのか、秋晴は問い質ただそうと改めてセルニアを見やる。いつまでもこんな繁はん華か街がいの入り口で止まっていても仕方ないけど、やっぱりハッキリさせておかないと。

「デート慣れしたセルニア様に質問だが」

「なんですの、気味の悪い呼び方をして」

「最後にデートしたのっていつ頃だよ？」

　口にして──時間差で、秋晴は頭を抱かかえて蹲うずくまりたくなった。

　いやいやちょっと待て、一体何を訊いているんだ……?!　そんなこと訊くつもりじゃなかったはずなのに、なんかぽろっと出て来て……おかしい、絶対何かがおかしい……！

　自分のしてしまった無意識の行動に、秋晴が異様に恥ずかしくなって一刻も早くこの場から消え去りたくなっていると、

「あれは秋の連休の時ですわね。日にちは忘れてしまいましたけれど、とても素敵な紳士が相手でしてよ」

　意外なことに、さらりとセルニアが答えた。もっと訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめて『貴方あなたには関係の無いことですわ！』とか言ってくると思ったのに、こうもあっさり。

　しかも時期がここ数ヶ月っていうのも驚きだ。彼氏や恋人の類たぐいがいる気配なんて全然無かったし、セルニアくらい目立つヤツがデートなんてすれば、どこからともなくあっという間に噂うわさになりそうなものなのに。

　……というか、いくらお礼云うん々ぬんっていう名目でも、特定の男がいたらデートなんてしないのが普通のはずだが、

「ちなみに、その時のデート相手って？」

「私の愛いとしい、お父様ですわ」

「…………」

　よもやの父親でした。意外な相手過ぎるというか、実の親を『素す敵てきな紳しん士し』ってどういうことだ。夏にそうかもと思いはしたが、こいつ地味にファザコンっぽい。

　そして秋あき晴はるとしてはこの新事実に対し、強く言いたいことがある。

「父親とデートって、なんか違くないか？　それただのお出かけだろ？」

「何を言いますの、立派なデートですわよ。同性相手でもデートと呼ぶこともあるんですのよ、文句は言わせませんわ」

「いや文句というか何というか……というか、お前、デートしたことある相手って父親以外にいないってオチか？」

「そんなわけ無いでしょう。私を誰だと思ってますの？」

「ええと……じゃあ、血けつ縁えんと同性を除いたら、どうなる？」

「だから私を誰だと思ってますのよっ?!　誇り高きフレイムハート家の息そく女じよは、いくら身元が確かな方々とはいえ、殿との方がたの誘さそいに簡単に乗るような軽い女じゃありませんわ！」

　本気で怒っているらしく、キツく睨にらまれてしまう。

　悪かったと言う代わりに秋晴は両手を挙げて降参を示し……内心で安あん堵どの息を吐はいた。

　今の発言からすると、やっぱり親族以外とはデートしたことがないらしい。やー、良かった良かった。水を空あけられてなかったって意味で。

「誘いに乗るのは駄だ目めで自分から誘うのはオッケーっていう判断基準がイマイチ分からないが、まあそれはそれとして、だ」

　ちょっとスッキリしたところで、秋晴は本来言おうとしていた話題を口にした。

「デートの時に男がエスコートするのは常識だってお前の主張は理解したが──セルニア」

「……なんですのよ？」

「お前、俺おれにエスコートされたいか？」

「されたいはずがありませんわっ！」

　はい即答きましたー。予想通りだけど、この速度と本気の口調は、やっぱそれなりにダメージ入るよなぁ。

　険しい視線で秋晴を串くし刺ざしにしたセルニアは、

「全く、お礼だから最大限の譲じよう歩ほはするつもりだったのが馬鹿馬鹿しくなりますわね。分かりましたわよ、秋晴がそんなに私をエスコートしたくないというのであれば無理は言いませんわ、むしろ好都合というものですわっ！」

　捲まくし立てるようにそう言って、ズカズカと先に行ってしまった。

「っと、待てっておい！」

　秋あき晴はるは慌あわてて後を追うが、怒りまくっている時に横に並ぶのは良くないだろうと、視界に入らないギリギリのところで足を緩ゆるめた。

　ちょいと過か剰じようなキレ方ではあるけど、セルニアの怒る理由も分かる。でも、こっちとしても色々あるんだから、あんまり無茶は言わないで欲しい。

　大体だ、普通の男ならセルニアみたいな美人と手を繋つないだり腕うでを組んだりするのが嬉うれしくないはずが無い。子供がジャンクフードが好きなのと同じくらい一般的な意見だと思う。

　でも、だからこそだ。手を繋いで歩くとか、緊張してヤバい。更に腕なんて組んだ日には、全神経が肘ひじと二の腕辺りに集中して、まともな会話なんて不可能だ。

　友達──とは言えないかもしれないが、ケンカ友達くらいにはなれてると思う相手にあんまり邪よこしまな感情を抱いだきたくないっていうこっちの事情も、ちょっとは汲くみ取って──

「……………………や、無くてもいいか」

　そんなことされたら、今みたいに思いっきりやり合えなくなる。それなら、このままの方がいいのかもだ。

　ぽつりと口の中で呟つぶやいた言葉に一人頷うなずく秋晴に、先に繁はん華か街がいの奥の方へと行っていたセルニアはくるりと振り向いて、

「秋晴っ、図書館とやらはどちらにありますの?!」

「あー、ここを左な。で、ちょっと行った所を右に曲がればすぐだ」

「全く……どこかの庶しよ民みんの気が利かないせいで二度手間ですわ！」

　盛大に文句を言われるが、気まずい関係よりはこっちの方が良い。

　でも怒ど鳴なられるのがマシってのもどうだろうと、秋晴は目の前で揺れる金きん髪ぱつの縦たてロールを見ながらぼんやりと思った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──そんな様子を少し離れたオープンカフェから見ていた朋とも美みは、一言感想を漏もらす。

「なんというヘタレ。大だい地ちくんもそう思いません？」

「…………僕にはよく分からない」

　無表情でそう返す本日の相あい方かたに、朋美はじとっとした視線を送る。すると目を逸そらされてしまうが、代わりにこんな質問が来た。

「……どうしてフレイムハートは、あんなに怒ってるんだ？　好都合というのなら、怒る必要は無いはずだ」

　割と簡単な心の機き微びだが、そこが理解出来なかったらしい。

　鈍感なのは自分の幼おさな馴な染じみだけじゃなかったが、こちらの場合はどことなく可愛かわいく思える。男女の違いもあるのだろうけど、それ以上に純粋だからかもしれない。

　なので朋とも美みは席を立つ準備をしながら、幼おさな子ごに教えるような感じで、

「複雑なんですよ、セルニアさんも。エスコートされたくないというのは本心なんでしょうけど、男性には役得のはずの行為をあんな風に返されればプライドが傷付くのも無理はありませんし……それに」

「……それに？」

「デートと強く意識しているのはセルニアさんの方ですから」

　──ただ、ちょっと過か剰じような気もする。

　教室で誘さそうのを聞いた時は、もしかして好意を自覚した上で『狩り』に出たのかと思ったけれど……さっきの様子だと、どうも違うらしい。

　それにホッとしている自分がいて、朋美は微び妙みように唇くちびるを尖とがらせる。こういう弱気な発想は好きじゃない。状況確認は大切だけど、それに合わせて動いてしまうと自分の気持ちが定まらないままになるかも知れないし。

　行く時は、ちゃんと自分のタイミングで。そしてやると決めたら、多少不利な状況でも構わず押し切る。上う手まくいくか失敗するか、そんなことは度外視で。

　とりあえず──今日は後学の為ために、しっかり観察しないと。

　目標を定めて傾向と対策を練るのは当然だし、それに、

「……前のお返しって意味もあるしね」

「何がだ？」

　独り言のつもりで呟つぶやいたのに、薫かおるには聞こえていたようだった。朋美には聞き取れなかった会話も拾っていたし、簡単な読どく唇しん術じゆつも使えるみたいだし、万能で頼りになるけれどこういう時はちょっと困る。

　なので朋美はいつもの澄ました笑みを浮かべ、

「いえ、大したことじゃないですよ。それより、もう行かないと二人を見失ってしまいます」

「……そうだな。急がないと」

　半ば無む理り矢や理り連れてこられた──という体ていだった薫は、目つきを鋭くして席を立つ。ある意味自分よりも張り切っているのが分かり易やすくて、見ていて微笑ほほえましい気分になる。

　続いて席を立った朋美は、二人が向かった屋や台たいの場所を頭の中で再チェックしつつ、同時に言わずに済んだあのことも思い出す。

　夏休みに、自分と秋晴がここでデートした時のことを。

　あの時──今と同じように誰かさんが付いてきていたことを。

　そして今、自分は逆の立場にいて……

「……うん、ちょっと楽しくなってきた」

　特に何かのアクションを起こすつもりはないけれど、こういうのは気分が大切だ。やると決めた以上、楽しまないと。

「それでは、行きましょうか」

「ああ」

　気が急せいている薫かおるの頷うなずきに、朋とも美みは笑みで返し──今頃二人はどうしているかと、思いを馳はせた。
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「……これが件くだんのお店ですわね」

　セルニアが呟つぶやく通り、図書館前の開けた駐車場にそのたこ焼き屋はあった。

　たこ焼き屋だというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだけど、想像していた縁えん日にちに良くある屋や台たいじゃなくてワゴン車を改造したものだ。確かにまあ、こっちの方が一々組み立てしなくて済むし、移動も楽だろう。

　他ほかにもケバブにクレープにアイスにと、いくつもの出で店みせがあって、美お味いしそうな匂においがここまで届いてくる。ちらほらと客の姿もあるし、もう実際に食事タイムに突入しているカップルもいた。

　とりあえず目当てはたこ焼きだから、それは食べるとして……他はどうするか、そこが重要だ。食べられる量には限度があるし、アイスを食べたらクレープは無いし……いや待て、そこはアイス入りのクレープという手も……？

「これは悩むな……」

　ちょっとしたテーマパークに来てどれから乗ろうかと迷う子供みたいな心境で、秋あき晴はるが真剣に検討していると、そこに横から水を差す声が。

「何をぼさっとしてますのよ。いい加減お腹なかが空すきましたわ」

「ああ、うん。悪い、ちょっと考え事してた」

　数分前の怒りはもう静まったようなので、これ以上苛いら々いらさせるのは得策じゃない。というか、自分も空腹がヤバイことになってる。

　秋晴がたこ焼きの出店に近付くと、油とソースの匂いが一段と強烈になって、更に胃を刺し激げきされた。口の中で『早く食わせろ』と言わんばかりに唾だ液えきが出るし、早速買ってしまおうと思う……けど、ここで問題が一つ。

「普通のたこ焼きだけじゃなくて、和風のとてりやき風のがあるんだな」

「……どれも美味しそうですわね……」

　眉まゆを顰ひそめたのは自分だけじゃなくて、セルニアもだ。三種類っていうのはメニューとしては少ないけど、たこ焼きとしては十分。というか、どれを選んだらいいのか分からなくなったって意味では、むしろ多過ぎる。

　店主のおっさんが慣れた手つきでころころとたこ焼きを引っ繰り返すのを見ながら、秋あき晴はるは胃の辺りを手で押さえて、

「どうするよ？　セルニアはどれが食べたい？」

「個人的には和風というのが気になりますわ。どんな味ですの？」

「ソースの代わりに醤しよう油ゆが掛かっていて、トッピングは大根おろしと刻み葱ねぎっぽいな。味は……なんだろ、俺おれも食べたこと無いからよく分からん」

「それなら試しに……でも、オーソドックスな物を食べておかなければ基準の味が分かりませんわね……」

「なら、普通のと和風でいいだろ」

　自分が選ぶと時間が掛かりそうだし、文句は無い。選ばなかったのはまた今度、大だい地ち達とでも一緒に来て食べればいいだけのことだ。

　けどこちらの提案に対し、セルニアは眉間みけんの皺しわを深くして秋晴を睨にらみつけてきた。

「あそこに置いてあるパックが一人分なのでしょう？　大食らいの男子ならいざ知らず、私に二つは多過ぎますわよ」

　確かに、たこ焼きは一つ一つが大粒で、それがパックに八つ入っている。男でも二つは満腹になるか、食べきれなくて残すってことになりそうだ。

　まあでも、セルニアは根本的な勘かん違ちがいをしているようなので、そこを正せば解決する。

「そうじゃなくて、一つずつ買って互いに食えばいいだろ？」

「ならそのように──って、互いに……!?」

　秋晴が当然の提案をしたところ、何な故ぜだかセルニアは大きく目を見開いて、

「あ、貴方あなた、私と……そんなはしたない真ま似ねをするつもりですのっ!?」

「…………えええ？　はしたないって……」

　むしろその発想がこちらとしては斬ざん新しんだ。よもやたこ焼きを半分こにすると言って、はしたないと罵ののしられるとは思わなかった。

　わなわなと拳こぶしを震ふるわせるセルニアは薄うつすらと顔が赤くなっていて……正直、首を傾げざるを得ない。

　ひょっとして英国貴族にしか分からないマイナールールに抵触したのだろーかと思いながら、秋晴はとりあえず素直に訊きいてみた。

「なあ、何か問題があるのか？」

「当たり前ですわよっ！　分けるということは、その──」

「だって、八個入りなんだから、四つずつ食えばいいだけの話だろ？　もしかしてそういうことを、貧乏人がやることだってやらない主義でもあるのか？」

「だからっ…………、…………」

　何かを言おうとしたセルニアは、どういう訳か口をパクパクとさせたまま黙だまり込んでしまった。なんだろう、新種の深海魚の物もの真ま似ねにチャレンジしてるようにも見えるけど、ほぼ間違いなくそれは無い。

　不思議な生き物を見るような目で秋あき晴はるが観察する中、セルニアは俯うつむき加減で目を閉じて、それから何かに耐えるように歯を食い縛しばり……

「──そこまで言うのであれば、いいですわ。多少不本意ではありますけど、貴方あなたの提案に乗って差し上げますわよ」

　高度一万メートルくらいの上から目線で同意の言葉をくれた。

　そこまでも何も、極ごく当たり前の提案を、普通にしただけなのに。どんな脳内変換がされたんだろーか。しかも不本意って、どの辺りがだよ？

　というか、さっきより頬ほおが赤くなっているし、もしかして、

「……お前まさか、たこ焼きを四つずつ食べるって発想が無かったとか、」

「さあ！　決まったのなら早く買いますわよ！」

　大きな声と勢いで、こちらの言葉は遮さえぎられてしまう。でも今の反応って、イエスと言ったようなもんだよなぁ。

　バレバレ過ぎて苦笑しそうになるけど、そんなことをしたら熱あつ々あつのたこ焼きを顔面に投げつけられる可能性大なので、触れずにおくことにした。

　そして秋晴は、さっきから客らしき存在にチラチラと視線を送っていた出で店みせの店員に、

「あーっと、普通のたこ焼き一つと、和風のヤツ一つください」

「あいよ、二つで千円ね」

　頭にタオルを巻いたおっさんは、『ようやくか』と言わんばかりの顔で、鉄板の上で焼けたばかりのたこ焼きをプラ製のパックに詰める。

　値段を言う時に秋晴だけを見ていたので、これはもう支払うしかない流れだ。まあ、元々メシ代くらい奢おごるつもりだったからいいか。今日はデートらしいし、金のことはあまり気にしないようにしよう。後で節約しないとまずいけど。

　秋晴が貯ちよ金きんを崩くずす算段をしている間にも、たこ焼き屋のおっさんは手際よくソースに鰹かつお節ぶしに青のり、そしてもう一つのパックにはたくさんの万ばん能のう葱ねぎと大根おろしを盛って、止とどめにさっと醤しよう油ゆをかける。

　一連の動作を見ているだけで更に空腹感が増してしまい、ついついたこ焼きが入った二つのパックが差し出されるのをただただ見ていた秋晴は、慌あわてて財さい布ふから千円札を抜き出した。

「千円、丁ちよう度どね。そっちのお嬢じようさん美人だからサービスしといたよ」

「あら、それはありがとうございます」

　サービスっていうのは出来合いの物でなく焼き立てをくれたことなのか、それともてんこ盛りの葱ねぎと大根のことなのか、それともおっさんの軽口なのか。まあ自分としてもラッキーなので、どれでもいい。

　受け取ったたこ焼きを手にして、秋あき晴はるは辺りを見渡し──駐車場のすぐ脇わきに空あいたベンチがあるのを見つけた。

「セルニア、先に行ってあそこ取っておいてくれ。俺おれは飲み物調達してくるから」

「飲み物って、どこで買うつもりですの？」

「そこの自販機。お前は何が良いよ？」

「勿もち論ろん、紅茶を──」

「ああ待て、それは止やめとけ」

　リクエストを言い切る前に止めると、まあ当然のことながら、セルニアはむっとした表情になる。こいつが紅茶好きなのは知っているから今更驚きはしないが、こっちにも言い分があるので口を開く前に手で制し、

「ソースのかかった粉物に紅茶って、たぶん組み合わせとしては最悪だぞ。悪いこと言わないから他ほかの飲み物にしとけよ」

「ッ……なら硬こう水すいのミネラルウォーターを。銘めい柄がらは問いませんわ」

「おっけ、了解。それじゃ、席取り頼んだ」

　役割分担が終わったところで、秋晴は駐車場の奥にあった自動販売機へと向かう。

　四つ横並びで違うメーカーの自販機が並んでいて少し悩ましいが、好きな炭酸飲料があったので無難にそれにすることにした。セルニア希望のミネラルウォーターも、かろうじて一つだけ覚えていた硬水の銘柄があったので、無事に確保。……にしても、金を出して水を買う辺り、やっぱ上育科生なんだなー、としみじみ思う。高校生くらいなら、普通ジュースか、せめてお茶を選ぶだろうに。

「……というか、缶かんの紅茶持っていったら、盛大に味の文句言いそうだよなぁ」

　一人呟つぶやいて、右手にたこ焼き、左手に二本のペットボトルを持って、秋あき晴はるはセルニアの待つベンチに戻る。

　さて席の確保は出来ているだろうかと目標地点を見てみると、ちゃんとセルニアはベンチに腰こし掛かけていた。

　……ただしいるのはセルニアだけじゃなくて、何やらすぐ前に立って話し掛けている二人組の姿もあった。

「偶ぐう然ぜん知り合いが通りかかった……っていうんじゃ無いよな、やっぱり」

　近付きながら良く観察すると、立っている二人は男で、たぶん高校生か大学生。着ている服はあんまり高そうには見えないし、

「──だから暇ひましてるならウチらと一緒にさー」

「そうそう、ここじゃ絶対食べられないような豪ごう華かなメシとか奢おごるよ？　何でも好きなの言ってよ」

「君、抜群に綺き麗れいだから、奢おごり甲が斐いもあるってもんだしね！」

　……今聞こえて来た内容は、初対面って確定だよなぁ。

　しかし知らないとはいえ、白はく麗れい陵りように通う貴族令れい嬢じように『好きなメシを奢る』だなんて。普通に貯ちよ金きん全額でも足りないくらいの高級店を指定されるかもしれないっていうのに。

　トラブルにならないよう穏おん便びんに済ませられるかちょっと不安になりつつ、秋あき晴はるは気持ち早歩きでベンチへと向かう。

　するとセルニアがこちらに気付いて、その視線の動きに反応し男二人も振り向き……あからさまに表情を強こわ張ばらせた。

「えっ、あ……ま、待ち合わせ相手？」

「……まずいって、あの傷とか安全ピンとか……絶対未来のヤーさん候補だって……！」

「あのっ、あれ、ウチらちょっと用事思い出したので……！」

　そしてそそくさと、逃げるように去って行った。

　……というか、あれは間違いなく逃げただろ。おかしい、正面から見たら年ねん齢れいはこっちより上みたいだし、背せ丈たけもそう変わらなかったのに。白麗陵のお嬢じよう様さまならともかく、あんな、いかにも『今年の夏は海でサーフィンやってました』みたいな肌はだ色をした二人組が逃げる要素なんて、どこにもないはずなのに……！

「全く、初めから一人ではないと断言してましたのに、性た質ちの悪い……けれど秋晴の乱雑な造りの顔も、こういう時は役に立ちますのね」

「……………………そーですか」

「それで、飲み物は買えましたの？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうで逃げた理由を言ってくれたセルニアにミネラルウォーターを渡して、秋晴は失意で沈み込むようにベンチに座る。……おかしい、小学生の頃までは近所のおばさんに『優しそうな子ね』って言われていたのに、どうしてこんなことに……

　深くため息を吐ついた秋晴は、これはもうやけ食いするしか無いとたこ焼きを取り出して、

「……ほら、とりあえずこれから食えよ」

　初体験のセルニアにはオーソドックスな普通のたこ焼きを渡して、自分は和風のパックを開ける。ソースじゃなくて醤しよう油ゆと葱ねぎの匂においがするっていうのは少し新鮮で、ついでに忘れかけていた食欲も戻ってきた。

　早速食べたいところだけど、その前に爪つま楊枝ようじの入った袋を手にしたセルニアから、

「……お箸はしもフォークもありませんわ。どうやって食べますの？」

「お前の持ってるそれで食べるんだよ。こんな風に、中に入ってるたこを狙ねらって……」

　言いながら楊枝を刺さして、上に載のっているトッピングが落ちないよう器用に口まで運ぶと…………うん、これは美う味まい。大根おろしと醤油のせいか表面はあまり熱くないけど中は火傷やけどしそうなくらいホクホクだし、評判になるのも納得の味だ。

　秋あき晴はるが食べるのをじっと見ていたセルニアも、たこ焼きに楊枝を刺さして、そしてゆっくりと口元へ運び、

「熱っ……!?　ちょっと、どういうことですのこの熱さは?!」

「あー、そっちは外側もかなり熱いから、噛かみ切るなら吹いて少しでも冷ました方が良いぞ。もう遅かったみたいだけど」

「本当に遅いですわよっ！　全く、危うく火傷やけどするところでしたわ……」

　ギロリとこちらを睨にらみ、それからセルニアは改めてたこ焼きを持ち上げて、フーフーと息を吹きかける。青のりと鰹かつお節ぶしが飛ばないように控えめな吹き方をしているのが、不覚ながらちょっと可愛かわいく見えてしまった。

　いやまあ、実際に否定する要素が無いくらいの美人なんだけど、なんか負けた感覚になるから不思議だ。これがみみなやピナなら微笑ほほえましいだけだろうから……やっぱ日頃の印象って大事だよなぁ。

　秋晴が微び妙みような気分になりつつ二つ目のたこ焼きを食べていると、そろそろ大丈夫だろうと判断したのか、セルニアは再度たこ焼きに齧かじり付いた。

　半分くらいを口の中に入れて上品に咀そ嚼しやくするのを見ていると、すぐに驚いたように目がパチリと開き──咲き誇ほこって輝くような笑顔になる。

　ややあってから秋晴は、もぐもぐとしっかり噛かんで呑のみ込んだセルニアに、分かってはいるけど一応感想を求めてみた。

「で、初めてのたこ焼きはどうよ？」

「……とても美お味いしいですわ。ソースの味が強いのだろうと想像はしていましたけれど、鰹や青のりが味を豊かにしていて……食感も私好みですわね」

「それは何より。ひょっとしたらジャンクフード扱いされるかと思ったけど、取り越し苦労だったみたいだな」

「あら、手軽に食べられて道みち端ばたでも売られているという点では、フィッシュ＆チップスと同じコンセプトですわ。第一、日本のファーストフードも経験済みでしてよ」

「へー……意外だな。いつ行ったんだ？」

「あれは………………、…………ッ、いつだかなんて忘れましたわよっ」

　軽い質問だったというのに、どうしてそんな過か剰じよう反応になるのか。まあ確かに日本暮らしが長いんだから、いつ行ったなんて覚えて無いくらい昔なのかも知れないけど。

　プイとこちらから顔を逸そらしたセルニアは、やけになったように残りの半分をパクリと口に入れる。食べている内に表情が和やわらいでいくから、よっぽど気に入ったんだろう。

　連れて来た身としては満足の結果に、秋晴はちょっと得意な気分になりながら、

「それじゃ、次はこっち食ってみろよ。俺おれもそれ貰もらうから」

「……んっ……ええ、分かりましたわ」

　セルニアがミネラルウォーターを飲んだ後で、互いの手にあったパックを交換。自分用に確保した楊枝ようじでたこ焼きを刺さし、秋あき晴はるはそれを一口で食べる。

　さっきの和風とは違い『これがたこ焼き』って感じの力強さがあって、やっぱり美う味まい。ソースと出だ汁しの味が利いた分かり易やすい味だし、表面もあまり水分を吸ってないからカリッとしてるし。

　どっちも美味しいけど、秋晴の個人的な感想としては、

「やっぱ俺おれはこっちの、普通のたこ焼きの方が好きだな。セルニアはどう──」

『どうだ？』、と訊きく前に。

　鋭い眼光と共に、隣となりから一切の妥だ協きようを許さない声が返ってきた。

「有り得ませんわ。確かにそちらも美味しかったですけど、こちらの方が格段に質の高い味でしたわよ」

　それはもうキッパリと、自分の意見が絶対だと言わんばかりの口調だった。

　──流石さすがに、セルニアとの付き合いも長くなってきたので、こういうことを言うヤツだっていうのは理解している。何事にも自信満々なだけで、単に主張が激しいってだけで、別に本心から他人の意見を全否定している訳じゃない。

　だから秋晴は軽く頬ほおをピクつかせながらも笑顔を作り、

「そうか、そっちの方が好みか。でもほら、こっちもソースが濃のう厚こうで、香りも……」

「あら、何も分かっていませんわね。そちらがスタンダードだとして、この和風アレンジは新たな進化を成功させてますわ。比べるまでもありませんわよ」

「…………いやいや、でもだな……」

「この明確な差が分からない方は残念な味覚の持ち主と言わざるを得ませんわね。可哀かわい想そうなことですわ」

　うん、ちゃんと分かっている。特にこちらを意識して揶や揄ゆしてる訳じゃ無いって、理解もしている。なのでここは寛かん大だいに、余よ裕ゆうの態度で『そうだな』と頷うなずいてやるのが大人おとなの男ってヤツなんだろう。

　分かってはいる──けど、現実はそう簡単にはいかないもんだ。

　残念ながらそこまで精神的に老成してなくて、おまけにたこ焼きは好物とくれば、もう答えは決まっている。

　……そんな簡単に黙だまって頷いてなんて、いられるはずがない。

「へぇ。お嬢じよう様さまの肥こえた口だと、多くの人間が好む味っていうのは理解出来ないんだな？」

　大人気ないって言われたとしても、譲ゆずりたくない一線があるのも事実……！

　単に『こっちの方が好き』くらいの言われ方なら聞いていられるが、あんな傲ごう然ぜんとしたことを言われたらもう無理だ。徹底抗戦するしかない。どうするのが利り口こうな選択かなんて、知ったことかって話だよ。

「質の高い味ってのが何だか意味不明だけど、まず間違いなく人気あるのはこっちの、オーソドックスなたこ焼きだろ。それともあれか、セルニア様には大衆好みの味ってヤツが理解出来ないか？」

「この私の舌したが不確かだとでも言いますの？　……いい度胸をしてますわね?!」

「いやいや、別に？　単に、庶しよ民みんの味が分からないヤツだなー、って言ってるだけだ。まあ俺おれも、お前のセンスにはピンとこないからお相あい子こだけど」

「なっ……味覚だけでなく、お母様譲ゆずりのセンスにまで……！　いよいよ滅めつ殺さつされたいようですわね、この庶民は……！」

　口元に挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべつつ秋あき晴はるが睨にらんでも、セルニアは真っ向から睨み返して来る。ナンパ男達は逃げたっていうのに、胆たん力りよく有りすぎだ。

　火ひ種だねに応じてかなり乱暴なことを言ってしまっていると、秋晴も自覚はある……が、こうなると退ひけない。ただの意地の張り合いって分かっていても、もう駄だ目めだ。

　ベンチで横並びに座っているので、至し近きん距離で睨み合ったまま、どちらも動かない。目を見れば譲ゆずる気は無いって伝わってくるし、この流れで『どっちも美う味まいってことで良しにしよう』なんて折せつ衷ちゆう案あんが通るはずもないから、自分の主張を押し切った方が勝ちだ。

「どっちの味覚が受け入れられるか、アンケートでも取るか？　絶対に俺が勝つぞ？」

「フン、有り得ない妄もう想そうは大たい概がいにすることですわ。自分の過ちに気付かず、受け入れられないだなんて、器が知れましてよ？」

「その理屈でいくと英国貴族も大したことないってことになるが、それでいいのか？」

「いいはずが有りませんわよっ！　大体っ、その自信はどこから来てますの?!　秋晴の好みが歪ゆがんでいるだけでしょう!?」

「じゃあお前、例えば普通に売っているアイスだと、何味が一番人気だと思うよ？」

「そんなの、ラズベリー味に決まってますわよ」

「…………うわー、マジで？　個人的な趣味ならともかく、それが普通の店で一番人気って絶対無いだろ」

　若じやつ干かん引き気味に、信じられないモノを見る目つきで眺ながめてやると、セルニアは怒り倍増で更に顔が赤くなる。

　しかしこれなら勝てると、秋晴は自信を深めた。オレンジとかバニラって言われたらちょっと返しに迷うところだし、自分と同じでクッキー＆クリームが好きって言われたら有う耶や無む耶やで終わったかもしれない。

　でもこうなったらキチンと白黒つけるべきだ。一般大衆が求める味が分からないヤツになんて、絶対に負けてやるものか……！

　ただ──そんなくだらない話をしているうちに、好物のたこ焼きが手の中で冷えていってしまうことには、全く気付かなかった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　食事タイムが口論の挙げ句、すっかり冷めて本来の数十分の一くらいに味が落ちてしまったたこ焼きを食べ終えた後。

　更に気まずくなった雰ふん囲い気きの中、秋晴は場所を変えてセルニアと向かい合っていた。

　口論じゃ埒らちが明かないので違う形で白黒つけようということになり、来たのは駅前にある複合型のアミューズメントパーク。ここなら色々あるし、対戦だっていくらでも出来る。

「さあ……一体どちらが正義なのか、理解させて差し上げましてよ」

「言ってろ。それより、ハンデ無しで本当にいいのか？」

「当然ですわ！　この私がハンデだなんて……むしろ貴方あなたに与えてもいいくらいですわよ」

　大口を叩たたいてくれるけど、秋あき晴はるだって負けるつもりは無い。

　もしこれが不得意なゲームなら分からないが、セルニアが選んだのはエアホッケーだった。どれで勝負するか決めようと回っていた時に、たまたま小学生くらいの男女がこれで遊んでいるのを目もく撃げきして、セルニアがやろうと言い出した運びだ。

　やるのは随ずい分ぶんと久しぶりになるけど、日頃から何かと鍛きたえられているので不安は無い。むしろ初めてやるらしく、ルールと遊び方の確認を取ってきたセルニアこそ不安に駆かられるべきだろうに、余よ裕ゆうの態度のままだ。

　硬こう貨かを入れたらスタートなので、その前に最後通つう牒ちようとして秋晴は、

「一応確認しておくが、これに勝った方の意見が暫ざん定てい的に正しかったってことで、負けた方は謝る──文句は無いな？」

「勿もち論ろんですわ。和風アレンジの正しさの前に平伏すのは誰か決まっていますもの。終わってからごねるようなさもしい真ま似ねをしないよう、覚かく悟ごを決めておくべきですわよ」

「言ってろ。……んじゃ、行くぞ」

　一ミリも手加減しないと心に決めて、秋晴は筐きよう体たい横にある投入口に硬貨を入れ、カウントされたのを見てスタートボタンを押した。

　すぐにピコッという軽い電子音がして、それから明るいＢＧＭが流れ……カコンと、パックが落ちて来る音が。

「フフ……先制出来るだなんて、勝ったも同然ですわね」

　初めてだっていうのにどうしてこうも自信満々に言えるのかは分からないが、秋晴は油断しないよう自分に言い聞かせ、パックを弾はじくマレットを右手に握にぎり締めて構える。

　エアホッケーは動体視力と、そこそこの反射神経があればどうにかなるはずだ。あとは慌あわてず慎しん重ちように、大振りにならないように守り重視でやれば勝てる。

　なので様子見も兼ねて、セルニアがパックを拾い上げてフィールドに乗せ、大きく腕うでを引くのをじっと見つめ──そこで、気付いた。

　横から腕をスイングさせようとするセルニアの体勢は若じやつ干かん低めになっていて、そのせいで何というか………えらくハッキリ、谷間が見えている。何のとは言わないけど、普通の女生徒が寄せて上げてと苦労して作り上げるんだと思うレベルをあっさり飛び越えたボリュームのアレが、自己主張激しく覗のぞいていた。
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　いやそんな疚やましい気持ちで見ていた訳じゃ無いが、パックに集中しようとしたらその延長線上にあって、致し方なく視界に飛び込んで来て、




「やっ──！」




「…………………………ぁ」

　カコッ、と強い音が響いた時には、もう遅かった。

　素早い振りで弾はじかれたパックは、既すでに自じ陣じんのスリットに吸い込まれた後。電子掲けい示じ板ばんには、無情にも『０─１』とカウントされている。

　秋あき晴はるがピクリとも動けなかったせいか、セルニアは嬉うれしそうに笑みを深め、

「フン、口ほどにも無いですわね！　まだ肩かた慣らしだというのにその有様では、どれだけの点差がつくか分かりませんわよ？」

「…………」

「あらあら、言い返す元気もありませんの？　ですから覚かく悟ごを決めなさいと言いましたのに」

　調子に乗ったセリフが続くが、秋晴はそれにも答えられない。

　何な故ぜかというと……パックを打とうと腕うでを振った瞬しゆん間かん、セルニアの胸が弾はずむように大きく形を変えるのが、見えてしまったから。

　全世界にいる男の八割は大喜びしそうな光景だったけど、確かに拝おがめて幸せな画えではあったけど、同時にとんでもない事実を突きつけられてしまった。

　セルニアとの対戦中、ずっとあんな楽園のような光景が視界に広がっているということは、つまり。

　──あんなものを見せつけられたまま、エアホッケーを続けるということになる……！

　これがただの遊びならともかく、勝たなければならない勝負だ。スタンダードたこ焼きの名めい誉よに懸かけても、負けられない。

　……負けられないっていうのに……あんな集中を乱す、揺れて弾んでと大おお忙いそがしなモノが見える状態で戦うだなんて、厳しすぎだ。

　先制の一いち撃げきで、決して楽に勝てる相手じゃないと知らされた上でのこの大きすぎる障しよう害がいの発覚に、秋晴は奈な落らくの手前で片足立ちさせられたような気分になった。




「ハッ！　……こ、のっ！」

「っく……危ねぇな、っと！」

　絶対不利な状況と理解させられてから数分、エアホッケー対決はかなり熱を帯びてきていた。

　何しろ初めのうちはあれだけ気を取られていた、揺れて弾はずんで変形してと縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る胸のことが、少し前から意識せずに済むようになっている。

　理由はシンプルで、秋あき晴はるが勝負に集中し始めたからだ。確かに目に毒だけど、体を動かしていて、おまけにスコアで負けているとなれば、思春期的な欲望よりも勝負に対する意地の方が強くなる。

　なので『０─３』と一時は突き放されていたものの、今は『３─４』と盛り返してきた。一点差なら逆転も全然可能だ。

　セルニアも無む駄だ口は叩たたかず、気迫と共にパックを打って、逆に攻せめられた時は真剣な目で向かってくるパックの軌き道どうを見極めようとする。手加減無しでやっているのにまだ逆転出来ないんだから、こいつの反射神経はそこらのスポーツ少女に負けていない。

　最初の頃は真まっ直すぐに打ち込んで来ただけだったが、今はこちらの攻こう撃げきパターンから学習してサイドの壁を使って上う手まく反射させて鋭角にポイントを狙ねらって来る。

　それに対して秋晴はというと、基本的に防ぼう御ぎよに専念していた。これ以上点差が開けば負けは確定的だし、エアホッケーは上手く防いでいるだけでもカウンターになって得点出来ることも多いから、焦あせらずパックに集中する。

　こちらがなかなか攻せめようとせず膠こう着ちやく状態になっているからか、セルニアは痺しびれを切らしたように歯を剥むいて、

「このっ……いい加減、諦あきらめなさい！」

「そっちこそっ、自じ慢まんの髪かみ型がたが乱れてんぞ!?　無理してる証しよう拠こじゃないのか?!」

「私がこの程度でっ……?!」

　疲れを知らないのかガンガン攻めて来るのをいなしながら言い返す……けど、そのやり取りは唐とう突とつに終わった。

　秋あき晴はるが弾はじき返したパックは、何な故ぜか突然失速し……センターラインを越えて少し行った所で、ピタリと止まってしまう。

　急な失速に秋晴は眉まゆ根ねを寄せるが、原因はすぐに分かった。

　──今まで台から吹いていた風が、止やんでいる。

　つまりこの後、どちらかが得点を決めたら試合終了だ。こっちの勝ちはもう無くなった……が、最後の点を入れれば、勝てはしなくても引き分けには持ち込める。

　みっともなくても足あ掻がいてやろうと秋晴がさらに集中を高める中、セルニアは状況をチャンスと見たのか、勝ち誇ほこったように笑えみを浮かべた。

「随ずい分ぶんと粘ねばっていましたけれど、これで終しまいですわ！　この私の前に這はい蹲つくばらせて差し上げましてよ！」

　額ひたいに薄うつすらと汗あせを滲にじませながらも楽しげに、今までよりも近い位置から止とどめの一いち撃げきを放とうとセルニアは腕うでを伸ばす……けど、パックを打たずにそのまま止まった。

　そこそこ身長が高くて手足も長いセルニアだから、腕を伸ばせばパックには届く。なのにすぐ打たないのは何な故ぜかというと……答えは簡単、腕を伸ばしてギリギリで当てたくらいじゃ強くは打てないからだ。

　さあどうするんだと見ていた秋晴は、次にセルニアが取った行動に思わず息を呑のむ。

　不ふ敵てきな笑みを蘇よみがえらせたセルニアは、腕を伸ばすだけじゃ足りないと言わんばかりに台の上に上半身を寝かせるように乗せた。

　そうすると確かに間合いは詰まるけど……注目すべきは、そんな戦略とかじゃない。

　秋晴の位置からだと、さっきまで大だい胆たんに揺れていた胸が、むぎゅっと押し潰つぶされるのが見えてしまっていて──しかもさっきより距離は近いし、散々動いた後だからか、ただでさえ大きく開いていた服の胸元はさらにあられもないことになっていて、

「終わりですわっ！」

「っ、やば……!?」

　勝利を宣言するような声で我に返るが、もう遅い。

　思いっきり注意が逸それていたところに打ち込まれた一いち撃げきは、動けないままでいる秋あき晴はるの目の前で、壁にバウンドして手前のスリットに──

「……ッ!?」

「……あ」

　かなり際どかったけど、角度が合わずにスリット横の壁に弾はじかれた。

　しかもそのままパックは、向こう側の陣じん地ちへと流れて行き、それを見たセルニアが慌あわてて体を戻す……けど、間に合わずにゴールイン。

　直後、気の抜ける『パッパラッパパー』という電子音が流れて、得点ボードには『４─４』の表示が点滅する。

「…………………………引き分け、だな」

「そっ……そんなの有り得ませんわよっ?!」

　セルニアがヒステリックに叫ぶ声が耳に痛いが、気持ちは分かる。

　なんというか……うん、今のは無いよなぁ。形なり振ふり構わず大胆に攻せめに出たら結果は自じ爆ばくって、そりゃあ叫びたくもなるよ。

　──とまあ、同情はここで終了にしておいて、

「やー、残念だったな？　でもまあ、結果は結果、引き分けってことで」

「冗じよう談だんじゃありませんわっ！　九割九分、勝利は私の手中に収まっていたはずですのに、こんなっ──」

「決められなかったお前が未熟だったってだけだろ。というか、もしサドンデス方式なら俺おれが逆転して勝ってたし」

「このっ……随ずい分ぶんと調子に乗ってくれますわね……！」

　ギリギリと歯は軋ぎしりが聞こえて来そうなくらい、セルニアは奥歯を噛かんでこっちを睨にらみ付けてくる。いやー、ドローだったっていうのに、なんだろうこの優越感は。色香と本能……というより煩ぼん悩のうにやられてもう少しで負けるところだったから、危うかった焦あせりも手伝っているのかもだ。

　まあなんにせよ、決着はつかなかった。

　……となると、セルニアの性格を考えれば、

「このままで済むと思ってますの?!　絶対に白黒ハッキリさせますわよっ！」

　そう来るとは予想していたので、秋晴は慌あわてず騒さわがず。

　だからといって、勝負の熱が完全に冷めた訳じゃ無い。

　キチンと蹴けりをつけたいのは自分も同じなので、挑ちよう発はつ的に口くち端はを吊つり上げて言ってやった。

「いいぜ、受けて立ってやる」

「次こそ完かん璧ぺきな勝利で幕を閉じてあげますわっ。悪運が通用するのも今のが最後ですわよ！」

「御ご託たくはどうでも良いけど、同じのを続けてやるより違うゲームにしないか？　折せつ角かく色々とあることだし」

「ならば次はあれにしますわっ！　射しや撃げきには自信がありますのよ！」

「ガンシューティングなら俺も多少は……っておい、ちょっと待てよっ」

　意気揚々と大画面とセットの筐きよう体たいへと向かって行くセルニアの背中を、少し遅れて秋あき晴はるは追いかける。

　初めてやるガンアクションゲームなので遊び方を見てみると、そこには懸け念ねんしていた通りの注意書きがしてあって、

「このゲーム、協力プレイは出来るけど対戦は無理だぞ。得点で競うことになるが、それで大丈夫か？」

「構いませんわ。ただしわざと足を引っ張るような真ま似ねをしたら承しよう知ちしませんわよ」

「いやそんなことしないっての。お前こそ、ゲームで勝手が違うからって暴走するなよ」

　睨にらみ合うように確認を取ってから、秋晴は硬貨を投入。二人分払はらおうかと思いはしたものの、こちらの世話にはなりたくないと言わんばかりにセルニアがさっさと硬貨を入れてスタートボタンを押すので、肩かたを竦すくめて銃じゆうを取ることにした。




　──得点を競うならシングルモードで一人ずつやった方が公平で確実だったと秋晴が気付いたのは、二面のボスキャラの攻こう撃げきを撃げき墜ついし損そこねたのは誰のせいかと口論した後だ。セルニアもそうだけど自分もかなりの間抜けだと、渋しぶ々しぶながら認めざるを得ない。

　これは無かったことにしようと両者合意をしたガンアクションゲームが終了し、更にいくつかのゲームをやってみたものの、一向に勝負は付かなかった。

　体感系のリズムゲームやレースゲーム、最後の方にはクイズゲームにまで手を出したものの、納得のいく結果にはならない。客が殆ほとんどいないからどれもすぐにプレイ出来たのはいいけど、次々に目に付いたものがやれるから、逆に歯止めが利かなくなった。

　……まあそれもこれも、最初に負けた時に『このゲームは貴方あなたが選んだものでしょう!?　私が選んだゲームもやってこそ公平な結果というものですわよ！』と、どこかのドリルさんが言い出したのが切っ掛けだ。こうも長々と続く羽は目めになるなら止やめておいたのに、後悔しても遅すぎる。

　どっと疲れて秋晴がため息を吐ついていると、同じだけ遊んだのにまだ元気を残しているのか、セルニアが腰こしに手を当てこちらを見ながら小さく鼻を鳴らし、

「全く、軟弱ですわね。次はどれにしますの？　秋晴が選ぶ番でしてよ」

「いやもう、ギブアップしたいというか……とりあえず一回、休きゆう憩けい入れないか？」

「確かに、少し喉のどが渇かわきましたわね。どこかカフェにでも──あら？」

　すぐにキョロキョロと辺りを見回し始めたセルニアが、何か珍しいものでも見つけたのか視線が固定された。つられて秋晴もそちらを向いてみると、そこには館内で上映している映画のポスターとスケジュールが。

　それをじっと眺ながめているセルニアの横顔を見れば、この後どうするかは決まったようなもんだ。座って休みたかったし、丁ちよう度ど良い。

「休憩がてら、なんか映画でも観みるか？」

「……そう、ですわね。悪くはありませんわ」

　まるで素直じゃない上からの言葉を流しつつ、秋あき晴はるも上映スケジュールを調べる。

　どうやらタイミングが良かったようで、三作品ある映画はどれも十五分以内に今の回が終わるみたいだった。その内一つは子供向けのアニメだから、これは選択肢しに入れないで良さそうだ。

　そうなると残るのは両方とも海外の映画。片やフランスのラブロマンス、もう一つはハリウッド製のパニックホラーという、この二に択たくになる。

「セルニアはどれが観たいよ？」

　一応訊たずねてはみるが、秋晴の中ではもう決まっている。というか、実質選択肢は一つしか無かったようなもんだし。

　きっと同じ映画を選ぶだろうと思っていると、セルニアは薔ば薇らのような喜色を浮かべて、

「勿もち論ろん、この『グラド街の啼なき声』ですわ！」

　……わざわざ指差しながら口にしたタイトルは、おどろおどろしい廃はい墟きよと血けつ痕こんべったりな剥はがされた爪つめが写ったポスターのものだった。

「…………いやいや、それはちょっとおかしくないか？」

「ハイ？　何がですの？」

「…………だって、ほら……デートとか言っておきながら、これって……」

　戸と惑まどいというよりドン引きした声になっているのが、自分でも分かる。事実、中学時代の友人が『実は俺おれ、妹と付き合ってるのが親にバレてさー』とぶっちゃけた時と同じくらい動揺しているし。

　大丈夫だ落ち着け、と秋晴は自分に言い聞かせ、改めてセルニアを見る。

　そしてこちらが何を言いたいのかまるで分かってなさそうに眉まゆを顰ひそめるデート相手に、やや乾いた声になりながら話した。

「えっと、あれだ。これって一応、デートなんだろ？　なのに恋愛映画じゃなくて恐怖映画を選ぶって、なんかおかしくないか？」

「どこがですのよ？　面おも白しろい映画であるならばどんなジャンルでも不適合だなんてことは有りませんわ」

「いや理論的にはそうかもしれないが、人にはその、好みってものがあるだろ？　どっちかっていうと、俺はホラー系よりも人間ドラマが好きで……」

　この言い方はヤバいかな、と思いつつも阻そ止しする為ためにやむを得ず話す。

　そんな秋あき晴はるの顔をしばし眺ながめていたセルニアは、不意に何かに気付いたように瞼まぶたをピクンと弾はずませる。

　次いで目が細められて、口元が緩ゆるんで……うわまずい、これは絶対勘かん付づかれた……！

　どうか自分の気のせいでありますようにと祈いのる秋晴に、遙はるか優位の立場にいるかのような笑えみを浮かべたセルニアが、

「もしかして、貴方あなた──ホラー映画を観みるのが、怖いんですの？」

　……言ってはならない、退ひくに退けなくなる最悪な言葉を口にした。

　こうなったらヤケだ。怖いのは見事に当たりで絶対に観たくないけど、それでも男には避さけられない戦いがある……！

　だから秋晴はぐっとセルニアに顔を近付け、至し近きん距離で空色の瞳ひとみを睨にらみ、

「別に怖くないけど、趣味が悪いって言ってんだよ。そんなに観たいならお前に合わせて観てやってもいいが……わざわざデートでホラー映画を観たがるだなんて、貴族令れい嬢じよう様は随ずい分ぶんと高こう尚しようなんだな？」

「なっ……自分の幼よう稚ちさを差し置いて、なんという暴言をっ。秋晴こそフランスの恋愛映画だなんて生温いものを観たがるだなんて、どうかしてますわ！」

「ご丁てい寧ねいに『十五歳さい未満、並びに年配の方、その他妊にん婦ぷや心臓に疾しつ患かんのある方は大変危険なので鑑賞はご遠えん慮りよ下さい』なんて書いてある映画を観たがるヤツよりは大分マシだ。どうせ音と光で驚かせるだけだろ」

「フン、大して映画を観みない人間の貧相な発想ですわね。そんなことを言うのであれば、『病気の療養の為ために村へ来た少女との、淡く溶とけるような恋の行方ゆくえは──？』だなんて安いコピーに惹ひかれる人の感性を疑いますわ」

「…………！」

「…………ッ！」

　互いに譲ゆずらず、秋晴はセルニアと火花が出そうな勢いで至し近きん距離から睨にらみ合う。

　ここまで言われたら、もう解決策は一つしか無い。それは自分にとって大ダメージになると理解しているが、ホラー映画にビビッた訳じゃないと見み栄えを張る為にも、避さけられそうになかった。

　なので秋晴は殆ほとんどケンカを売るように、クイッと顎あごで映画のポスターを指して、

「──そこまで言うなら両方観て、どっちの主張が正しいのか決めようぜ。尤もつとも、ホラー映画の中身の無さに感想なんて言えないかもしれないけどな」

「ええ、私はそれで構いませんわ。ただし結末の見え透すいた恋愛映画だなんて、あまりにも詰まらなさすぎて途と中ちゆうで眠ねむってしまうかも知れませんけれど」

　皮肉たっぷりなやり取りに、もう一度強く睨み合い……

　絶対に後悔しか残らないはずの戦いに挑いどむべく、秋晴はセルニアと並んで、映画のチケット売り場のある一階を目指すことになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……全く、何をしているんでしょうね」

　思わずそんなセリフが漏もれたのも仕方ないはずだ。その証しよう拠こに、隣となりにいる薫かおるも初めて海鼠なまこの姿すがた煮にを出された外国人のように、気まずげな表情になっている。

　ふぅ……、と長く息を吐はいて、朋とも美みは二人の消えていったエレベーターを見つめた。

　流石さすがに、映画まで観る気にはなれない。しかも二本続けてだなんて、体力的にも精神的にも辛つらい作業だ。

　……でも、暗い映画館は『何か』が起こりやすい場所だという事実が、ここでお開きにしましょうと言い出せない原因だった。

　となれば、妥だ協きよう案あんを出す他無く、朋美はしばし悩んでから、

「どうしましょう？　交代で、片方ずつ映画を観ることにしますか？」

「ああ。それでいい」

「ちなみに、どちらを観たいというリクエストはありますか？」

「…………じゃあ……ふ、フランス映画の方を」

　恋愛映画とは言わないところが可愛かわいらしくて、少し笑いそうになってしまう。まあ、自分もホラーの方が良かったので丁ちよう度ど良い。お化け屋や敷しきは苦手だけれどホラー映画は結構好きだなんて、我ながら捻ひねくれてるなぁ、とは思う。

　さて、問題は二人が先に観みるのがどちらの映画か。これを把は握あくしておかないと、ちゃんと監かん視し出来ない危険がある。

「先に映画館のある階に行きましょうか。どちらに入るかを確認してからチケットを買いに行っても、きっと座れるでしょうし…………？」

　話しながら、鉢はち合あわせることないよう念の為ためにエスカレーターで移動しようとした朋美は、薫がじっと動かずにいることに気付いて、足を止めた。

　進もうとしていたのとは反対の、フロアの奥を睨にらみ付けるように見ていた薫は、

「──そろそろ姿を見せろ。いい加減、気を張るのも疲れてきた」

　突然、妙みようなことを言い出す。

　それに朋美が首を傾げる前に、

「やはり気付かれていたのですね、腐くされ旦だん那な様達の行動に意識を割さきながら大たいしたものです」

　薫が見ていた先から聞こえて来た返事に、朋美は小さく息を呑のんだ。

　突然のやり取りもそうだけれど、何よりこの声には聞き覚えがある。上品なようでふんだんに毒の混ざった言葉にもだ。

「……ハディム先せん輩ぱいと、ヘディエ先輩？」

　呟つぶやいた矢先にフロアの奥にある物陰から現れた二人組を見て、朋とも美みは目をパチパチさせてしまう。

　白はく麗れい陵りようにいる時同様、上から下まで全身を包むように衣服で隠かくしたアイシェ＝ハディムと、ボディラインが浮き彫りになる黒いニットのワンピースに同色のタイツ姿のヘディエがこんな所にいるだなんて、ちっとも想像していなかった。
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　けれどいるとなれば、理由は一つしか思い当たらない。

「先輩方は、秋あき晴はるくんの監視ですか？」

　一学期に肌はだを見られて以来、アイシェが秋晴に想いを寄せているのは知っている。それがどのレベルかはいまいち掴つかみ切れないが、純真なだけに敵てきに回すと相当手て強ごわいことは十分に理解していた。

　そしてある意味、そんなアイシェよりも厄やつ介かいな存在といえる従じゆう者しやのヘディエは、悪びれもせず微かすかに笑みを浮かべて、

「旦那様の浮気現場を押さえるのも一いつ興きようと、不ふ肖しようながらこのヘディエがアイシェお嬢じよう様さまに進言したのです。フレイムハート様には以前横よこ槍やりを入れられてしまったので、その返礼も兼ねてと思ったのですが──そろそろ戻ることにしようかと」

「……まだ途と中ちゆうなのに、ですか？」

「ええ、あの朴ぼく念ねん仁じんな旦だん那な様さまがどのようにデートを演出するのか見に来たようなものですから、ここまでで十分です。大海よりも心が広いお嬢じよう様は元より浮気など気にしておりませんし、それはこのヘディエも同様です、最も深く愛情を注がれる相手がお嬢様であれば側そく妻さいの一人や二人、愛人の十や二十くらい寛かん容ように許しましょう」

　随ずい分ぶんと大きな話になっているが、どうやら本心で言っているようだった。

　邪じや魔まをするつもりが元々無かったのも、朋美には分かる。土曜日の割にゲームセンターに人ひと気けが少ないと思っていたが、それはアイシェを人目に触ふれさせない為ため、この従じゆう者しやが急ぎ手を回したに違いない。なのに肝かん心じんのデートに干かん渉しようはしなかったのだから、信しん憑ぴよう性せいもある。

　途と中ちゆう退場を宣言したヘディエは、朋美と薫かおるの顔を交互に見てから、

「それでは私達はこれで失礼させて頂きます。これ以上見ていても得るものは無いかと思いますが、続けるのであればお二人とも気け取どられないようご注意を」

　そう言って、深々と一礼。その横で、濃こ紫むらさき色いろのチャドルに身を包んだアイシェも、小さく頭を下げるのが見えた。

　踵きびすを返し、従業員用の入り口と思おぼしきドアの向こうへ二人の姿が消えて行き……

　残される形となって、隣となりにいる薫がぽつりと漏もらした。

「……得るものは無い、か。確かに、ずっとケンカばかりでいい雰ふん囲い気きにはなりそうになかったが……」

「ヘディエ先せん輩ぱいが言ったのは、そういう意味では無いと思いますよ」

「……何？　どういうことだ？」

　その質問に、朋とも美みは答えない。

　──ヘディエは、そして恐らくアイシェも、自分と同じ感想を抱いだいたのだろう。だからこそこれ以上は無意味だと思ったに違いない。

　ここまでのデートの間、ずっと口論や勝負をして、ちっとも恋人同士に相応ふさわしい展開にはならなかったが……

　だからといって、相あい性しようが悪いという結論には至らない。

　むしろ、あんな風に言い合える仲というのは──

「…………何でもありません。わたし達は映画館へ行きましょう？」

「………………その、彩さい京きよう？」

　戸と惑まどったような声で名を呼ばれ、朋美は薫かおるの方へと顔を向けた。

　そして出来る限り穏おだやかな表情を心掛けて、

「どうかしましたか？　早くしないと、二人が移動を終えてしまいますよ？」

「…………それは分かっている、が…………その……」

　煮え切らない言葉に、朋美は自分が上う手まく表情をコントロール出来てないことを悟さとる。もしくは、ぐつぐつと煮えて溢あふれそうなこの感情を気け取どられてしまったのかもしれない。

　先に帰った二人は自分と同じ見解なのかもしれないけれど、そこから抱いだく感想はどうやら違うらしかった。

　最後まで見続けても、確かに判断材料はこれ以上増えないだろう。

　けれど──あの二人のやり取りに、笑顔を保つのに限界がくるくらい感情を掻かき乱されるのは、今の自分には必要なことだと、そう思う。

　……正直なところ、一刻も早く邪じや魔ましてしまいたいくらい見ていて腹立たしいけれど……そこは我が慢まん、後々の為ために我慢して……！

「──さあ、行きましょう？」

「…………」

　再度の言葉に、薫かおるは微び妙みように表情を強こわ張ばらせてコクコクと頷うなずき。

　それを確認した朋とも美みは、脳のう裏りに呑のん気きな顔をした秋あき晴はるを思い浮かべて──『近い内に色々とぶちまけてやるんだから』と心に誓ちかい、エスカレーターへと向かって歩き出した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………全く、最悪ですわ」

「…………そこだけは同意してやる」

　二本の映画を立て続けに観みて心身ともに消しよう耗もうしきった秋晴達は、帰りの車中でうんざりした顔を突き合わせていた。

　広いリムジンに気まずい雰ふん囲い気きが満ちているけど、それをどうこうしようって気にもなれない。自分は疲れ切っているし、セルニアの目もどんよりと澱よどんでいる。

「……大体、あの映画は何なんだよ……」

　そんな状況でもつい口に出てしまうのは、疲れ以上に不平不満が大たい漁りよう御礼で祭まつり状態になっているからだ。

　セルニアも同じようで、生せい気きの薄うすれた目を鋭くして、

「それこそ、こっちのセリフでしてよ。ストーリー半ばにも満たないところで肝かん心じんのヒロインが亡くなって、後はうじうじ葛かつ藤とうしながら、何年も励はげまし続けていた姪めいと恋仲になるだなんて……うざったいばかりで、泣くどころか感動の余地すらありませんわよ。なんて映画を観せてくれますの？」

「…………」

　残念ながら、秋晴もほぼ同意見だった。自分が選んだ映画が駄だ作さくだった時の空むなしさと申し訳なさっていうのは、本当に心を抉えぐる。

　ただ、それを言うならこっちだって黙だまってはいられない。

　自分だけが被害者だと思うなよ、と視線で訴えながら秋晴は、

「じゃああのパニックホラーの酷ひどさはどうしてくれるんだよ？　つーかホラーじゃなくてグロだろ、あれは。延々と残ざん虐ぎやく描写と暗い演出ばっかで、最後には登場人物が全滅って、後味悪すぎるっての」

「…………ッ」

　今度はセルニアが沈ちん黙もくする番で、悔くやしげに口くち端はを歪ゆがませる。やっぱりこのドリルさんも、あれだけ酷かった映画を擁よう護ごする舌したは持ち合わせてないらしい。

　やり込めることには成功したが、残念な徒と労ろう感しか得られなくて、秋あき晴はるはため息を吐ついた。こんなぐだぐだな結末で喜べる程、二連続で外れ映画を引いたダメージは浅くない。

　痛み分けという結果にまた車中に気まずい沈黙が流れ始めてしまい、白はく麗れい陵りように着くまでのあと十数分がえらく長く感じそうに思えてくる。

　やれやれだとまたため息を吐きたくなるけど、そうしない代わりに秋晴はぽつりと呟つぶやくように言った。

「にしても、何だったんだろうな、今日は……カラオケ行った訳でもないのに喉のどが痛いって、どれだけ騒さわいでたんだか」

「知りませんわよ、そんなこと。大体、今日はデートだと、あれほど──」

「いやまあ、なら訊きくけど。お前の今まで行ったデートって、こんな風だったか？」

「…………」

　秋あき晴はるの直球な質問に、セルニアは何か言おうとしていた口を閉ざし、恨うらめしげにこちらを見てくる。

　反論は無く黙だまり込んでしまうけど、まあそうなるのも当然だろう。事あるごとに衝しよう突とつして、途と中ちゆうから勝負だのなんだのと、喧けん嘩かばっかりしていた気がするし。

　これがセルニアの言うように『デート』なら、もう少し色気のある展開になっていていいと思う。いやそれが望みだった訳じゃ無くて、なんというか一般論として。視覚的には十分に色気があったという説もあるけど、それはスルーで。

　どうにしろ、普通ならこうなるって感じのデートとはかけ離れた何かだったのは間違いないはず。

　ついでに言うと、この前ピナ達と秋あき葉は原ばらに行った時ともまるで違う。騒さわがしかったのは同様だけど、あれはお守もりに近い感覚だった。

　だから余計に、秋晴は思ってしまう。

「──まあ、これはこれで悪くないけどな」

　こちらの言葉に、セルニアは不意に水を浴びせられたような顔をした。そしてその表情が、ムスッとしたものに変わってゆく。

「……嫌いや味みのつもりですの？」

「そんなつもりは無いって。これで『今日はとても楽しく満足出来ました』なんて言ったら嫌味になるだろうが、別にそこまでは言ってないだろ？」

「なら、どういうつもりですのよ？」

　警けい戒かいを緩ゆるめない野生動物のような目をして訊たずねてくるセルニアに、秋あき晴はるは素直に答えてやろうと口を開き、

「単なる感想だよ。なんっつーか……やっぱお前と話したり張り合ったりする時は遠えん慮りよが要いらないから、疲れはするけど充実感みたいなのがあるし」

「…………それは……」

「まあ、そう感じるのは俺おれだけで、そっちはムカつくだけかもしれないけどな。本気で迷めい惑わくだったらちょっとは自じ重ちようするから、その時はちゃんと言ってくれよ？」

「……………………」

　脚きやく色しよく無しの感想に続けて念の為ためにそう言っておくと、セルニアは返事に困るように唇くちびるを震ふるわせ、微び妙みように眉まゆ根ねを寄せる。

　それから何な故ぜかじっと睨にらみ付けるように秋晴を見て……ややあってから、プイと顔を背けてしまった。

　もしかしたら今のは余計な発言で、いよいよ気分を害したのかもしれない。ちっとも褒ほめてないから気に入らなかった可能性もあるが、まあ撤てつ回かいする必要もないだろ。セルニア相手に謙へりくだるっていうのは、こういう時はむしろ逆効果に繋つながるし。

　今日はかなりハードに遊んだから疲れているのかもしれないので、秋晴はそれ以上余計なことは言わず。

　リムジンの柔やわらかな座席に深々と背を預けて、白はく麗れい陵りようへ着くまでの時間を、目を閉じて過ごすことにした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「全く……散々でしたわ」

　自室に戻ってすぐにそんな言葉が出てしまった。それも無理はないと、セルニアは自分に言い聞かせながら服を脱ぬぐ。

　先日の礼という名目で、自分から──このセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの方からデートに誘さそうという天地も驚くような行動に出たというのに。

　食事の好みで口論になり、延々とゲームで勝負し続け、最後には二本連続で映画を観みるという苦行のような一日になるだなんて、流石さすがに予想もしていなかった。

　一日を通して笑顔でいられた時間はどれだけあるのか、そんなことも分からない。怒っている時間が長かったことだけは確かだ。

「…………本当に……全く……！」

　思い出すだけで俄にわかに怒りが呼び起こされて、脱ぬいだばかりの服を乱暴にイスへ掛ける。

　下着姿で部屋着に手を伸ばし……もう一度、今日着ていた服を見て、セルニアは奥歯を噛かみ締める。

　この服はお気に入りで、着た時の見み栄ばえにも自信があった。なのに結局、一度も褒ほめないだなんて、信じられない。

　髪かみの手入れも、薄うすく施した化け粧しようにも触ふれず、いつものように減らず口ばかり。紳しん士し的というには程遠い、社交界ならば爪つま弾はじきになるのは間違いない態度だ。

　……おかげでハッキリした。

　やはりあの男と自分の相あい性しようは、最悪に近い。

　趣味は合わないし、話していて腹立たしくなることも多いし、ほんのちょっとしたことで対立してしまう。

　流石さすがはあの彩さい京きよう朋とも美みの幼おさな馴な染じみ、というべきなのだろうか？　小こ憎にくたらしくて、自分に突っ掛かってくるところまでそっくりだ。

　だからセルニアが秋あき晴はるに抱いだく感情も、彼女に抱いていたそれに似ている。

　かなり酷こく似じしていて──それでいて、決定的に違う感情だった。

「……全く…………信じられませんわ……」

　セルニアは一度大きく深呼吸をして、それから部屋にある姿すがた見みに映った自分を見る。

　下着しか身につけていない見慣れた自分は、まだ興奮が残るように顔を赤くしていた。

　実際、顔に熱を感じる。頭に血が上っていて、自じ慢まんの髪をくしゃくしゃにしてしまいたい衝しよう動どうにも駆かられてしまう。

　……以前、日ひ野の秋晴のことを『嫌きらい』だと判断していた。

　それは今日のデートを経ても、変わりない。やっぱりあの男のことは『嫌い』だ。

　けれど──なのに──

　こんなことが、有り得るのだろうか？




『嫌い』なまま──『好き』になりつつあるだなんて、有り得るのだろうか？




　帰りの車中で秋晴がデートの感想を『悪くなかった』と言った時は、心臓が止まってしまうかと思った。

　呆あきれてしまうことに……冷静になってみると、自分も全く同じ意見だったから。

　口論の最中は、本気で頭に来ることが多い。なんていけ好かない男だろうと真剣に思うし、ムカムカさせられてばかりだ。

　……だというのに、嫌いやじゃない。

　言いたいことを言ってしまえる爽そう快かい感や勝負している時の楽しさは、仲の良い友人や知ち己きの男性達に覚えたことのない感情だ。

　これまで仄ほのかに恋心のようなものを抱いだいたことはあるが、相手は皆、紳しん士し的で包容力がある男性だった。話していて激げつ昂こうすることも無いし、幸せな気分に浸ひたれた。

　でも……笑ったり怒ったりするのも含めて、一緒にいて楽しいと思えるのは、秋あき晴はるの方が上だ。もう二度と会うものかとその時は思っても、また同じことの繰り返しになると分かっていても、きっと自分の方から近付いて行ってしまうだろう。

　この感情は、恐らくセルニアには制せい御ぎよしきれない。

「………………これは……厄やつ介かいですわね……」

　再度呟つぶやいて、ため息を吐つく。

　今はまだ、大して『好き』じゃないのだろう。隣となりに座ってもドキドキはしないし、誰か自分以外の異性と話しているところを見たり想像したりしても、別に嫉しつ妬とは…………ほんのちょっとしかしない。

　でも──明日あしたはどうだろう？

　数日後の自分は、どれだけ『好き』になっているだろうか？

　相手のことを『嫌きらい』なまま、それでも育っていく感情がどうなるのか、セルニアには予測出来ない。

　あの粗そ野やで雑でどうしようもない庶しよ民みんと、二人きりでティータイムを過ごしたいと思ったり、手を繋つなぎたいと思ったり、果てには付き合いたいと思ったりするような未来がくるとするのであれば、

「…………なんて酷ひどい……悪夢のようですわ……」

　今は、それが本心だ。

　でもほんの少し先にどう思っているのかは分からない。

　そしてもう一つ分からないのは──




　彩さい京きよう朋とも美みは、日ひ野の秋晴のことをどう思っているのかということだ。




　似ている部分もあるけれどまるで違う、しかし自分にとって特別な二人。

　幼おさな馴な染じみという、特別な関係にある二人。

　もしもあの二人が、もっと別の、違う関係になるようなことがあれば……その時、自分はどうするのだろうか？

　自問して……しかしすぐに、セルニアはそれが愚ぐ問もんだと笑いたくなった。

　どうするかなんて、その時に抱いだいている感情の熱量次第だ。今分かるようなことじゃない。

　ただ、一つだけ確実に言えることは、

「指を咥くわえて見ているだけ……だなんて、私には似合いませんわね」

　確認するようにそう言うと、セルニアは自分にぴったりの微笑ほほえみを浮かべた。
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「あっ、日ひ野の君ちょっと待って！」

　──そう呼び止められた時点で、日野秋あき晴はるは何やら妙みような予感がしていた。

　カフェテラスでの奉ほう仕し活動が終わり、夕食までの空あいた時間をどう過ごそうかと考えながら戻ろうとした矢先。

　振り向いてみると、声を掛けてきたのは秋晴と同じく奉仕活動をしていた女子従育科生の岡おかで、はにかんだような曖あい昧まいな笑みを浮かべていた。

「話があるんだけど、今からいいかな？」

「へ？　別にいいけど……」

「良かった！　じゃ、悪いけどこっちに来て貰もらえる？」

　そう言って、岡はカフェテラスから少し離れた位置にある東あずま屋やの方へと向かって歩き出す。秋晴はそれに首を傾げはしたものの、黙だまってついていくことにした。

　メイド服を着た同級生の背中を見ながら歩き、これから何が起こるのかを考えてみる……が、情報が少な過ぎだ。あんまり良い予感はしないが、それはただの勘かんだし。

　さてどうなるんだろうと思っている内に東屋に着き、岡の「まあまあ、座ってよ」という言葉に素直に従って──そこでようやく、秋晴は気が付いた。

　普段から明るくて男女隔へだてなく接する岡だけど、今日は少し明るすぎるような……？　いつもより口数が多いし、目線もよく動いてなんだか落ち着きがない感じがする。

　しかもよくよく見ると顔も赤くなっているし……おまけに、寮りようへ帰りながらの雑談じゃなくて、わざわざ人ひと気けが無くて誰かが来たらすぐに分かるような場所で、改まって話があるということは……

　これは、あれか？

　もしかして、あれなのか？

　──そんな風に秋晴が俄にわかに焦しよう燥そう感かんを湧わき上がらせていると、岡は太めの眉まゆを指で掻かきながら、えくぼの出来た照れ笑いを浮かべて、

「いやぁ、あれこれ世間話でもしてからにしようかと思ったけど、そしたらまた今度って先さき延のばしにしちゃいそうだから単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うことにするね」

「あ、ああ……？」

　弾はずんだ声で早口に喋しやべる岡おかに、秋あき晴はるは胸むな騒さわぎがざわざわと加速するのを感じた。

　やっぱりこれは、あれだ。

　こんなことは何度かあった。

　間違いなくこれは、告白──




「あのね、あたしさ──なんか最近、大だい地ち君のことが気になっちゃって」




　……うん、やっぱり告白の橋渡しだった。

　いや期待とかしてないよ？　そうだろうなと思ってたし、自分が女にモテるタイプとは程遠いって自覚もあるし。……まあ、ほんの小石程度も望みを抱いだいていなかったかって訊きかれたら嘘うそになるけど。

　でも、予期していたのは事実だ。秋晴が中学の時、同じクラスで席の近かったヤツで、やたらと顔が良くて、運動も出来て面おも白しろくて、更には性格まで良いというアルティメット野や郎ろうがいた。そいつとかなり仲が良かったので、女子から何度か橋渡しを頼まれたことがある。

　だから岡の様子に、デジャブっぽくピンとくるものがあった。

　ちなみにその中学時代の友人はというと、爽さわやかに『俺おれ、女より男の方が好きなんだよねー』と誤解を生みまくりな発言で片かたっ端ぱしから告白を断っていたが……その際に秋晴の方を見ることが多かったのは、たぶん偶ぐう然ぜんだと思う。というか、絶対偶然だ。心の底からそう願いたい。

　……なんだか当時の薄うすら寒い感覚まで思い出してしまったけど、それはともかくとして、だ。

　かなり勇気のいる発言をさせて黙だまったままなのは悪いので、秋晴はちょっとわざとらしく驚いたフリをして、

「え、マジか？　いつからだよ？」

「うーん、いつからだろう？　良く分からないんだけど、気が付いたらこう……『あれ？　大地君って前より格好良くなった？』って思うようになってて」

「……あいつが美形なのは元々だぞ？」

「いやぁ、私もそれは分かってるよ。でも顔だけじゃなくて、前より近寄り難い雰ふん囲い気きが無くなったというか、優しい感じがするようになったというか……それで改めて意識しちゃったんじゃないのかなぁ？」

「いや俺に訊きかれても困るって」

　岡はそう言うが、毎日のように顔を合わせている自分にはピンとこない。確かに、秋晴が白はく麗れい陵りように来たばかりの頃に比べると態度が柔やわらかくなったとは思うものの、『格好良くなった』と言われても分からない。

「うーん……前から綺き麗れいな顔だったけど、最近はそこに色気があるというか……」

　……もっと分からなくなった。

　これ以上聞いても理解は無理っぽいので、諦あきらめて本題へ移った方が良さそうだ。

「それで、岡おかとしてはどうしたいんだ？　告白の手伝いをしろってことか？」

「やっ、ちょっとそれはまだ早いかなぁ。もうちょっと仲良くなって……あと、出来れば多少なりとも望みがあると分かってからの方が……」

「お前にしては随ずい分ぶんと消極的だな？」

「だってほら、駄だ目めだったらかなり気まずいでしょ。まだ二年以上も同じ釜かまの飯めしを食べる訳だしね」

「あー……そりゃまあ、確かに」

　あまり物怖おじしない岡にしては珍しい──と思ったが、それは撤てつ回かいだ。よく気が利く従育科女子のリーダー格らしい、的確な判断だった。

　それにしても、

「大だい地ちを、なぁ……」

「ん？　なになに、不満でもあるの？」

「いや不満というより、時間差で驚いただけだ。岡ってあんまり色恋沙ざ汰たに興味あるような感じしてなかったから」

　さっぱりした性格でいて男とも普通に話すし、おまけに髪かみ型もバッサリとショートに切り揃そろえているせいか、普段はそんなに異性を感じさせない。だから余計に妙みような感じがあったのかもだ。

　失礼かな、と思いながらも秋あき晴はるが言った言葉に対し、岡はむっとするように目を細め、

「酷ひどいな、もう。あたしだって恋の一つや二つ経験済みですって。……まあでも、正直な話、大地君に関しては好きってところまでいってない気もするけどね」

「じゃあどっちにしろ告白には早いのか。それじゃ、どうして俺おれにこんな話を？」

　そう改めて訊たずねると、岡は不満顔から一変、笑顔で両手を合わせて、

「お願いっ。今度、大地君と──」




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──次の日曜、デートしてみる気は無いか？」

　食事も入浴も終わって、後は課題を終わらせて寝るだけという空白の時間に、秋晴はストレートにそう言った。

　不意打ちだったはずの大地は、一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からないみたいに振り向いた体勢のまま、しばらくポカンとこちらを見て……

　そして突然、素早い動作で後ろへと跳とび、ベッドを楯たてにしてしゃがみ込んだ。

「なっ……な、何を……!?」

「……いや俺おれが訊ききたいところだよ。何だその反応？　敵てき害がい生物を見つけた新種のバッタみたいな動きまでして」

　半ば呆あきれながら突っ込むが、大だい地ちはそんな言葉など聞こえていないらしく何度も首を横に振って、

「い、今のは何かの間違いだ……聞き間違い、そう、聞き間違いで……」

「……おーい？　現実に戻ってこいよー？」

　あんまりな様子に、こんな姿を見たら岡おかはどう思うんだろうなと考えてしまう。幻げん滅めつまではしないだろうが……いやひょっとすると、逆に好印象になるかもしれないのか。普段の授業中はえらいクールなヤツがこんなに取り乱すなんて、親近感を覚えるし。

　秋あき晴はるがそんなことを思いながらまともに会話が出来るようになるまで待っていると、ぶつぶつと呟つぶやくのを止やめて何度も大きく深呼吸をしてから、

「……………………よし、落ち着いたぞ。改めて話せ」

　妙みように迫力のある鋭い眼光で大地が言うので、ちっとも落ち着いているようには見えないけど、秋晴はもう一度同じセリフを口にした。

「だから、次の日曜にデートしてみる気は無いか？」

「……………………」

　今度はさっきのように放心することも跳とびすさることもなく、大地は無言でこっちを睨にらみつけてくる。

　じっと窺うかがうような視線がえぐるように突き刺ささり、何だか動いたら申し訳ないような気持ちになって秋晴が固まっていると、

「…………日ひ野の、正気なのか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうでかなり酷ひどい言葉が飛んできた。

「ぼ、僕にデートを、だなんて……しかも、こんな、いきなり──違う、急じゃなければいいという意味ではないぞ……！」

　しかも蒼そう白はくだった頬ほおはどんどん赤味を増してきて、喋しやべる内容もかなり意味不明だ。

　このままだとオーバーヒートするんじゃないかと心配になるくらいの慌あわてように、秋晴はやれやれだと息を吐はく。

　とりあえずこのままじゃ話にならないので、秋晴は大地の傍そばへと寄って行き、しゃがみ込んで視線を合わせる。

　何な故ぜかそれだけで大地の肩かたがビクッと大きく震ふるえたけど、そこは無視して、

「なあ、大地」

「っ……な、何だ？」

「まず確認な。次の日曜は空あいてるのか？」

「それは………………あ、空いている……」

　どうしてだか大だい地ちはかなりまごついて、しかも恥ずかしそうにそう答える。

　奉ほう仕し活動が入っていないのは知っていたものの、もしかしたら用事があるかもしれなかった。そこをクリア出来たので一安心だ。

　となれば、後は大地をその気にさせるだけ。

　それが一番難しい問題だが、つまりは自分の腕うで次第だと秋あき晴はるは一人張り切ると、

「空あいているなら、行かないか？　あんまり深く考えないで、軽い気持ちで……スケートしに行く予定だから、ただ遊びに行くって感覚でもいいし」

「だが……しかし……で、デートだというのに、軽い気持ちでなどと……」

　俯うつむき加減になった大地が、そんな真ま面じ目めなことを言い出した。しかも服に跡あとがつきそうなくらい強く胸の辺りを握にぎり締めているし、なんだか部屋の空気がシリアスになりつつある。

　妙みような雰ふん囲い気きになってきたことに秋晴は軽く指で頬ほおを掻かき、

「や、本当に軽い気持ちでいいんだぞ？　向こうだって、そこまで重々しく受け取られても困るだろうし」

「日ひ野の、そうは言うが……………………、…………向こう？」

　一いつ瞬しゆん、狐きつねに抓つままれたように目を丸くした後で、大地は眉間みけんに皺しわを寄せて訊たずねてきた。

　それに秋晴は「ああ」と頷うなずいて、さっき言うはずだった続きを話す。

「岡おかがな、俺おれ達にもう一人を加えて、四人で遊びに行きたいんだと。だからデートって言っても遊んで帰ってくるだけで、気分的には普通に出掛けるだけでいいと…………って、大地？　どうしてそんな、過ちを犯す覚かく悟ごを決めたような目をしてるんだ？」

「……………………何、でも、無い」

「いやとてもそんな風には──悪い訂正する、俺は何も見てない！」

　ギラ、と鋭い目を向けられてしまい、秋晴は即座にホールドアップして後ずさる。あれはまずい、少しでも癇かんに障さわることがあればその瞬しゆん間かんに溢あふれてしまうくらい、煮えたぎる感情で心が一杯になっておられる……！

　どうしてそんな心境になっているのかちっとも分からないが、これ以上機き嫌げんを損そこねる真ま似ねは出来ないので、秋晴は刺し激げきしないよう部屋の隅すみまで移動した。

　その間に大地は頭をぐしゃぐしゃと掻いたりベッドに倒れ込んでシーツにくるまったりと、自己嫌けん悪お真っ最中によくやるような動作を一通りして──

「…………それで……岡と、スケートをしろというのか……？」

「あ、ああ……俺も同行するけど、基本的にはそんな感じで……」

　思いっきりビビりつつも秋晴が答えると、ベッドに顔を伏せたままの大地から、

「……………………分かった……どこにでも行ってやる……！」

　とてもデートの約束を取り付けたようには聞こえないセリフがきた。どちらかというと、借金の形かたに連れ去られる人みたいな感じだし。

　そんな感想を抱いだいても、この状況で妥だ当とうかつ素直な突っ込みを入れることなど、到底出来るはずもなく。

　黙もく々もくと課題をやるのも諦あきらめて寝るのも無理過ぎる空気に耐えきれず、「あの、じゃ、岡おかに伝えてくるから……！」と言って、秋あき晴はるは部屋から逃げ出した。

　頼まれごとは上う手まく果たせたものの、これから幾らか時間を置いて、また部屋に戻らないといけないことを思うと……うん、かなり憂ゆう鬱うつだ。いっそ廊ろう下かで寝た方が気が楽なくらいに。

　規律があるので轟とどろき達の部屋に泊めさせて貰もらう訳にもいかず、秋晴は深々とため息を吐つき……ややあってから、岡に事の次第を報告するべく、携帯を片手にのろのろと歩き出した。
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　無事決行されることになったとはいえ、正直なところ、秋晴には『デート』という感覚なんて殆ほとんど無かった。

　相手はいつも顔を合わせている従育科の仲間だし、何より人数が多い。二人きりで出掛けるとなれば、そりゃあ多少は緊張するかもしれないが、男女四人いれば黙だまっている時間の方が短そうだ。

　大体、白はく麗れい陵りように来て以来、『デート』と冠かんされたものがそれっぽかったことなんて一度もないし。朋とも美みとはただ街で遊んだだけでセルニアとはケンカばっかりで、挙げ句にこの間なんて罰ばつゲーム、しかも相手は男の大だい地ちという……この流れで期待しろって方がそもそも無理だ。

　ただし立案者の岡としては『デート』という意識が強いようで、待ち合わせは須す野の原はらの駅前ということになった。まあ、秋晴としても気持ちは分かるし、ありがたい。白麗陵の中で待ち合わせたり四人で出掛けたりする現場を見られた時、説明に困るので。実際、名目上はデートなんだから、誤ご魔ま化かしづらいし。

「……にしても、あいつら遅いな」

　駅前まで大地と二人で出て来て、待ち合わせ場所のバス停近くに着いてから、かなりの時間が経たっていた。

　携帯の着信が無いことを確かめるついでに時間を見れば、約束の時間を十分以上過ぎている。岡が時間にルーズな印象は無かったが、遅刻するなら電話の一つも入れてくれればいいものなのに。というか、さっき電話しても繋つながらなかったのが気になる。

　別に待つのは構わないが、何か事故かトラブルにでも巻き込まれたんじゃないかと心配になって、ついそわそわしてしまう。

　携帯をブルゾンのポケットに戻し、秋晴が改めて岡達が来るはずの方向を眺ながめていると、隣となりから重く沈むような声が聞こえてきた。

「……日ひ野の、これはもう帰ってもいいんじゃないのか？」

「いや待て、まだ十分くらいしか経たってないだろ。時間通りに来るつもりで、バスに乗り遅れたんなら……たぶん、もうすぐ着くはずだ」

　不満たっぷりな様子だったので慌あわてて取り繕つくろうように言うと、大だい地ちは「……なら、あと五分だけ待つ」と返してきた。

　五分以内に岡おか達が到着する可能性なんて、そこまで高くないだろうけど……まあ、タイムリミットが来たら、またその時に言いくるめればいいか。

　──と、秋あき晴はるが思った矢先。

「ごっめーん、お待たせ！」

　大きな声で謝りながら、こっちに駆かけてくる岡が見えた。

　その姿に、秋晴はホッと胸を撫なで下ろ……せない。

　何な故ぜかというと、岡のすぐ後ろに、同じく駆けている四し季き鏡かがみが見えたからだ。

　……いやまあ、四季鏡が来ること自体はいい。従育科女子の中では結構仲良くやってる方だし、天然で振り回されると疲れるものの、一緒にいると飽あきなくて楽しくもあるから。

　だが──どうしてヤツは休日の街中で、メイド服を着ているんだろうな？

　一言で制服といえばそこまで間違いじゃないはずなのに、この光景は大いに間違っていると断言出来る。その証しよう拠こに、そこら中から視線を独り占めしているし。

　秋晴は思わず頬ほおを引きつらせて、助けを求めるように隣となりを見た。

　すると大地も、自分と似たような表情でこちらを見上げていて、

「……日ひ野の」

「……なんだよ？」

「……………………帰ってもいいか？」

「……………………気持ちは分かるが、駄だ目めだ」

　そんなやり取りをしている内に、息を弾はずませて岡と四季鏡が到着する。

　ニットキャップにロングのパーカー、デニムパンツにブーツという服装の岡は、秋晴達の前に来るなりパチンと両手を合わせ、

「ごめんなさいっ。早さ苗なえの支し度たくに手間取ってたら、バスに乗り遅れた上に携帯忘れちゃったの！　待たせちゃったよね？」

「いや、大したことじゃないからそれはいいんだが……それより、」

「オーケー、皆まで言わないで。あたしも分かってるから」

「分かっているなら、どうしてこんな惨さん事じが起こるまで放っておいたんだ……」

　げんなりしながら訊きくと、済まなそうな表情だった岡はやや疲れ気味に苦笑を浮かべ、いつもの元気はどこにいったのかと思ってしまう弱々しい声で語り始めた。

「あたしの部屋で待ち合わせてから来ることになってたんだけどね……この制服姿で登場されたから、それは驚いたわ。冬場に早苗と外に出かけるのって初めてだから、どんな格好で来るのか楽しみにしていたら……いやぁ、期待とは違う意味でのサプライズですよ」

「……で、どうして着替えさせなかったんだよ？」

　言いながら、秋あき晴はるはちらりと四し季き鏡かがみを見る。走ったせいで少し乱れた服装を気にしているが、本当に気にするべきはそんなところじゃないと思う。

「や、勿もち論ろん対策は取ろうとしたんだよ？　でもね、早さ苗なえったら私服は殆ほとんど持ってないし、誰かに借りようにもサイズが合わないの。身長なら木き田だが近いけど、胸のサイズも加味すると、もうどうにもならなくて……せめてお姉さんが外出していなければ借りれたのに……」

　無念そうに語る岡おかの言葉に、秋晴は誘導されるように四季鏡の胸元を見る。確かに高校生離れした大きさだとは思っていたが……身長に合ったサイズの服だと、えらいことになってしまうのか。体のラインが目立たないメイド服でさえ存分にアピール出来てしまっている以上、ブラウスとかティーシャツだと対戦車地じ雷らい級の破壊力になりそうだ。

　背の件で引き合いに出された木田が、ちょっと残念なくらいスレンダーなのも原因の一つだろうが、そこには触ふれないのが人情ってヤツだろう。

　大だい地ちも自分の胸に手を当ててはいるけど、賢いことに沈ちん黙もくを貫つらぬいている。眉間みけんに皺しわが寄っているのは、まだ遅刻のことで怒っているのかもしれない。

「結局、諦あきらめて制服で来ることにしたんだけど、ドタバタしていたら私は携帯忘れちゃうし、早苗のは充電していなくて電源がつかないし……二人には本当に悪いことしちゃった」

　頭を下げて再度謝られるが、責める気になんてちっともなれない。日頃は従育科女子のまとめ役としてリーダーシップを発揮している岡がこんな散々な状態になっているだなんて、流石さすがは四季鏡としか言いようがないし。なんとも凄すさまじい巻き込みっぷりだ。

　なので秋晴はむしろ同情しつつ、

「事情は分かったから、そこまで気にするなって」

「あの、私が原因で、すみません……！」

　岡の横で四季鏡も頭を下げてくるが、こっちには『気にするな』と言うだけじゃ済まない。メイド服のままっていうのは、一緒に行動する身としてはかなり辛つらいので。

　どうしたものかと考えるが、自分がやれることなんて限られている。

　なので一番手っ取り早く済む方法にしようと、秋晴は着ていたブルゾンを脱ぬいで、四季鏡に投げて寄よ越こした。

「ほら、これ着てろよ。袖そでが余るだろうけど、たぶん前は止まるから」

「え……そんな、日ひ野のさんに悪いです！　私は、別にこのままでも……」

　このままだと困るのはこっちなので、その意見は軽やかに聞き流す。

「いいから着とけって。俺おれは厚着してるからこれでも平気だし、本当に寒くなったらその時には遠えん慮りよ無く返して貰もらうから」

「……はい。それでは、お言葉に甘えることにします……」

　そう言って、四し季き鏡かがみはもぞもぞとブルゾンに袖そでを通してくれた。良かった良かった、これでかなり目立たなくなる。一緒に歩いていても恥ずかしくない範囲内だ。

　理由は身勝手かもしれないが、間違った判断じゃないはず。その証しよう拠こに、四季鏡には見えない位置で岡おかが親指立てて功績を称たたえてくれていた。

　ただ、本日のもう一人の主役である大だい地ちがさっきまでより不ふ機き嫌げんそうな様子なので、早いところ移動した方が良さそうだ。元よりそこまで乗り気じゃないから、下へ手たをすると帰ってしまいかねない。

　四季鏡がブルゾンを着終えたのを見計らって、秋あき晴はるは仕切り直すように、

「っし、それじゃ行くとするか。スケート場は、隣となり町のだよな？」

「そうそう、電車で一駅だからすぐだよ。向こうに着いたら、遅れたお詫わびにあたしがジュースでもお茶でもコーヒーでも奢おごっちゃうから！」

　こちらの意図を察して動き出した岡の先導に従い、秋晴達は駅へ入る。

　タイミング良く、一分と待たずに電車が来てくれたのでそれに乗り込むと、更にツイていることにボックス席が丸々空あいていた。

　次の駅までは十分弱と大して掛からないが、空いているなら座ってしまおうと、男女向かい合わせになるよう腰こし掛かける。

　そして電車が動き出した辺りで、改めて岡が向かいにいる大地へと話しかけた。

「や、今日は来てくれて本当にありがとね。なのにこっちが遅刻なんてしちゃって、申し訳ないったら」

「……事情は分かったから、それはもういい」

「そう言ってくれると嬉うれしいなぁ。……にしても、大地君って普段はそんな感じの服を着るんだね？」

　珍しげに岡が言う気持ちも、秋晴にはちょっと分かる。

　普段も泊まりがけの合宿の時も、プライベートな時間はパーカーか作さ務む衣え姿ばかりで、それ以外の格好をしているのはかなりレアだ。

　ちなみに今日の大地の服装はというと、ファー付きのデニムのジャケットに黒のカーゴパンツで、

「これは……日ひ野のや轟とどろきが勧めるから……」

「え？　日野君達と一緒に買ったの？」

「だって大地のヤツ、びっくりするくらい服が少ないから──いやまあ、四季鏡程ほどじゃないんだろうけど。おまけに地味で似たようなのばっか持ってるから、ここは一つ俺おれ等らの手でコーディネートしてやらんと勿もつ体たいない気がしてきてな」

「ふぅん、男子もそういうことするんだねぇ……でも、確かに似合ってるな。いつもよりカッコ良く攻せめてる感じがするよね？」

「はぃ？　大だい地ちさん、どこかに戦いに行くんですか？」

　四し季き鏡かがみの相変わらず惚ぼけた発言に、秋あき晴はるは声を抑おさえて笑いつつ、横目でちらりと大地の表情を窺うかがう。

　ややむっつりとした無表情ではあるけど、それはいつものことだし、何よりさっきまで地味に発していたピリピリムードは消えている。こいつはこいつなりに、今日のデートを楽しみ始めたのかも知れない。

　なんとなく巣立つ直前の子を見守る親鳥っぽい気分に浸ひたりながら、秋晴は『この後も上う手まくいけばいいな』と思う。

　結果はともかくとして、こうやって男女混合で遊びに行く機会なんてあまりないんだし、皆が楽しくやれれば個人的には満足だった。
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「……温い考えをした罰ばつなのかな、これは……」

　電車の中で微笑ほほえましく抱いだいた思いを全否定したくなるくらい、秋晴は目の前の現実から逃げたい気持ちになっていた。

　スケート場に着いて、チケットを買い、すぐに靴くつを借りてリンクに降りたのは三十分程ほど前のこと。

　そして今、秋晴は四季鏡と二人きりになっていた。

　正確に言えば、四角いリンクには他ほかの客が数十人いるし、大地と岡おかも離れた場所で滑すべっているはずだ。大地はスケート未経験で、四季鏡は上う手まく滑れないというからペアに分かれ、マンツーマンで教えることになった……のは、まあいいとして。

　しばらくは互いに不ふ干かん渉しようという暗あん黙もくのルールが出来上がってしまい、そっちにヘルプは求められないのが一番の問題だった。

「あの、日ひ野のさん？　どうかしましたか？」

「……いや、なんでもない……」

　心配そうに訊きいてくる四季鏡に真実は教えられないので、秋晴にはそう答えるしか無かった。四季鏡も、よもや自分が原因だとは気付いてないだろうし。だって四季鏡だから。

「何でもないけど……やっぱり、上着を着ておかないか？」

「でも、運動すると体がとても熱くなるので……そのご厚意だけで十分です」

　いや別に厚意で言ってるんじゃなくて、本心からそうして欲しいと思っているだけだから。

　本音を言えず頭を掻かく秋晴のすぐ近くで、スケートリンクの外周を囲むように設置された手て摺すりに掴つかまっている四季鏡は、またメイド姿に戻っていた。

　滑り始めてそう経たってない……というか、滑って転んで尻しり餅もち着いての繰り返しで、むしろ体は氷で冷えそうなものなのに。顔色を見ると軽く火ほ照てった風だから、確かにこれでブルゾンを着せたら逆の上ぼせかねないので、秋あき晴はるとしても強く言えない。

　ということで、メイド服になった四し季き鏡かがみは、周りの視線を集めまくっていた。あちこちから「あれ、今日って何かイベントあったっけ？」「どっかのキャンペーンかな？」「コスプレイヤーってやつ？」「一緒にいる男の趣味じゃね？」「うっわ、そうかも」「かなり悪そうな顔してるもんなぁ……」「恥ずかしそうにしてる彼女に無理言ってやらせてるのか……！」と、聞きたくない声が耳に届いて──うん、なんかもう家に帰りたい。彼女に無理に着せてるって、どこの変態扱いだよ。

　四季鏡がメイド姿になって大分経たつけど、まだリンクの視線は独占状態のままだ。たぶん転ぶ度に派は手でにスカートが捲めくれ上がるのが大きな要因だと秋晴は睨にらんでいる。だって他ほかの男共が気を取られたように転ぶタイミングと被かぶってるし。

　色々な意味で恥ずかしいので、秋晴としては早いところ四季鏡に転ばないよう滑すべり方を覚えて欲しいところなのだが──ここで、原因その二。

「ひ、日ひ野のさん、行きますよっ……」

「ああ、来い。今度こそ落ち着いてな」

　こちらの声にこくりと頷うなずいて、四季鏡は頼りにしていた手て摺すりから手を放し、支えのない状態でリンクに立つ。

　長いスカートが邪じや魔まをして見えないけど、たぶんあれ、膝ひざが震ふるえている。生まれたての子鹿よりは多少マシって感じのはずだ。

　確かにスケートの刃は細くてバランスが危うくなるのも分かるが、四季鏡の場合、初めてじゃないっていうのにこの始末。正直、どこをどう指導すればまともに滑れるようになるのか分からない。

　とりあえずめげるな自分と己に言い聞かせ、秋晴は四季鏡のすぐ前に立ち、

「ほら、俺おれの腕うでなり肩かたなり掴つかんでいいから、その状態でゆっくり滑ってみろ。慌あわてないで、膝に体重をかける感じで」

「は、はい……ゆっくり……膝に……」

　確認するように呟つぶやきながら、四季鏡はこちらの肩を掴んできた。

　……あと、腕も掴んできた。

　右肩と左の二の腕を、決して離さないと言わんばかりに力を込めて掴まれ、秋晴は焦あせる。身動きしづらくて仕方ないし、おまけに近い、顔とか胸とか近すぎるから……！

　俯うつむいている四季鏡の表情は秋晴からは分からないが、それでも懸けん命めいに自分の足下を見て滑ろうとしているのが分かる。

　だからこそ秋晴は何も言えない。指導する、いわば教師役の人間が、目の前で揺れている髪かみからふわっとした甘あまい良い匂においがするとか、何度も転んで少しメイド服が濡ぬれているせいで胸の辺りに張り付くようになっているとか、そんなこと口に出せるかって話だよ。
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　……いや、教師役とか関係無しに、ふつーに言えないか。駄だ目めだ、完かん璧ぺきに思考がおかしなことになっている。

　こうなったら指導に集中して余計なことは頭の中から追い出してしまおうと、秋あき晴はるは努めて平静を装って、

「……落ち着けよ？　歩くのと違って、膝ひざに体重かけつつ爪つま先さきを前に押し出そうとすれば、自然と前に滑すべれるはずだからな？」

「わ、分かってはいるんですけど、普段とは勝手が違いすぎて……きゃうっ!?」

　いやお前は普段から良く転ぶだろ──と秋晴が心の中で突っ込みを入れるのと、四し季き鏡かがみの口から悲鳴が漏もれたのは殆ほとんど同時だった。

「な……おぁっ!?」

　そして一いつ瞬しゆん遅れて、四季鏡が掴つかんでいた右肩かたと左腕うでが、猛もう烈れつな勢いで下に引っ張られる。

　秋晴は踏ん張って堪こらえようとしたものの、すぐに『あ、無理だこれ』と悟さとってしまった。ただでさえ不意打ちで引っ張られたっていうのに、履はいているのは細い刃の付いたスケート靴ぐつだ、無理過ぎる。

　もうこうなったら下へ手たに堪えて予想のつかない転こけ方をするより、意図的にカバーの利く倒れ方をした方がマシだ。下は硬い氷だけど、擦さつ過か傷しようになりにくいだけコンクリートよりずっといい。

　覚かく悟ごを決めて、秋あき晴はるは四し季き鏡かがみに掴つかまれたままの不自由な状態で倒れ込んだ。出来るだけダメージが少なくて済むよう膝ひざから落ちた結果、予想以上に膝が痛くて声が出そうになる。

「っ…………大丈夫か、四季鏡？」

「うう……すみません、私のせいで……」

　股また下したをくぐり抜けようとして失敗したみたいな転び方をした四季鏡は、涙なみだ目めになって謝ってくる。

　どこをどうやればそんなアクロバティックかつバリエーション多彩に転べるのかと純粋に訊ききたい気持ちはあったものの、秋晴はとりあえず覆おおい被かぶさっていた四季鏡から体を離し、一番大事な質問をした。

「いや、いいんだけど、怪け我がは？」

「あ、はい…………たぶん、していないかと」

「そうか……なら、まあいいや」

　結構派は手でな転び方だったので心配だったが、頑がん丈じようなヤツで良かった。……まあ四季鏡姉妹の場合、頑丈じゃないと生きていけそうにないドジっぷりがそもそもの問題だけど。

　ともあれ、怪我がないなら何度転んでもオッケー。自転車と同じで、コツを掴むまでひたすら失敗するしか無いから、またリトライだ。

　要は諦あきらめずめげないのが大切だ、と四季鏡よりも自分に言い聞かせて、秋晴は慎しん重ちように立ち上がる。

　まずは自分が立ってから手て摺すりを掴み、万ばん全ぜんの体勢で四季鏡へと手を差し出した。

「っと……ほら、掴まれ」

「はいっ。すみません、何度も何度も」

　起こして貰もらうのにはもう慣れたようで、四季鏡も軽く頭を下げつつ手を取り、よろよろと立ち上がった。初めはこれさえ上う手まくいかずまた転んで、しかも秋晴も巻き込まれて……なんてことになっていたので、十分に成長が窺うかがえる。

　……そう思わないと、続けられないよなぁ。まあ、こうして手を繋つなぐだけでもちょっとした役やく得とくだし、巻き込まれた時にも痛い以上に柔やわらか体験という世の男共が羨うらやんで睨にらみつけてきそうな思いもしているし、悪いことばかりでもないのだけれど。

　見慣れたメイド服を着たドジっ子がしっかりと……というにはかなり覚おぼ束つかないものの立ち上がったのを見計らって、秋晴は掴んでいた手を離す。

　さあもう一度、今度は自分が押すか引っ張るかして滑すべる感かん触しよくだけでも覚えさせようかと、次のプランを練っていると──不意に、スケート場に歓声が響いた。

「…………なんだ？」

「さあ、なんでしょう？」

　四し季き鏡かがみと顔を見合わせて、秋あき晴はるは眉まゆを顰ひそめる。

　今のは目の前のドジメイドが転んだ時とは違って、表に出していい称しよう賛さんの声だった。誰かがホームランを打ったとか、テストで満点を取ったとか、驚きと感動が入り交じったような感じのものだ。

　何があったんだろうかと不思議に思っていると、目の前で四季鏡が何かに気付いたように小さく口を開けた。

　そして薔ば薇ら色に紅あかく頬ほおを染めて、

「ひ、日ひ野のさんっ、あれっ！」

「あれってなん──」

　なんだよ、と訊きこうとした声は、四季鏡が指差した方向を見てしまったことで、喉のどの奥に引っ込んでいった。

　理由は勿もち論ろん、『あれ』の正体が自分でも分かったから。

　スケートリンクの、ほぼ中央。

　ぽっかりと開いたその空間に、一人だけ颯さつ爽そうと滑すべる影があった。

　それは紛まぎれもなく、秋晴のルームメイトの……

「………………大だい地ちって、今日初めてスケートするんじゃなかったっけ？」

「は、はい……私もそう聞いていました、けど……」

　自信なさげに答える四季鏡の気持ちが痛いほど分かる。

　だって大地のヤツ、滑るだけでなくジャンプまでしてるし。空中で二回転半回まわって、後ろ向きのまま何事もなかったように着地して、しかも急旋せん回かいまでやってのけて……いやどう見てもプロかそれを目指してる人間の動きだよ。あれでスケート始めて一時間弱って、誰が信じるんだろーか？

　大地がそんな意味の無い嘘うそを吐つくはずがないと分かっている秋晴でさえ思わず疑ってしまうくらい、次々と華か麗れいに技を決めていき、

「いいよいいよ、大地君その調子！　次は二連続でジャンプしてみようっ！」

　……焚たきつけているのは、本日のデート相手だった。最も早はや指導者ではなくて扇せん動どう者しやっぽいな、あれ。嬉き々きとして指示してるのを見る分には、楽しそうで何よりだけど。

　ただ……これは自分の気のせいかも知れないが……

　──大地のヤツ、なんか機き嫌げん悪くなってないか？

　かなりの速度で滑ったり回ったりしている上に、感情が表情に出にくいヤツだから、秋晴の思い過ごしという可能性は高い。

　でも、編入以来同じ部屋で寝しん食しよくを共にしているから、他の従育科生も分からないようなちょっとした違いが、自分には何となく分かる。

　それに、これまた確証はないが、たまに大地の視線がこっちを向いている気もした。しかも睨にらむような感じで。

「…………俺おれ、なんかしたっけ……？」

　岡おかの様子からすると、向こうは向こうでそれなりに上う手まくやれていたっぽいのに、何な故ぜに睨まれるのか。理由がまるで分からない。

　となると、やっぱり全部勘かん違ちがいの思い過ごしという説も出て来るが……一体、何が正解なんだろーか。

　小首を傾げてルームメイトの心しん中ちゆうを考えても答えは出ない。これは違う角度からの意見を求めるべきかもしれないと、秋あき晴はるは隣となりにいる四し季き鏡かがみを見て──訊きこうとしていた言葉を、呑のみ込んだ。

「……凄すごいです！」

　目をキラキラさせてそんなことを言う四季鏡に、秋晴は何故か猛もう烈れつに嫌いやな予感が湧わいてきた。

　誰がどう見ても大だい地ちのやっていることは凄いし、それもスケート初心者ということを知っていれば尚なお更さらだけど……どうしてこのメイド見習いのお嬢じようさんは、そんなやる気に充みち満ちた目をしていらっしゃるのか。

「私もあんな風に、華か麗れいに滑すべってみたいです！　跳んだり回ったり……まるで野山を駆かけるムササビのようで……！」

「それって褒ほめてるのか？」

　蝶ちようとか妖よう精せいとかそんな表現がくると思ったら、まさかの小動物だった。可愛かわいらしくて見み目めもいいけど、飛んでるイメージが強くて氷とは無関係の上に、褒め言葉として微び妙みよう過ぎる。

　だが──秋晴が本当に突っ込みたくなる発言は、更にこの後に来た。

「同じスタートラインにいた大地さんがもうあんなに滑れるんですから、私も頑がん張ばれば少しくらいは……きっと足りないのは勇気です、思い切れば何か見えてくるかも知れません！」

「いや待てっ!?　お前と大地じゃ初心者の括くくりで一緒でも土台が全然違うぞ?!　というか、あんな何でも出来る万能でミラクルなヤツに触しよく発はつされたって──」

「諦あきらめたら可能性はゼロになるってお姉ちゃんが言ってました！　大地さんみたいに凄すごいことは出来なくても、ある程度ならどうにかなると思うんです！」

　そんな心に響くセリフを吐はかれてしまうと、秋晴は泣きたくなる。勿もち論ろん感動とかじゃなくて、巻き込まれる身としてだ。

　ただ歩こうと、普通に滑ろうとしただけで盛大かつ予想外の転び方をしてくれるのに、思い切ったらどんなことになってしまうのか……駄だ目めだ、想像が追いつかない。でも惨さん事じの予感だけはひしひしと感じる……！

　秋晴は咄とつ嗟さに四季鏡の手を取って、なんとか説得を試みようと、

「ちょっと待っ──」

「四季鏡早さ苗なえ、いっちゃいます！」

　制止しようと言い終える前に、そんな声が聞こえてきて──

　次の瞬しゆん間かん、宙ちゆう返がえりでもするみたいに秋あき晴はるの視界がぐるっと回り、

「ぅぐあっ!?」

「ひゃんっ?!」

　後頭部に猛もう烈れつな痛みが走って、すぐに打った箇所が熱くなる。氷の上で冷やされているだろうに、熱くて痛くて泣きそうだった。

　というか、どんな転び方をして、どう巻き込まれれば、手を取っていた相手がほぼ半回転するようなことになるのか。そして何な故ぜ同じく転んだはずの四し季き鏡かがみは可愛かわいらしい悲鳴で済むのか。謎なぞすぎるけど、今は痛くて解明なんてしてられない。

　秋晴はジンジンと痺しびれるように痛む後頭部をさすりながら、たぶん大丈夫だろうと思いつつも四季鏡の無事を確認しようと、リンク上に仰あお向むけになって倒れたまま辺りを見回す。

　当然のように周りの客は自分に注目していたが、そんなことより四季鏡の姿が見つからない。ちょっと頭を上げて足下の方を見てみても、やっぱりいなかった。

　まさかどこかにすっ飛んでいったのかと半ば本気で思っていると、




「ひ、日ひ野のさん、大丈夫で──きゃぅあっ!?」




　背後からそんな声が聞こえて来て──ああそうか、と秋晴は理解した。

　つまり自分の後ろに四季鏡はいた訳だ。なら見えないはずだ。うん、納得。

　……そして、見えなくても分かっている。

　心配そうに自分に掛けられた四季鏡の声が、最後は聞き慣れた悲鳴だった理由が。

　きっと先に起きようとして、その拍ひよう子しにまた足を滑すべらせたに違いない。

　これには自信がある。賭かけてもいいくらいだ。

　何な故ぜかというと──視界の中で、まるで降ってくるように、四季鏡の体が迫ってきているから。

　たぶんダイビングボディプレスをかけられるのと同じような感じなんだろうなー、と他ひ人と事ごとのように感想を抱いだいたまま。

　秋晴は柔やわらかな塊かたまりに押し潰つぶされるようにして、再び氷に後頭部を打ちつける羽は目めになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「やぁ、楽しかったねー」

「私も楽しかったです！　ちゃんと歩けるようになりましたし！」

「…………ああ、そうだな……」

「…………まあ、悪くはなかったと思う」

　口々にそんなことを言いながら、秋あき晴はる達はたっぷり四時間近く過ごしたスケート場を出た。体のあちこちが痛いし、疲れもかなり酷ひどいことになっているが、空気を読んでそれは言わないことにする。

　普通のデートならこの後メシでも食べて……という運びなんだろうけど、寮りように住んでいるので当然のように夕ゆう飯はんは戻って食べることに決まっていた。誰が言い出したわけでもないが、発ほつ起き人にんの岡おかが「今日のご飯はなんだろうねぇ」なんて言っているし。

　早く寮に戻ってゆっくり風ふ呂ろに入り体を癒いやしたい秋晴としては、デートが長引かないのは喜ばしい。

　でも同時に思うのは、このままでいいのだろうかという疑問だ。

　それなりに長く二人きりだったんだから少しは面おも白しろい展開になっているかもと思いきや、合流して四人で遊んだ時にそんな様子はちっともなかった。大だい地ちも岡も、普段と殆ほとんど変わらない会話しかしていない。

　そもそもが『デートといっても、そうしゃちほこ張らないで』という趣しゆ旨しとはいえ……流石さすがにこれは、どうなんだ。せめてもう少し、色っぽい展開にならないまでも、ちょっとは踏み込んだ話くらいさせられないものだろーか？

　お節せつ介かいだと自覚しつつ、秋晴としては何とかしたい。岡には女子のリーダー格として助けられることも多いし、大地に至っては『幸せになってくれればいいなー』なんていう、お前どこの親しん戚せきの親父おやじだよと自分で突っ込みたくなるような思いがあるし。

　しかし、後は白はく麗れい陵りように帰るだけ。寄り道しようにも、四人でいたらあんまり変わらない気がする。

　他ほかの三人の会話に適当に相あい槌づちを打ちながら、秋晴はどうしたもんだろうと考えていた。

　妙みよう案あんなんてちっとも浮かばないまま駅に着いてしまい、しかも電子表示板の次発予定を見れば、

「うわやばっ、もう電車来るよ!?　急がないと！」

　慌あわてる岡の言葉通り、一分後には帰き途と方面の電車が来るらしかった。

　……というか、電車がホームに入ってくる音が聞こえてきていた。

　別に乗り遅れても十分くらいで次の電車は来るけど、岡の思考に『ゆったり待つ』なんてものはないようで、すぐにダッシュでホームへ向かう。

　そしてこちらを振り向いて、

「急いでっ！　間に合う間に合う、あたし達なら余よ裕ゆうだからっ！」

「はっ、はいっ！　大丈夫ですよねっ」

　同意する四し季き鏡かがみが転ばなければ、まあ間に合うはずだ。余裕があるとしたら大地だけだろうけど、たぶんドアに挟はさまれるかどうかってくらいギリギリでも無いはず。

　岡おかや四し季き鏡かがみは既すでに先に行っているので、秋あき晴はるも仕方ないと続く。

　そしてすぐに大だい地ちが追い抜いて、ホームへ続く階段を上っていくのが見えた。相変わらず身体能力高すぎだ。オリンピックの競走競技全制せい覇は出来るんじゃなかろうかって思わず真剣に検討してしまうレベルの足で、大地はあっさりとホームへ消えてしまう。

　最さい後こう尾びを走る秋晴が階段を上り終えてホームに出た時は、既に大地は到着していた電車に乗っていて、しかも発車を知らせるベルが鳴り始めていた。

　間に合うとは思っていても焦あせりを募つのらせる音に、秋晴は少し速度を上げようと──した、その瞬しゆん間かん。

「待って──ひゃうぁっ!?」

　本日何度目になるか分からない悲鳴と共に、秋晴の目の前で四季鏡が足を滑すべらせた。

「わっ……と、と」

　進行ルートで倒れた四季鏡を蹴け飛とばしてしまいそうになり、慌あわてて横に跳とんでどうにか回かい避ひする。もう少しで肩かたの辺りにぶつかりそうだったけど、なんとか無事に済んだ。

　そのことに秋晴はホッとして、座り込んでいる四季鏡に、

「だ、大丈夫か？　怪け我がは──」

　無いか、と訊きこうとした直後、鼓こ膜まくを震ふるわせていたベルの音が鳴り止やむ。

　……そう、鳴り止んでしまった。

　となれば、当然次は『プシュー』という気の抜ける音が聞こえてきて……

　四季鏡の手を差し伸べた姿勢のまま、秋晴が首だけ動かして電車の方を見ると──




　二人並んで口を半開きにしている岡と大地の姿が、閉まったドアに嵌はめられたガラスの向こうにあった。




　そのまま電車はゆっくりと動き出し、次第にスピードを上げていき……

　──ややあって完全に視界から消えたところで、秋晴は改めて四季鏡を見た。

　転んだまま呆ぼう然ぜんとしていたのか、四季鏡はおろおろしながら口元に手をやって、

「ひ、日ひ野のさん、どうしましょう……私、またとんでもないミスを……！」

　大おお袈げ裟さに反省の言葉を口にするメイド服の同級生に、秋晴はポンと肩かたを叩たたいてやる。電車に乗り遅れたくらい大したことじゃないし、気にしなくても良い。

　……というか、

「──良くやった、四季鏡」

「……………………ふぁ？」

　褒ほめられた理由なんてこれっぽっちも分かっていなさそうな声を上げる四季鏡を他よ所そに、秋晴はつい口元を綻ほころばせてしまった。




　予想外のハプニングだけど、結果オーライだった。図らずも邪じや魔ま者ものがいない二人だけの状況が完成したんだから、今回ばかりは四し季き鏡かがみのドジに感謝する。

　一本後の電車に乗った秋あき晴はる達は、駅で待っているかもしれない大だい地ち達を探してみた……が、いなかった。きっと岡おかがチャンスを活いかして、先に戻るよう促うながした結果だと思う。

　さあ一体どんな会話が二人の間でされたんだろうなぁ──と楽しい気分で白はく麗れい陵りように戻った秋晴は、ドキドキ半分わくわく半分で寮りようの自室のドアを開ける。

「大地、もう戻ってるか？」

　声を掛けてみたが、返事は無し。

　先に風ふ呂ろにでも行ったか、それともまだ岡と一緒にいるのか、どっちだろうと首を捻ひねりながら秋晴は部屋に入り、ルームメイトの所在を確認してみると…………いた。

　ベッドの上で、ポコッと布ふ団とんを膨ふくらませて隠かくれている大地を発見。顔は見えないけど、まあ本人だろう。

　ただ──どうしてこんな、亀かめが甲こう羅らに閉じ籠こもっているみたいになっているのか。これって普通、心を閉ざしたくなる何かがあるとか、大失敗をやらかしたとか、そんな時にやりたくなる行為だよな？　少なくとも自分なら大おお恥はじを掻かいた時にやりそうな気がする。

　ひょっとして帰りに岡に告白されて、それを断って……なんてことがあったのかもと、思わず邪じや推すいしてしまう。

　想像だけど、もしそうだったら…………うわどうするんだよ、自分。つい『四季鏡グッジョブ！』と褒ほめ称たたえたが、岡がどこまで突っ走るのかなんて、ちっとも考えてなかった……！

　さっきまでの浮かれ気分が急転、ざわざわと落ち着かなくなってしまった秋晴は、大地のベッドに近寄って、

「だ、大地？　ええと、その、なんというか……岡に、何か言われたのか？」

　恐る恐る、丸まった布団を手で揺すってそう訊きいた刹那せつな、

「──っ!?」

「おぁっ……!?」

　ガバッと布団を跳はね退のけて大地が姿を現したので、秋晴は心臓が止まりそうになった。

　おまけに出て来た大地は、サウナに長時間いたみたいに顔を真まっ赤かにさせて、しかもパクパクと口を動かしながらも何も言えずにいて……うわもう、ただごとじゃないって、これは。

　もしかして本当に、告白絡がらみで大変なことが起こってしまったのかと秋晴が考えた矢先、のそのそと緩かん慢まんな動きで大地はベッドから降りた。

　そしてこちらと顔を合わせずに、

「…………少し、部屋を出る……」

　微かすかに掠かすれた声でそう言うと、大地らしくないギクシャクした動作で外へと歩き出す。

　驚きと心配と興味と、他ほかにも色々な感情が綯ない混ぜのごっちゃになってしまった秋あき晴はるは、なんて声を掛けていいのか分からないまま、

「…………ゆ、夕ゆう飯はんは？」

　そんな頭の悪い問いかけに、大だい地ちは振り向く素振りもなく、

「…………要いらない」

　たったそれだけ答えて、部屋から出て行ってしまった。

　秋晴はしばらくの間、呆ぼう然ぜんとドアの方を見て……それから、さっきまで大地がくるまっていたベッドに視線を移す。

　乱雑に跳はね除のけられたままの布ふ団とんに、どこかへ行ってしまったルームメイトの姿を脳のう裏りに思い浮かべて、

「……何が……何があったんだ……!?」

　自分以外誰もいない部屋で、その疑問に答えてくれる人は、当然おらず。

　秋晴は悶もん々もんとしたまま、立ち尽くすしかなかった。
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　──そもそも。

　ダブルデートなんて、薫かおるはちっとも乗り気じゃなかった。

　だから待ち合わせの時も、こうしてスケート場へ向かう電車の車内でも、殆ほとんど喋しやべらずにいる。元々口下べ手ただし、取り繕つくろって話そうとすると機き嫌げんが悪いのを隠かくしきれずにボロが出てしまうかもしれないからだ。

　今も、薫の服装について岡おかが質問をしてきたので、言葉少なに最小限の答えで済まし、日ひ野のが何やら補足するように喋しやべっているのを聞きに回る。

「──にしても、こうして見るとやっぱ大地に似合ってるよな、その服。もう少し大人おとなしめにしようかとも思ったが、こっちにして良かった」

「…………そうか」

　軽い口く調ちようで日ひ野のが褒ほめてくれるけど、素そっ気けなく返すに留とどめる。そんな言葉、試着した時にだって似たようなことを言われたし、別に嬉うれしくなんかない。ただ、これを選んで良かったと思うだけだ。

　……というか、今更似合わないなんて言ったら本気で脛すねを蹴け飛とばしてやる。日野が散々似合うと褒めるから買った以上、それくらい当然だ。

　むしろもっと褒めてくれてもいいくらいで──

「一緒に買い物ね、楽しそうでいいなぁ。ねっ、大だい地ち君、今度あたしとも行かない？」

「っ……か、考えておく」

　深く思考に入り込んでいたところに岡おかから声を掛けられて、薫かおるは驚きを呑のみ込みなんとか平静を装って返した。

　たぶん大丈夫、殆ほとんど話を聞いていなかったなんてバレていないはず。その意味では無事に済んだ、が……

　問題なのは──自分が何を考えていたかだ。『もっと褒めてくれても』だなんておこがましい内容を、しかも親友に対して抱いだくだなんて、どうかしている。

　駄だ目めだ、デートの誘さそいから今日まで、感情を揺さぶられることが多すぎて、少しおかしなことになっているみたいだった。

　これじゃ、いけない。デートといっても、薫からすれば同性の友人と遊ぶのとそう変わらない……が、そもそも女友達と遊んだ経験自体が無いに等しいから、ちょっと緊張しているのかも知れなかった。

　もっと気を張らないと、ボロが出てしまう可能性もある。日野に巻き込まれて付き合う羽は目めになった上、こんなことで女だとバレる訳にはいかない。

　──だというのに。

　どうしても無視出来ないことが、一つだけある。

　それは、薫の横で会話に興じている日野と、

「日野さん日野さんっ、あの建物は何ですか？　塔とうみたいに見えますけど」

「あれはゴミ処理場だろ。確か廃熱を利用した温水プールもあるって聞いているが……温水プールなら白はく麗れい陵りように豪ごう勢せいなのがあるからなぁ」

「へええ、そうなんですか〜」

「早さ苗なえったら子供みたいにはしゃぐわねー。あ、そういえば、電車に乗ること自体が珍しいんだっけ？」

「はいっ。しかも今日は皆でお出掛けですから、二重でおめでたいです！」

　珍しいのとめでたいのとがどう繋つながるのかは分からないが、少なくとも薫はおめでたい気分になんてなれない。

　外を見ながら嬉うれしそうな表情をしている四し季き鏡かがみは、メイド服を隠かくす為ためとはいえ……日野のブルゾンを着ていた。さっき貸して貰もらった時の喜ぶ顔は、今も薫かおるの脳のう裏りに焼き付いている。

　これはダブルデート──そう、『ダブル』の『デート』、ということは。

　日ひ野のと四し季き鏡かがみもデートしているということになる……！

　それが、何な故ぜだか無む性しように腹立たしい。

　理由は分からないが、楽しそうな日野の顔を見ると、苛いら々いらと寂せき寥りよう感かんが綯ない交ぜになったような気分になる。

　こちらは秘密がバレないようにする以外は普通に友人と遊びに行く感覚だというのに、日野達は違うのかもしれないと思うと──胸とお腹なかの辺りがもやもやして、気が滅入ってくる。

　いっそ帰ってしまいたい……けど、岡おかに悪いし、何故か逃げるような気がするのも嫌いやだ。

　どうやってこのデートを過ごせばいいのか分からず、薫はこっそりとため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「それじゃ、簡単なことから教えていくね！」

「……頼む」

　元気一杯な岡に押されつつ、薫はゆっくりと立ち上がった。スケート初体験で基本を岡に教えて貰もらうことになった以上、とりあえず言うことには従わないといけない。

　初めて履はくスケート靴ぐつはやけに硬かたくて窮きゆう屈くつな感じがするものの、足首までしっかり固定されているので細い刃しか支えが無くても問題はなかった。

　その場で軽く足踏みして感かん触しよくを確かめて、それから氷の張り巡らされたリンクの上へと移動する。

「わっ……もう普通に歩けてるね。流石さすがは大だい地ち君だわー」

「別に、大したことじゃない」

　謙けん遜そんしている訳じゃなくて、薫にとっては本当に大したことじゃなかった。左右で歯の長さの違う一本下げ駄たで野山を走らされるくらいは序じよの口くちな祖父の修行を何年も受けてきたんだから、スケートの短い刃程度ならバランスを崩くずしたりはしない。

　それでも岡にとっては凄すごいことに見えるらしく、手を叩たたいて褒ほめてくれる。

「うんうん、これならすぐに滑すべれるようになりそう……でもそうなると、手取り足取りの密着レッスンタイムが殆ほとんど出来ないね？」

「…………悪いが、岡の言っている内容が僕には理解出来ない」

「んんー……分かり易やすく具体的に言うと……あっ、あんな感じ！」

　そう言って岡が指差した方を見ると、さっき別れた日ひ野のと四し季き鏡かがみが、丁ちよう度どリンクの反対側にいた。距離にして二十数メートルは離れているが、薫には問題なく表情まで分かる。

　不安そうにしている四季鏡は、日野の右腕うでを抱だき締めていて──

「…………っ！」

「あんな風にしている大だい地ち君もちょっと見てみたかったけど、叶かなわぬ夢だったねぇ。や、残念無念」

　気楽に喋しやべる岡おかにどうしても確認しておかなければならないことがあって、薫かおるは震ふるえそうになる唇くちびるで何とか質問を口にした。

「…………あれは……滑れないから、しているのか……？」

「だと思うよ。早さ苗なえってやる気は凄すごいんだけど、運動神経は良い方じゃないから、足下が覚おぼ束つかないと人一倍不安なのかもね。あたしも初めてスケートした時は、あんな感じでお父さんにしがみついていたし」

「………………そうか」

「あー、でも、あたしじゃ大地君にしがみつかれたら転んじゃうかな。そこまでスケート上う手まく無いし」

　言って、岡は楽しそうにケラケラと笑う。だが、薫はとても笑う気になれない。

　もしこれが、日ひ野のと二人きりで来ていたら……そうじゃなくても男女で別れる組み合わせなら、今の四し季き鏡かがみのポジションに自分が納まっていたことに……！

　……別に、ああいう風にしたいなんて思ってない。四季鏡のことが羨うらやましくは無いし、代わりたいという願望もない。そんなのない。

　今でも男は苦手なままだし、相手が日ひ野のなら多少手を握にぎるくらい平気だろうけど、あんな、抱だき付くなんて──違う、焦しよう点てんがおかしくなってきている。

　そうじゃなくて……そう、自分ならあそこまで迷めい惑わくは掛けず、それでいて教え甲が斐いもあるはずだ。日野としても、自分と一緒だった方が良かったに違いな──

「うっわー、早苗ってばあんなにガッチリ日野君の腕うでを抱き締めちゃって……や、違うね、あれはもう抱き締めるというより、挟はさみ込んでいるって感じかぁ」

　……………………挟むとか、そんなの無理だ。どうやっても絶対に、物理的に無理だ。

　岡の何気ない冷やかしの言葉に大ダメージを受けながら、薫は居たたまれない気持ちで歩き出す。

　普通の靴くつと違って靴底の更に下に硬い刃があるから、いつも通りに歩こうとすると違和感がある。とはいえ、感覚はすぐに掴つかめたので、三歩目を出す時には何の問題もなくスムーズに滑すべることが出来た。

　これでいいのかと確認するように岡を見れば、目を丸くさせパチパチと拍手をしていて、

「うわー……殆ほとんど何も教えないうちに、普通に滑れちゃったぁ。大地君、本当にスケートするの初めてなの？」

「初めてだが、似たような経験はある」

「へー……そういえばスキーはやったことあるって言ってたもんねぇ」

　何やら岡おかは頷うなずいて勝手に納得しているが、似た経験はスキーじゃない。水蜘ぐ蛛もという名前の道具を足に付けて、池の水面を浮かびながら渡る修行をしていた時のことだ。

　あれに比べれば氷の上を滑る方がずっと簡単だし、自由度も高い。これなら自分でなくても、誰でも簡単に滑れると思う。現にリンクでは小学生くらいの小さな子も普通に滑っていた。

　ただ根本的な部分で疑問が残るので、素直に岡へ訊きいてみる。

「ところで『スケートして遊ぶ』というと、何をするんだ？　スピードを競うのか？」

「えーっと……何をするかって訊かれると、返答に困るかも。ここみたいな四角いリンクで、しかも人が一杯いるのにスピード出されても危ないし」

「なら、一体何を……？」

　周りを見ると、皆それなりに楽しそうだった。けれど特別何かをしているようでもないし、ただ単に滑って、たまに転んで、それだけで喜んでいるように見える。

　その感覚が薫かおるには良く分からず、この後はどうすればいいのか困ってしまう。

　予想外の質問だったらしく、岡もちょっと困り顔になって……しかしすぐに、パッと明るく表情を輝かせた。

　そしてとてもイイ笑顔でこちらの手を取り、

「スピードスケート以外だと、回ったり踊るように滑ったりして、演技を競うものなのよ！　空中で三回転半ジャンプとかするのっ」

「三回転半……た、縦たてに？」

「もー、そんなわけないでしょ。横にくるくるって回るのよ」

　それを聞いてホッとした。流石さすがに縦に三回転半なんて、この靴くつじゃ無理だ。それに半回転多いと頭から落ちるので、手で着地することになって大変だし。

　慣れれば二回転くらいは出来ると思うけど、そもそも縦に回ると他ほかの人にスケート靴の刃を向けることになって危険だから良くない。山の中と違って人が多いところでは色々と自じ重ちようしないと。

　薫が一人安全を心掛けていると、何な故ぜだか俄が然ぜん張り切った様子の岡がこちらに向かって親指を立てて、

「よぉーし、それじゃあ特訓しましょ！　あたしが大地君を氷上の妖よう精せいにしてあげるから！」

「む…………頑がん張ばる」

　良く分からないけど凄すごい気合いだし、特訓も嫌きらいではないので、薫は小さく頷うなずいてみせる。それに……『妖精』って響きは、ちょっとだけいい。自分には不ふ釣つり合いだって分かってはいても、憧あこがれる。見た目はともかくとして演技が上う手まければ『妖精』の称号が得られるというなら、これは取りにいくべきだ。

　……ちらりと横目でリンクの反対側を見れば、丁ちよう度ど四し季き鏡かがみが転んでしまったところで、メイド服のスカートがひらりと舞っていた。そして、仕方ないと言う感じの表情をした日ひ野のが手を差し伸べる。

　すっかり四し季き鏡かがみとのデートに集中している日ひ野のに、目に物見せてやろうと心に決めた。きっと驚くだろうし、もしかしたら凄いと褒ほめてくれるかもしれない。

「…………やるぞ」

「良く分からないけど大だい地ち君も気合い入ってるねー。それじゃ、どんどん教えていくよ！」

「ああ。手本を頼む」

「あ、ごめん。あたし自身は出来ないから、手本とか無理。大体こんな感じ〜、っていうことくらいしか教えられません」

　笑顔であっさりお手上げ発言をする岡おかに、薫かおるは軽い頭痛を覚えたものの、

「……それでもいい。とにかく、やってみる」

　一度決めた以上、出来る限りは頑張ってみようと思い、前向きに言う。

　その意志を汲くみ取ってくれたのか、岡は力強く頷いて、

「よーし、それじゃあ後ろ向きに滑すべるところから始めましょうか！　それが出来ないとジャンプなんて無理だからね！」

「分かった、努力する」

　見ていろよ、日野──と心の中で呟つぶやいて。

　岡の指導の下、薫は真剣にスケートの練習を始めた。




「……………………こんなはずでは……」

「うん？　どうかした？」

「……いや、何でもない」

　ちっとも何でもなくはないが、素直に心情を晒さらけ出す事なんて出来るはずもなく、薫は取り澄まして答える。

　修行によって培つちかわれた身体能力と集中力で、岡の適当な指導でも何とかフィギュアスケートの技をいくつか覚えた──と、いうのに。

　身に付けた技を披ひ露ろうした結果、岡とその他大勢の客からは拍手が貰もらえたが、肝かん心じんの日野は殆ほとんど自分を見ていなかった。それどころか更に、四季鏡とイチャイチャする始末だ。

　別に見ろと言ったわけでもないし、見ている義務なんて日野には無いことを分かってはいても……やっぱり、ムカムカしてしまう。こちらの勝手だとは分かっていても、自分の中で消化しきれない。

　それにプラスして、状況の変化にもついていけてなかった。

「……本当に、僕が岡を教えるのか？」

　ついさっきまで逆の立場だったというのに、という意味も含めた言葉に、岡はカラッとした笑顔で、

「うん、よろしくお願い出来るかな？　短時間であたしよりずっと上う手まくなった大だい地ちくんだもの、きっと上達のコツも掴つかめてると思うのよ」

「だが、それと人に教えるのとは……」

「もー、大丈夫だったら！　自分じゃ分からないのかもしれないけど、大地くんの滑すべり方って綺き麗れいで見ているだけでも参考になるし。それに今より下へ手たになることはないんだから、もうバシバシ適当な感じでお願い！　ね？」

　すぐに返って来た前向きな言葉に、尻しり込ごみしているのが恥ずかしくなる。

　良くないな、と思う。いつまでも立場の逆転に戸と惑まどっている場合じゃない。今度は岡おかに指導する側なのだから、色々と教えて貰った分もちゃんと返さないと。

　自省した薫は改めて、岡と向き合ったままゆっくりと後ろに滑り、

「それで、具体的には何を教えればいい？」

「んん……そうね、速く滑るコツが一番知りたいけど、ここだと怪け我がしそうだからそれはまた次の機会として……やっぱり、上手く止まるコツかな？」

「……止まれないのか？」

「全く駄だ目めって訳じゃないけど、かなり下手なのかなぁ。わざと壁にぶつかったり手て摺すりを掴んで止まったりする方が確実だから、あまり練習してないし」

　そう話すと、岡はえくぼを浮かべた照れ笑いを見せる。

　確かに薫かおるも、彼女から滑すべり方を教わった記き憶おくはあるが、止まり方を教えられた覚えがない。つまり必要の有う無むではなく、自信がなかったから言えなかったということか。

　納得はいくが……そんな相手にターンやジャンプを教えて貰もらっていた自分は、一体何なのだろう？

　微び妙みような気分に陥おちいりつつ、薫は一つ息を吐はいてそれを収め、

「……止まるコツは、思い切りだと思う。エッジを揃そろえて横にするのは少し怖こわいかもしれないが、体重移動さえ出来れば大丈夫だ」

「うーん……理屈じゃ分かっているんだけど……」

「怖がっていたら、重心が後ろに残らなくて転び易やすい。つんのめると逆に危ないから、尻しり餅もちを着くのは覚かく悟ごしてやってしまった方が良いぞ」

　……どうしてこんな説明を初心者の自分がしているのか少し謎なぞだけど、体の使い方は熟知しているから、何をどうすれば上う手まくいくかはもう理解している。

　後は言ったことを岡が出来るかどうか、それだけだ。

　薫は「見てろ」と言って、人が少ない方を選んで軽く助走し……スピードが出たところで、エッジを倒しブレーキを掛けた。

　リンクの氷を浅く削けずりながら数十センチ進んだところで勢いは止まり、殆ほとんど慣性に任せて前傾姿勢だった体を起こす。もっと氷が滑りやすかったり、逆にまるで滑らなかったりしたらちょっと調節が必要だが、今くらいの状態なら止まるのはさほど難しくない。

「……こんな感じだ。簡単だろう」

「いやぁ、超簡単そうにやられちゃったけど……」

　振り返れば微び妙みように笑えみを強こわ張ばらせて苦笑する岡おかがいて、薫かおるは少し困ってしまう。

　もしかしたら、今の自分の滑りでは模も範はんにならなかったのかもしれない。日ひ野のの訓練に付き合う時に『上手くやるコツを教えてくれ』と言われても、思うように伝わらないことがよくあるので、やっぱり自分は教えるのに向いていないようだ。

　しかし具体的な説明をしようにも、どうすればいいかは体が理解していて頭で深く考えている訳ではないから、上手く言葉にまとまらない。

　考えに考えた末に薫が出した結論は、

「……とりあえず、やってみてくれ」

　岡には悪いが、トライアル＆エラーで何度も繰り返して貰う他ほかに、何も浮かばなかった。せめて数日でいいから練習を積ませて貰えれば他人にも理解出来る説明が少しくらいは可能かもしれないけれど、一時間足らずの経験じゃどうにも無理だ。

「こっちに向かって滑ってきて、僕の前で止まる感じで頼む」

「うーん……いいけど、失敗してぶつかっちゃうと思うよ？」

「僕のことは気にしないでいい。転ばないように助けるから、思い切ってやってみてくれ」

　足下が不安定とはいえ、もう大分慣れた。予想外のタイミングで来られるならまだしも、来ると分かっている体当たり程度で倒れたりはしない。

　大丈夫だ、とアピールするように薫が軽く胸を叩たたくと、岡も決心したらしくコクンと頷うなずいて表情を引き締めた。

「それじゃっ……いくよ！」

　そう言うと、流石さすがに苛か烈れつな従育科の授業を受けているだけあって、躊躇ためらいなく薫の方へと滑すべってくる。

　淀よどみのない綺き麗れいな滑り方で、瞬またたく間に十数メートルの距離は詰まり……

「よいせっ──」

　ぶつかりそうになる危険域の寸前で、威勢の良い声と共に、岡がブレーキの体勢に入った。

　薫の目から見ても、悪くない。

　悪くはないが──まだ少し、重心が前へ行っている。

　だから結果として、

「……っと、とぁ!?」

　妙みような悲鳴を上げて、岡はつんのめるように前へと姿勢を崩してしまった。

　何とか留とどまろうと両腕うでをばたつかせているが、その程度で流れた体がどうなる訳もない。

　ここは自分が助けるべきだろうと、薫は不規則に動く腕に当たらないよう気を付けつつ、岡の前へと自分の体を滑り込ませて正面から受け止めた。

　背の高さは悔くやしいことに岡の方が少し高いので、殆ほとんど抱だき止めるような形になり──

「あー、怖こわかったぁ……ありがとね、大だい地ち君──あれ、大地君？」

「…………」

　岡おかの不思議そうに呼びかける声に、薫かおるは答えられない。今はそんなことより、重大な問題が目前にある。

　何かというと…………押しつけられる形になった、岡の胸。

　──絶対、自分の仲間だと思っていたのに…………ちゃんと感かん触しよくがある……!?

　この絶望的な事実に、薫は息を詰めて触ふれ合っている胸の辺りに意識を集中させる。

　服は上着を含めて少なくとも三枚重ね、しかも自分は厚手のデニムジャケットを着ていて感触は分かりづらい。それに実は服の下にカイロを装着していてその感触が、という可能性だって無くはない。そう、無くはない……！

　だから間違わないよう、密着したままの状態から岡の体を立て直すように離すと──ほんのりとあった、柔やわらかな、凍こおらせる前の保冷ジェルのような感触が無くなる。

　……紛まぎれもなく、カイロの鉄粉や布地が潰つぶれたものとは絶対に違う、生々しい感触だった。

　自分は晒さらしを巻いているからとか、向こうよりも厚着をしているからとか、そんな言い訳は通用しないくらいハッキリとした差があり、

「……あのー、大地君？　もしかしてあたし、どこかぶつけて痛くしちゃった？」

「………………どこもぶつかってない」

　ただし心が痛い。物凄すごく痛い。日頃からあまり女らしさを感じさせない岡が相手なだけに、ショックはかなりのものだ。

　薫が絶望感に打ち拉ひしがれていると、岡は照れ笑いを浮かべて後ろ向きに滑すべり、

「やっぱり一発じゃ成功しないかぁ。大地君に迷めい惑わくかけちゃうけど、何度か挑戦してもいいかな？」

「……それは構わないが……」

　失敗の度に戦力差を思い知らされるのは、かなり落ち込む。四し季き鏡かがみのように圧倒的ではないものの、同じ『ボリューム控えめグループ』だと思っていただけに、むしろダメージは大きい。

　岡が止まれるようになるのが早いか、精神的ダメージの積み重ねで自分がダウンする方が早いか──

　薫にとっては、かなり深刻で笑えない問題だった。
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　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──いやぁ、まさかの展開だったねぇ。早さ苗なえの天然があんな風に炸さく裂れつするなんて」

「…………」

　しみじみと話す岡おかの言葉に、薫かおるはむすっとしたまま小さく頷うなずく。

　確かに、まさかの展開だった。四し季き鏡かがみが転んでしまい、それを日ひ野のが気き遣づかって起こそうとし……その結果、二人して電車に乗り遅れるだなんて。

「日ひ野のは、油断しすぎだ。もう少し気を張っていれば、四季鏡のフォローだって出来ただろうに」

「それはちょっと酷こくなんじゃない？　まあ、あの時、日野君が早さ苗なえの手を引っ張ってあげていたら話は別だったかもしれないけどさ」

「…………」

　それは少し嫌いやな図なので、薫は脳のう裏りに浮かんだ光景を掻かき消す。別に四季鏡のことが嫌きらいな訳じゃ無くて、日野がデレっとしているのを見るのが嫌なだけだ。こっちは親友だと思っているのだから、もう少し男らしくあって欲しい。

　勝手な希望かもしれないけど──と思いながらも、薫は電車の揺れに身を任せる。行きと違って帰りの電車は混んでいて、隣となりにいる岡とは腕うでが触ふれあうような距離だ。

　これがもし男相手なら意識してしまうところだが、幸か不幸かデート相手は女の子なので、取り乱しはしない。周囲にいる見知らぬ男がくっついて来た時だって、少しくらいなら何とか我が慢まんしてみせる。日野と暮らしていた時間は無む駄だじゃなかったという証明だ。

　……ただ、肝かん心じんのルームメイトは、今頃駅のホームで四し季き鏡かがみと黄昏たそがれているはずで……やっぱり、なんだか面おも白しろく無い。

「──ね、大だい地ち君？」

「っ……な、何だ？」

　思考に没ぼつ頭とうしすぎていたところに声を掛けられ、薫かおるはピクッと小さく背筋を震ふるわせながら振り向く。

　僅わずか十数センチ先にある岡おかの目はじっとこちらを見ていて、何となくこの場にいない人物のことを考えていたことに気まずさを覚えていると、

「もうすぐ須す野の原はらに着くけど、どうしよう？　早さ苗なえ達を待とっか？　それとも、先に白はく麗れい陵りように戻る？」

　訊きかれて、薫は少し悩む。普通ならばはぐれた時は待つべきなのだろうが……もう後は帰るだけとこちらも向こうも分かっている。なら先に戻っても問題はないし──個人的な理由で、先に寮りように戻れるのは有り難い。手早く済ませてしまえば、日ひ野のが帰って来る前にシャワーを終えることが出来るはずだ。

　そう考えて、一つ呼吸を置いてから、薫は岡に答えを返した。

「先に帰ろう。わざわざ日野達を待つこともない」

「ん、じゃあそうしよっか。…………なら、帰りのバスで話そうかなぁ……」

「……？」

　かなり小さな声で──恐らくは独り言だったのだろうが、薫の耳に岡の呟つぶやく声が届いた。

　意図がよく分からないけれど、突っ込んで訊きく前に駅へ到着するとアナウンスが響いたので、何となくタイミングを逃してしまう。

　内心で首を傾げつつ、薫は黙だまって電車が着くのを待ち、ドアが開くと同時に吐はき出される人の波に混ざってホームへ降りる。開放感を味わいながら駅を出てバス停へ行くと、丁ちよう度ど良いことに白はく麗れい陵りよう方面へ向かうバスが停車していた。

　すぐに岡へ視線を向ければ、相手も同じタイミングでこちらを見て、

「バス来てるから乗っちゃおう！　ほらっ、大地君急ごう！」

「ああ」

　急せかされるままにバスへと乗り込むと、車内には殆ほとんど客がいなかった。先に入った岡が一番後ろの席に陣じん取どったので、薫も少し隙すき間まを空あけてその隣となりに座る。

「やー、日頃の行いが良かったのかな。この時間帯ってバスの本数が少ないから、これ逃すと二十分近く待たないといけないんだよねぇ」

「……そうだな」

「早苗達は次のバスだね。可哀かわい想そうだけど、あたしとしては都合いいかな」

　……また、岡が意味深なこと言う。

　流石さすがに二度目となると聞き流すことも出来ず、バスが動き出すのを待ってから、薫かおるは隣となりにいる岡おかへと問いかけた。

「何か、日ひ野の達がいない方が良い理由でもあるのか？」

「んー……一応デートだっていうのにそんな質問が来ちゃう辺り、脈の無さが感じられちゃって参まいるよねぇ」

　あまり参ったようには聞こえない口く調ちようだけれど、それでも薫はハッとする。

　そうだ、『一応』で『形の上では』ということだったが、これはデートだった。それなら二人きりの状況を喜ぶ……とまではいかなくても、不思議に思うこと自体が変なのかも知れない。

　自分の失言に気付き、こんな小さなところからでも女だと発覚してしまわないかと俄にわかに不安を感じていると、

「やっ、でもまあ、いいんだけどねー。大だい地ち君の言う通り、早さ苗なえや日ひ野の君がいると話せないことだから」

　謝罪や言い訳をする前に、声のトーンはそのままに岡がそう言った。

　口元を柔やわらかく緩ゆるめてえくぼを作り、気の強そうな太い眉まゆとは裏うら腹はらに人懐なつっこい目でこちらを見たまま、

「今日のこれなんだけど、あたしが日野君に頼んでダブルデートっぽくして貰もらった──っていうのは、聞いてる？」

「……それとなくは」

　今思い出しても恥ずかしくなるような誤解をさせた日野の説明だと、確かそんな風だった。ただ、岡の口からハッキリと『デート』という単語が出たのは、さっきのが初めてだと思う。

　なので薫が頷うなずくと、岡は照れ笑いのようなものを浮かべ、

「ぶっちゃけちゃうと、あたし最近、大地君のこといいなーって思うようになってさ」

　……とんでもない爆弾発言を、さらりと言ってきた。

　これには薫も動揺せざるを得ない。なるべく表情には出ないよう努めているが、上う手まくいっている自信は殆ほとんど無かった。

　一応『デート』と言われてはいたけれど、まさか自分をそういう風に見ていただなんて。それに、そういう風に思われるのは少し嬉うれしいけれど、こちらも女だ。

　向こうは男だと認識しているだろうが、女同士という事実には変わりないので、どうにも発展しないし……かなり、困る。

　どう対応していいのか分からず薫が言葉に詰まっていると、岡はこちらを見ながら軽く手を振って、

「あっ、急にこんな事言っちゃってごめんね？　でも、今日実際にいつもより近くで二人きりで過ごしてみたら…………ううん、こういう言い方すると失礼なのかなー……ちょっと違うなぁ、と思ったのよ」

「…………違う？」

「そっ。思わせ振りなこと言った後で本当に申し訳ないんだけど、いざデートしてみたら、あんまりドキドキしなかったというか──友達として好きなのかなぁ、って」

「…………」

　その言葉は、普通なら残念に思うところなのだろうが、薫かおるにとっては、安あん堵どの一言だった。向こうからデートに誘さそわれて、よく分からない内に振られてしまった訳だけれど……もしも告白などされても断るしかなかったし、ドキドキされるのも問題だ。

　……いや、向こうは異性だと思っているのだからそれほど問題では無いのかもしれないが、こちらとしては同性にときめかれても対処に困る。

　性別を偽いつわっているのは将来を賭かけた勝負だからで、別に男装趣味があったり同性愛にただならぬ興味があったりする訳ではないので。

　ともあれ、密ひそかにホッと息を吐はく薫に対し、岡おかはえくぼの辺りを指で掻かくように触さわりながら話を続けた。

「手を握にぎられても、転びそうになった時に抱だき付いちゃった時も……『うわぁ、あたしより指綺き麗れいだ』とか『ウエスト細いなー……』とか、そんな感想しか抱いだけなかったし。間近で顔を付き合わせた時だって、大だい地ち君が妬やけちゃうくらい綺麗な肌はだしてることに注目しちゃったもん。我ながらどうかと思うなー」

「…………ええと……」

「いいのいいの、こんなこと言われても困るでしょ？　あたしとしては本気で羨うらやましいし褒ほめているつもりなんだけど、男の子にはこそばゆく感じちゃうかもだしね」

「…………っ」

　そんなことない、と返しそうになって、薫は慌あわてて自じ重ちようする。男ならたぶん、『そんなこと』あるんだろう。自分は女だから褒められて嬉うれしいし、バレていないことも確認出来たので礼を言いたいくらいだが。

　……駄だ目めだ、この不慣れで特別な状況に、何が男として正しい判断なのか、すぐに分からなくなっている。こんな調子だと、いずれボロが出てしまうかもしれない。

　冷静に、慎しん重ちように……と薫が自分に言い聞かせていると、

「あー、でも、大地君には褒め言葉って受け取って貰もらえるのかなぁ……？」

　不意にぽつりと、岡がそんなことを言った。

　自分で否定しておいて『大地君には』だなんて、どういう意味なのか。ひょっとして女だとバレてしまったのかと一いつ瞬しゆん冷やりとするが、そういうニュアンスでは無かった。

　じゃあ何なのだろうと考えるけど……分からず、薫は眉まゆを顰ひそめて妙みような発言をした同級生を見つめる。

　すると視線に促うながされたように口を開いた岡が、とんでもないことを言い出した。




「だって大地君、日ひ野の君のこと好きでしょ？」




　──頭だけでなく魂たましいまでが真っ白になるような、今までに食らったことのない言葉の打撃だった。

　その破壊力にしばし呆ぼう然ぜんとしていた薫かおるは、ゆっくりと、コーヒーをドリップしてカップ一杯分になるくらいの時間を掛けて、言われた意味を考える。

　……今、岡おかはなんと言った？

　自分が──『日ひ野ののことが好き』だと、そんなことを言わなかっただろうか？

　日野の、ことを…………

「……………………っ！」

　機械的に反はん芻すうするように思い返していたセリフが急に熱を帯びて感じられ、薫は思わずその場で立ち上がりそうになった。喉のどの奥では声にならない悲鳴も上がっていたし、たぶん顔は真まっ赤かに染まっているはずだ。

　そう自覚してしまう程に、岡の発言はとんでもなかった。だってそんな、日野のことが好きだなんて、あるはずが──というより、

「ひ、日野は男でっ、僕も男だぞ!?」

　まさか……女だということを、知られてしまったのだろうか……?!

　驚きよう愕がくと不安が胸の中で蜷局とぐろを巻いて薫が目眩めまいを起こしそうになっていると、岡は声を抑おさえて笑った。

「やだなー、そんなの分かってるってば」

「……そ、そうか……」

　その一言に、心の底から安あん堵どする。末期癌がんだと診断されたのが実はただのポリープだったことが発覚した患かん者じやならば、今の心境を共感出来るに違いない。

　力が抜けて座席からずり落ちそうになる体をどうにか立て直し──いや待て、と大事なことに薫は気付く。

　……岡には、自分が女だということは、バレていない。それは確定事項になった。なら、どうして自分が日ひ野ののことを……その…………す、好きだと、言い出したのか？

　どう考えても全く繋つながらないはずだと、薫は訝いぶかしげに岡の顔を覗のぞき込み、

「済まないが、理解出来ない。僕がどうして、日野を……」

「え、だって、見ていれば分かるよ？　今日のデート中、ずっと日野君のことを気にしてたでしょ？」

「…………う…………別に、その……す、少しくらいは気にしていたが……」

　言いながら自分で『それは嘘うそだ』と思ってしまい、恥ずかしくなる。岡の言う通りだ、確かに日ひ野ののことを意識して、目で追ったり鼻を明かそうとしたりしていた。

　でも、だからって、それだけで好きだなんて言われても困るし、反論も出来る。

　冷静に対処しようとする理性とは裏うら腹はらに体が熱くなってくるのを出来る限り無視して、薫かおるは落ち着いた声音で話す。

「それはでも、日野が大切な友人で……その、勝手な話だが、親友だと思っているからだ」

　日野がこちらをどう思っているかは訊きいていないし、一方通行な思い込みなのかもしれないが、少なくとも自分にとっては特別な相手だ。ルームメイトという意味だけでなく、頼りにもしているし、気心もそれなりに知れていると思う。

　こんな風に言うのも十分に恥ずかしいが、好きだと勘かん違ちがいされるよりはずっとマシだ。

　そう考えて、頬ほおが赤くなるのを感じつつも言った薫に対して、

「親友、かぁ…………うーん……ちょっと違う気がするんだよねぇ……」

　太めの眉まゆを寄せて、納得がいかないように岡おかは腕うで組みをする。

「特別っていう意味では同じなんだろうけど、大だい地ち君の場合は違う風に見えたんだよねー……ああでも、あたしの勘違いかなぁ？　願望入っちゃってるだけなのかも……」

「……ぐ、具体的には、何が違って見えたんだ？」

　念の為ために──そうじゃないと、好いている訳ではないとハッキリ論証出来るように聞いておこうと薫が訊たずねると、岡は前の座席を睨にらむようにして、

「んー……あたしにも親友って呼べる子はいるんだけどね？」

「……ああ」

「その子が男の子と仲良くしていても、あたしは特に気にならないからさ。そりゃあとんでもなくいい男なら羨うらやましいとも思うし、逆にヤバそうな奴やつなら警けい戒かいしちゃうけど……そーいうのでもなければ、温かく見守るだけだもん」

「…………」

「だけど大地君、早さ苗なえと仲良くしてる日野君のこと、凄すごく意識してたじゃない？　や、最初は早苗のこと好きなんじゃ、とか思ってたんだけど、目線を追ったら違うし。じゃあどうして二人がべったりくっついていたら不ふ機き嫌げんになるんだろうなと考えたら──大地君は日野君のことが好きなんじゃないかなぁ、と」

　それはこちらに説明するというより、自分の考えを確認するような話し方だった。全く薫の方を見ないことや、たまに首を傾げて自信なさげにしているのが良い証しよう拠こだ。

　だが──薫にとってはただの独り言では済まされないくらい、衝しよう撃げき的な内容だった。

　ともすれば声が震ふるえそうになるのを必死に堪こらえ、喉のどの渇かわきに喘あえぎそうになりながら、

「…………そ、その……例えば、の……そう、例えばの話、なんだが……」

「んー？　どうぞどうぞ、仰おつしやってくださいな」

　まだ意識は半分ほど思考に置いたまま、といった感じの声こわ音ねが返って来る。

　若じやつ干かん上うわの空な様子の岡おかに向かって、薫かおるは固唾かたずを呑のんで、慎しん重ちように言葉を選び……

「例えば……その、親友が同性ではなく異性だった場合も、そうなのか？」

「ええっと、『そう』って？」

「だから、なんだ…………親友が自分以外の異性と仲良くしていて、その……し、嫉しつ妬としたりしないもの、なのか……？」

「んんー……難しい問題だねぇ」

　口の中で唸うなって眉まゆ根ねを寄せる岡がどう答えるのか、心臓が破は裂れつしそうなくらいバクバクさせて薫は待った。

　とんでもなく時間が長く感じられ、息苦しさに耐えきれなくなりそうになった時、

「ううん……そうねぇ、一いち概がいにこうとは言えないんだろうけど……」

「…………だろうけど……？」

「親友なら、やっぱり喜ばしく思うものじゃない？　そりゃあね、少しは嫉妬しちゃうかもしれないよ？　でも親友なら応援してあげたくなる気持ちの方が強くなりそうな……うん、少なくともあたしなら、その状況を楽しんじゃいそう」

「…………………………なら…………その異性の代わりに自分が……と、思うのは……？」

「あはは、それは簡単──もう親友って立場に留とどめられていないってことだよねぇ。やっぱり好きってことなのよ、うん」

「……………………」

「あたしの友達も中学の時、そんな感じで幼おさな馴な染じみの男の子との仲で悩んでたよ。あれって傍はたから見たら『早く告白してくっついちゃいなさいよ』って思うんだけど、本人は全然気付かないもので……って、あれ？　何の話だっけ？」

「………………………………………………」

　自前のエピソードを交えつつ明るく答えてくれた岡の言葉に、薫はというと──

　絶望と羞しゆう恥ちが化学反応を起こして、倒れそうになっていた。

　違う、そんなはずがない──と、全力で否定している自分と。

　ああ、これはそういうことだったんだ──と、教えられた気持ちを受け入れている自分と。

　相反する二人の自分が暴れ狂い、全すべてを投げ出して消えてしまいたい衝しよう動どうに駆かられながらも、指一本動かす気力も湧わかず。

　ショックに打ちのめされて、話しかけて来る岡が何を言っているのかも分からなくなった。




　……気が付いた時、薫は寮りようの自室に戻っていた。

　記き憶おくを呼び起こせば、岡と会話らしきものを交わしていたことは覚えている。『誤解しちゃってごめんね』とか『また遊びに行こうね』とか、そんな言葉の後で別れたことも、覚えている。

　けれどその後、寮の前で別れてからここまでは、ぷっつりと記憶が途と切ぎれていた。

　ボーッとしたまま、着替えもせず風ふ呂ろに入ることも忘れ、いつの間にか自分のベッドの中に潜もぐり込んでいて……

　暗くら闇やみの中、心臓の鼓こ動どうする重い音だけを聞きながら、ただただ一心に思うのは、




「………………ど…………どうしよう……!?」




　ついこの前、親友だと位置付けたばかりなのに。

　まだこれから二年以上、性別を隠かくして一緒に暮らしていくのに。




　もしかしたら自分が、日ひ野ののことを好きになっているかもしれないだなんて──！




　本当にそうなのか、どうしたらいいのか、ちっとも分からないまま思考だけが悩ましくぐるぐると回り……

　日野が戻って来るまでの間、薫かおるはベッドの中から動けずにいた。







あとがき




　どうも、部屋の寒さに膝ひざ掛けの購入を真剣に検討しながらこれを書いている上こう月づきです。この本を手にとって下さり、ありがとうございましたー。

　そんなこんなで『れでぃ×ばと！』も二ふた桁けた台に突入しました。そしてこれが発売される頃には、丁ちよう度どアニメが放映されているという、なんともめでたい話です。

　まあ当然というか、多少僕の仕事も増えるわけで、おかげで爆弾抱かかえている左腕うでが超ピンチ。ある日起きたら全快しているような奇跡とか起きてくれないかなぁ！




　そんな夢物語はさておくとして、前の巻を出してからの数ヶ月で色々と環境が変わりました。

　まず、引っ越し。池いけ袋ぶくろの近くに無事越してきた訳ですが、ただ通っていた時には見えなかった部分も多く見えてきました。

　深夜にご飯はんを求めて駅前に出ると、必ずといっていいくらい客引きの人に声を掛けられます。これが凄すごい。何が凄いって、奴やつ等ら、こっちが自転車に乗っているのに声を掛けてくるのが凄い。何という執しゆう念ねん。

　あと、深夜営業しているラーメン屋が多いこと。前は二店てん舗ぽしか知らなかったのですが、今は十店舗くらい知ってます。そして寒くなってくるとラーメンが美お味いしい……明らかなメタボフラグなのでかなり注意していますが、たまに誘ゆう惑わくに負けてふらふらと〜。

　食べた分は運動すればいいものの、近頃の寒さと修しゆ羅ら場ばっぷりに押されて、どうにもまずいことに。桜の花が咲く頃には出産間際の妊にん婦ぷさんみたいになっている未来予想図が本気で有り得るので、上う手まいこと時間を作ってどうにかしていきたいと思います。




　で、肝かん心じんのメディアミックス関係なのですが。

　先に書いた通り、アニメは放送時期ですね。僕はまだＰＶしか見ていないので実際にどう動くのか、今の段階ではあまり分からないので個人的に楽しみにしています。

　あと、コミックスも発売されているのかな？　猫ねこ屋や敷しきねこ丸さんが頑がん張ばってくれたおかげで、小説とは一味違う『れでぃ×ばと！』になっています。「掲けい載さい雑誌が近所の本屋で扱っていない」「あることにはあったけど十八禁コーナーで手が出せなかった」等の声も聞くのでまだ見たことが無い人もいるかと思いますが、興味がある方は単行本の方でどうぞ。十八歳さい未満でもちゃんと買えるので、そこは安心です。残念とかぬかす人は、もう一度これがラブコメだと認識し直すべき。

　……よし、ちゃんと宣伝出来た！　最後はちょっとアレだったけど、概おおむね大丈夫なはず！




　そしてお次は、いつもの内容紹しよう介かいです。未読の人は後に回した方が良いかも。

　まず二十四話は、ピナ達と秋あき葉は原ばら周遊する話。実在する店を参考にした上で、かなり違う造りにしています。秋葉原の武器屋にコスプレ撮影出来るスペースは無いので、そこは特に注意。

　基本的にはピナが一番喜ぶ場所なのですが……実際に一番楽しく過ごしたのは誰だったのかは、また別の話かも。

　二十五話はセルニアが『お礼』をする話なのですが、これは前の巻と、それから四巻を読み直してみると色々と気付けて面白いかもです。逆の立場になると色々分かることもあるという意味でも。

　……というか、映画二本連続はキツ過ぎる。そこにホラー＆スプラッタが混ざると、間違いなく拷ごう問もん。こいつらデートで何やってるんだろう。

　最後の番外編五話は、大だい地ちとダブルデートする話。前からちらほらと出ていた岡おかさんが本格的に絡からんできた訳ですが、相変わらず名前は出ないまま。恐らく今後も名みよう字じだけの存在です。

　ある意味、一番複雑な状況にいる大地ですが……この話で、より複雑なことに。本編と時間軸じくが違うとはいえ、この段階で一番メインヒロインっぽい反応しているのがルームメイトって、果たしてどういうことなのか。

　十巻は三話通してデートの話になった訳ですが、問題はこの巻であまり活かつ躍やくしなかったあの人です。次の巻での巻き返しが…………ある……はず……？




　さて、次の十一巻は数ヶ月後に出る予定となってますので、お楽しみにどうぞー。

　あと「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」の方でもちょいちょい載のせて貰もらっていますが、気が短い方はそっちを読んでお待ちください。たぶんフライング気分が味わえます。

　ではでは、また次巻で〜。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。写真は去年からマイブームのポーカーセット。「これで皆でやれるね！」と思って買ったら、僕以外誰もポーカーに興味無いという悲惨な罠が待っていたので、未使用のままです。無念……
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むにゅう

新年、あけましておめでとうございます。今年はちゃんと初詣に行っておきたいなぁ。引けば引く程、大半のおみくじが大吉なんじゃないかと思えてくるあの神社に！
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